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平成３０年第３回大崎町議会定例会  
会  期 
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平成３０年 ９月 ２０日（木）まで  

月  日 曜 日 時刻 本会議 委員会 摘   要 
     ６日 木 １０ 第１日  諸般の報告 

会期の決定 
議案・陳情等上程 

７日 金 ９  特別委員会 
委員会 付託案件の審査 

 ８日 土    休     会 
９日 日    休     会 

１０日 月    予      備 
 １１日 火    予      備 
１２日 水 １０ 第２日  一般質問 

議案・陳情等上程 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 皆さん、おはようございます。 

これより、平成３０年第３回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小野光夫君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番、上原正一君、及び

９番、中倉毅君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（小野光夫君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から９月２０

日まで１５日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から９月２０日までの１５日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（小野光夫君） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

閉会中の各常任委員会における町内事務調査の報告を求めます。 

まず、総務厚生常任委員長に報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（児玉孝德君） 平成３０年第２回定例本会議において当委員会

に付託されました閉会中の町内事務調査の調査経過と結果について、報告いたしま

す。 

総務厚生常任委員会では、関連所管の総務課、企画調整課について、去る７月２

日、町内事務調査として、水槽付消防ポンプ自動車、高速バス停留所整備工事、ク

ロスカントリーコース整備工事及びあすぱる大崎温泉施設改修工事について、調査

を行いました。 

調査は、委員５名の出席のもと、現地において担当課長及び関係職員から説明を

受け、実施いたしました。 

はじめに、水槽付消防ポンプ自動車について報告いたします。この設備は、前の
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タンク車を導入してから３０年近くが経過し、老朽化による故障等が多く発生した

こと、また、野方地域においては水利の確保が不十分な箇所が多いことから、今

回、新たにポンプ車を導入したもので、設備費は３,１６４万４,０００円。納入日

については、平成３０年１月２６日となっております。財源の内訳は、石油貯蔵施

設立地対策等交付金の４８０万円と過疎対策事業債２,６８０万円、一般財源４万

４,０００円となっております。この水槽付消防ポンプ自動車の特徴が、水と一般

火災対応の消化剤を混ぜると、水だけの消火のときと比べて４倍近い消火効果があ

るとのことでありました。その消火の効果を確認するため、機会を設けて放水の実

演をされるよう要望した次第であります。 

次に、高速バス停留所整備工事について報告をいたします。 

この施設は、東九州自動車道の開通を受け、鹿児島空港直行バスのバス停留所が

設置されることとなったことから、高速バス乗り入れに必要なバス停留所の整備及

び駐車場拡張等の工事を行ったものです。施設整備費は２,９９３万４,０００円

で、平成３０年２月２０日に完成しております。また、土地購入費は１,１３８万

２,９４０円で、平成２９年９月２６日が登記完了日となっております。財源の内

訳は、ふるさと応援基金４,１３１万６,０００円と一般財源９４０円となっており

ます。停留所については、時刻表が野方発着の時刻表示のみとなっていたため、住

民サービスの観点からも、空港発着の時刻表も記載できないか検討されるよう要望

いたしました。また、高速バス乗り場の案内板について、現在の設置場所では文字

が小さくわかりづらいとの意見があり、利用者及び道路の通行人からも高速バス乗

り場がはっきり認識できるように、案内板の大きさや設置場所を再度検討されるよ

う要望いたしました。 

次に、クロスカントリーコース整備工事について報告をいたします。この施設

は、交流人口の増加及び地域の活性化を目的として、陸上合宿において最もニーズ

の高いクロスカントリーコースの１キロコースを、くにの松原内に整備したもので

す。施設整備の総額が７４５万２,０００円で、平成３０年３月２７日に完成して

おります。財源の内訳は、県補助金３７２万６,０００円、ふるさと応援基金３７

２万６,０００円となっております。クロスカントリーコースは、維持費の削減の

観点から、芝生に変わる材質を取り入れて整備ができないか、今後整備を計画して

いる２キロコースの整備工事の際に検討するよう要望いたしました。 

最後に、あすぱる大崎温泉施設改修工事について報告いたします。施設整備費は

４,０９３万４,１６０円であり、財源の内訳は、全て一般財源が事業費の全額に充

当されており、完成については平成３０年１月９日となっております。この施設整

備は、温泉の熱量を確保するため、老朽化している機器及び施設の改修を行い、温
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泉施設の長寿命化を図り、健全経営を確立するための改修工事を行なったものであ

ります。 

以上で、総務厚生常任委員会における町内事務調査の報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） 次に、文教経済常任委員長に報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（中倉広文君） 平成３０年第２回定例本会議において、文教経

済常任委員会に付託されました閉会中の町内事務調査について報告をいたします。 

当常任委員会では、平成２９年度に執行された５カ所の事業について、去る７月

２日に、それぞれ現地において、所管する担当課長及び関係職員の説明を受け調査

いたしました。 

はじめに、社会資本整備総合交付金事業（横内中村線道路改良工事３区間）につ

いて、報告いたします。当該区間は、通学路であり、従来より歩行者の通行に支障

を来していたことから、関係者から歩道の確保が要望されていた箇所であります。

今回、当改修工事は３工区に分けて実施され、まず、横内中村線道路改良工事２９

の１は、工事延長１６０メートルで、道路・路肩にそれぞれ落蓋側溝と街路型側溝

が設置され、路盤工面積は１,０２０平方メートルで、請負額は２,２４６万４,０

００円で、山下建設株式会社が実施しております。 

次に、同工事２９の２は、工事延長１５０メートルで、こちらも落蓋側溝と街路

型側溝が設置され、路盤工面積は９５０平方メートル、請負額は２,２６８万円

で、株式会社新生建設が実施しております。 

さらに、同工事２９の３は、前述しました２カ所のアスファルト舗装工を含めた

延長３９３.４メートルで、そのうち８６メートルに落蓋側溝が設置され、請負額

は２,１１６万８,０００円で、株式会社丸正建設機動が実施しております。 

委員より、工事延長と比較し、請負額が増加した要因はとの問いに、張りコンク

リートの面積が多かったことと、取付舗装の面積も加算されているとの答弁であり

ました。また、取付道への改良舗装の延長は、どのように決定されるのかとの問い

に、既存の取付道路の通行に支障のない程度で実施しているとのことでありまし

た。 

さらに、一部に分離式歩道を確保できなかった箇所について、今後も改修の可能

性をも探りながら、利用者の安全・安心につながるよう対応を求めました。 

次に、中山第二水源地１号取水ポンプ取替工事について報告をいたします。本工

事は、当該地の取水ポンプ１号機が経年によると考えられる不具合が生じたことか

ら、そのポンプの取り替えと、その他逆流防止弁やバルブ等関連機器の取替工事な

どが実施されたものです。請負額は１３５万円で、株式会社明興テクノスが実施し

ております。 
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委員より、ポンプは何年に設置されたかとの問いに、昭和５０年に設置してお

り、消耗品については、その都度交換してきたとのことでありました。また、通常

のメンテナンスはどのようになされているのかとの問いに、設置業者と年間契約の

中で、様々な機器について専門的にチェックを行っているとのことでありました。 

さらに、今後もそれぞれの機器の耐用年数や、現在設置されている様々な計測器

等が示す数値のわずかな異常にも留意されながら、今後も安定した上水道の供給に

つながるよう求めました。 

次に、乗用全自動野菜移植機の購入について報告をいたします。当野菜移植機の

購入は、現在使用している乗用野菜移植機が老朽化により故障の頻度が高くなった

ことから、新たな野菜移植機の購入を模索していたところ、今回、県単独事業の農

業農村活性化推進施設等整備事業の採択を受けたことから実施されたものです。請

負額は２５５万９,６００円で、タハラ農機販売有限会社から購入をしておりま

す。事業費のうち、３分の１の８５万３,０００円が、先ほどの県単独事業の農業

農村活性化推進施設整備事業から交付されております。 

委員より、作業能率はどの程度かとの問いに、１０アール当たり約１時間で定植

できるとのことでありました。また、今回の購入効果を十分発揮するためにも、日

頃の入念なメンテナンスとあわせ、ＪＡなど関係機関とも十分連携を図り、さらな

る稼働率の向上に努めるよう求めました。 

次に、ふれあいの里公園遊具施設改良工事について報告をいたします。当改修工

事は、遊具施設の経年による老朽化とあわせ、今回、国土交通省より示された都市

公園における遊具の安全確保に関する指針を受けて実施されたものです。工事概要

は、遊具施設の改修工一式と、縁石工の延長８４メートル、遊具広場の人工芝工が

５７５平方メートル、築山の人工芝工が１３２平方メートルで、請負額は２,４０

０万円。株式会社谷口建設が実施しております。 

委員会として、今回の改修効果を十分に発揮するためにも、今後のメンテナンス

にも十分留意され、長期にわたり利用者に喜んでいただけるような施設の維持に努

めるよう求めました。 

次に、大丸小学校校舎等大規模改造工事及び付帯工事について報告をいたしま

す。当該工事は、昭和４０年度に建設された当校管理棟及び昭和５８年度に建設さ

れた特別教室棟の老朽化により実施されたもので、請負額は、校舎等内外装改修及

び塗装に２億３,７６０万円で、久徳建設株式会社、また校舎等電気設備改修に４,

６７１万円で、有限会社別府電気、さらに屋内外給排水及び機械設備改修に１,９

６３万円で、株式会社太盛工業が実施しております。 

大規模改造の内容は、校舎の床・壁・天井の張りかえ、外壁の塗装等が主なもの
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で、屋内外の給排水、男女共用のトイレを男女別に設置しております。屋内では、

電灯・自動火災報知器・コンセントの取替、ＬＡＮ配線等が施され、また、空調設

備についても設置しております。総事業費は、３億２,８７０万９,０００円で、こ

の財源内訳は、国庫補助金が６,２７１万４,０００円で、起債が２億１,１００万

円、残り５,４９９万５,０００円が一般財源であります。 

委員会として、一般教室については空調設備もなされており、今後、他学校へも

設置計画があることから、使用基準や設定温度等、空調使用の取り扱いについて配

慮されるよう求めました。 

以上、７月２日に実施いたしました文教経済常任委員会における町内事務調査の

報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これで、「諸般の報告」を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（小野光夫君） 日程第４「行政報告」を行います。これを許可します。町長。 

○町長（東 靖弘君） 平成３０年第３回議会定例会にあたり諸般の行政報告をいたし

ます。 

 企画調整課関係でございます。 

ふるさと納税による平成３０年７月豪雨の被災地に対する支援について、御報告

させていただきます。今年７月に、西日本を中心に発生しました集中豪雨により被

災されたすべての皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

災害発生直後の７月１０日に、本町ふるさと納税の申し込み窓口であるふるさと

チョイスを運営するトラストバンクは、寄附による被災地の継続的な支援が行える

仕組みを導入しました。この仕組みは、全国の自治体の中で、趣旨に賛同し、参加

した自治体を被災地支援パートナーシップとし、寄せられたふるさと納税額の３％

を集めた上で災害援助法が適用されている自治体に配分する仕組みで、８月３１日

までの間、取組が行われました。 

本町も、この取組にいち早く参加し、期間中、本町へ集まったふるさと納税額

６,８８３件１億７８７万８,０００円の３％に当たる３４９万５,２４７円を、被

災地に１１月に届ける予定でございます。被災地の一日も早い復興を心よりお祈り

いたします。 

以上で報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定め
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ることについて） 

 日程第６ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定め

ることについて） 

○議長（小野光夫君） 日程第５、承認第５号「専決処分の承認を求めることについて

（損害賠償の額を定めることについて）」、日程第６、承認第６号「専決処分の承

認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）」、以上２件を一

括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 承認第５号及び承認第６号について、一括して御説明いたしま

す。 

本案は、水道課関係職員が関係する２件の交通事故について示談が成立し、損害

賠償の額を定め賠償することを、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処

分いたしましたので、同条第３項の規定により報告するものでございます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（中倉幸二君） それでは、はじめに、承認第５号について御説明いたしま

す。３枚目に示談書を添付しておりますので、この示談書に沿って御説明いたしま

す。 

事故発生日時は、平成３０年４月２０日午前８時５分頃でございます。 

当該事故は、大崎町役場水道課の駐車場で発生したものでございます。公用車を

運転していたのは、水道課臨時職員の秋元幹夫、相手方は町内永吉牧之内の、同じ

く水道課臨時職員の豊住美恵子さんでございます。 

事故の原因、状況でございますが、当日は野方地区の水道浄水器取替に出向くた

め、公用車を車庫からバックで出庫していたところ、出勤してきて、バックで駐車

スペースへ駐車しようとしていた豊住さんの軽自動車と接触したものでございま

す。 

事故の責任割合は、今回の事故の原因がお互いの後方及び周囲の確認不足から起

こったことであることから、示談内容のとおりそれぞれ５０％の過失があるという

内容で示談が成立いたしましたので、示談書のとおり損害賠償の額を２万５,２２

９円と定め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をし、報告するも

のでございます。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、承認第６号について御説明いたします。 

これも３枚目に示談書添付しておりますので、この示談書に沿って御説明いたし
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ます。 

事故発生日時は、平成３０年５月２５日午後１時５０分頃でございます。 

当該事故は、町内永吉中谷迫の株式会社都食品近くの三叉路の交差点付近で発生

したものでございます。公用車を運転していた職員は、水道課の馬込洋志、相手方

は町内永吉中谷迫の草地シキ子さんでございます。 

事故の原因、状況でございますが、当日は中谷迫地区の漏水確認のため、公用車

で現場に出向き、到着後、路肩に駐車しようとバックをしていたところ、自身の敷

地駐車場からバックで道路へ出ようとしていた草地さんの軽自動車と接触したもの

でございます。 

事故の責任割合は、今回の事故の原因がお互いの後方及び周囲の確認不足から起

こったことであることから、示談内容のとおり職員が３０％、草地さんが７０％の

過失があるという内容で示談が成立いたしましたので、示談書のとおり損害賠償の

額を３万８,４００円と定め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分

をし、報告するものでございます。 

なお、今回の２件の物損事故を踏まえ、全職員に対して公私の区別なく車を運転

する際の注意喚起を行ったところでございます。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。まず、承認第５号「専決処分の承認

を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）」、何か質疑はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定め

ることについて）」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第５号及び承認第６号

は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 
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これより討論に入ります。承認第５号「専決処分の承認を求めることについて

（損害賠償の額を定めることについて）」、討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第５号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の

額を定めることについて）」は承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第５号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定

めることについて）」は承認することに決定いたしました。 

続いて、承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定

めることについて）」、討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の

額を定めることについて）」は承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定

めることについて）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第２９号 平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（小野光夫君） 日程第７、議案第２９号「平成３０年度大崎町一般会計補正予

算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ４億７０４万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を８５億５２９万

２,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、スポーツ交流施設整備

に伴う菱田中学校の校舎等解体及び消防詰所等整備工事、畜産クラスター事業補助

金、し尿等メタン発酵処理事業化可能性調査事業委託料などでございます。歳入
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は、国庫支出金、県支出金、繰越金の増が主なものでございます。 

 よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（中倉幸二君） それでは、御説明いたします。 

はじめに、歳出の主なものにつきまして御説明させていただきますが、各費目の

節２給料から節４共済費までの人件費の内容につきましては、人事異動等に伴う増

減でございますので説明を省略させていただきます。 

それでは、補正予算書の１０ページをお願いいたします。 

款２総務費、節１３委託料２００万円は、慶應義塾大学等との連携協定に基づき

まして、本町の課題解決に向けた知見を有するマンパワー確保のための地域おこし

研究員等募集の業務を委託するものでございます。 

次に、１１ページをお願いいたします。目１４諸費、節２３償還金，利子及び割

引料１,１２９万１,０００円でございますが、主なものは、昨年度実施いたしまし

た認定こども園の施設整備に係る補助金額の確定に伴う返納金７９８万８,０００

円でございます。 

次に、１２ページをお願いいたします。款３民生費、目１社会福祉総務費、次の

１３ページをお願いいたしまして、節２０扶助費３５０万円は、ひとり親家庭医療

費助成金でございます。実績と今後の見込みにより補正するものでございます。項

２児童福祉費、目１児童福祉総務費、節１３委託料３３１万３,０００円は、地域

子育て支援拠点事業に係る委託料でございます。節１９負担金，補助及び交付金６

８１万８,０００円は、一時預かり事業に係る補助金２８１万８,０００円と、先ほ

どの地域子育て支援拠点事業を開始するにあたっての開設準備費用の補助金でござ

います。 

次に、１４ページをお願いいたします。款４衛生費、項２清掃費、目１し尿塵芥

処理費、節７賃金６２万５,０００円と、節１３委託料１,０９６万３,０００円は

地域循環圏エコタウン低炭素化促進事業費補助金を活用したし尿等メタン発酵処理

事業化可能性調査事業に係る事業費でございます。 

款５農林水産業費、次の１５ページをお願いいたしまして、目９畜産業費、節１

９負担金，補助及び交付金２,１６３万１,０００円でございますが、１段目の畜産

クラスター事業補助金２,０１３万１,０００円は、畜産農家による繁殖牛舎及び堆

肥舎新築に伴う補助金でございます。２段目の全国和牛能力共進会団体総合優勝記

念事業助成金１５０万円は、鹿児島県町村会が行う助成事業を活用しまして、鹿児

島県産和牛の振興に努めるための助成金でございます。目１１土地改良事業費、節

１４使用料及び賃借料の２００万円は、町内各地区の農業用施設の維持管理補修に
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係る機械借上料でございます。節１５工事請負費１００万円は、農業基盤整備促進

事業補助金及び農地耕作条件改善事業交付金の確定に伴う増減でございます。目１

４営農推進費、節１９負担金，補助及び交付金４０６万９,０００円は、中心経営

体等施設整備事業補助金でございますが、農業法人によります生産性向上のための

大型農業機械導入に係る補助金でございます。 

款６商工費、次の１６ページをお願いいたしまして、目３観光費、節１１需用費

６２３万４,０００円は、あすぱる大崎の施設修繕料でございます。節１５工事請

負費２億６,８９４万６,０００円は、菱田中学校跡地を活用したスポーツ交流施設

整備に伴うものでございますが、今回は校舎等の解体と大崎町消防団菱田分団の詰

所整備に係る工事費でございます。 

款７土木費、項２道路橋りょう費、目１道路維持費は、次の１７ページまででご

ざいますが、合計で３,４２０万円の補正増でございます。道路維持に係る経費で

ございますが、主なものは節１５工事請負費の２,６３０万円でございます。町道

の舗装、側溝改修、メンテナンス等に要する経費でございます。項５住宅費、目１

公営住宅管理費、節１１需用費２００万円は、公営住宅に係る修繕料でございま

す。 

款８消防費、目２非常備消防費、節１８備品購入費１８９万６,０００円は、各

分団の消防ホースを更新するための備品購入でございます。目３防災対策費、次の

１８ページをお願いいたしまして、節１３委託料４０２万５,０００円は、防災行

政無線関連の委託料の増減に伴う調整でございますが、３段目の防災行政無線バッ

テリー交換業務委託料３９８万４,０００円は、屋外拡声子局等のバッテリーを耐

用年数に基づき順次交換するためのものでございます。 

款９教育費、目２事務局費、節２１貸付金１３８万円の減は、奨学金利用者の実

績に伴う減額でございます。 

次に１９ページをお願いいたします、目４教職員住宅管理費、節１４使用料及び

賃借料１０９万１,０００円は、中沖小学校の教職員住宅を更新するための住宅解

体に伴う機械借上料でございます。項２小学校費、目１学校管理費、節１５工事請

負費２３０万１,０００円は、老朽化に伴い撤去した遊具の新設工事でございます

が、今回は大丸小と菱田小に４連のブランコを設置するものでございます。 

次に２０ページをお願いいたします。項５保健体育費、次の２１ページをお願い

いたしまして、目２体育施設費、節１５工事請負費４３０万円は、２０２０年かご

しま国体に向けたビーチスポーツ専用競技場の水飲み場の改修や散水栓の設置に伴

う工事費でございます。 

款１０災害復旧費、目１現年災害復旧費、節１４使用料及び賃借料１５０万円の
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増でございますが、６月から７月にかけましての大雨等に伴う災害復旧に係るもの

でございます。項２公共土木施設災害復旧費、目１現年災害復旧費は、合計で１０

４万円の増でございますが、同じく大雨等に伴う災害復旧費でございます。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたします。 

８ページをお願いいたします。款９地方特例交付金、目１地方特例交付金１５２

万８,０００円は、交付決定に伴う増でございます。款１４国庫支出金、目１総務

費国庫補助金から、次の９ページの上のほうになりますが、款１５県支出金まで

は、歳出で申し上げました各事業の見込み及び決定等に伴う増減でございます。 

款１８繰入金、目５ふるさと応援基金繰入金は、１億７,９６４万６,０００円で

ございます。歳出のところで計上しました菱田中学校跡地を活用したスポーツ交流

施設整備に伴う工事費等の財源として予定しているところでございます。 

款１９繰越金、目１繰越金、節１前年度繰越金１億２,４４２万８,０００円は、

確定に伴う補正増でございます。 

款２０諸収入、目１雑入１,３６３万２,０００円は、全国和牛能力共進会団体総

合優勝記念事業助成金１５０万円のほか、地域循環圏・エコタウン低炭素化促進事

業費補助金１,１５８万６,０００円、安全装備品整備事業助成金１２１万６,００

０円などが主なものでございます。 

最後に、款２１町債でございます。目７臨時財政対策債は１３９万７,０００円

の増でございます。起債額の決定に伴う増でございます。 

以上で歳入を終わりまして、次に５ページをお願いいたします。第２表債務負担

行為補正ございます。追加でございますが、現在の債務負担行為期間が今年をもっ

て終了いたしますことから、新たに来年度からの債務負担行為の限度額としてお願

いするものでございます。今回の追加は、学校給食業務委託料でございますが、平

成３１年度から３３年度までの３年間で総額８,２２５万円でございます。消費税

の増税を見越しまして、平成３１年度は２,７２５万円、３２年度と３３年度はそ

れぞれ２,７５０万円を計上するものでございます。 

次に、第３表地方債補正でございます。変更でございます。起債の目的欄の臨時

財政対策債の限度額１億８,９００万円を、起債額の確定によりまして補正後の１

億９,０３９万７,０００円に変更するものでございます。なお、起債の方法、利

率、償還の方法につきましては御覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終わりますが、２２ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので、御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 
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○７番（中山美幸君） まず、１４ページ、衛生費、し尿処理費のところの１,０９６

万３,０００円で調査業務委託料が計上してございます。これの事業化可能性を追

求するということですが、これをどういった事業化にしていくのか、その点につい

て詳しくお示しをいただきたいということ。それと、款８消防費、１８ページです

が、１３万５,０００円で個別受信機のアンテナ設置業務委託料が記載してござい

ます。この点について、新築の住宅の設置なのか、既存の住宅設置で受信感度が落

ちるためのアンテナを設置するということなのか。以上、２点についてお示しをい

ただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいま御質問のありました２点につきましては、担当課長の

答弁とさせていただきます。 

○総務課長（中倉幸二君） ちょっと前後いたしますが、総務課のほうの分の款８消防

費、これの防災無線の個別受信機屋外アンテナ設置業務のところでございますが、

これについては新築の住宅ではなく、既存の住宅で受信感度の悪いところのアンテ

ナを設置ということで予定をしているところでございます。 

以上でございます。 

○住民環境課長（小野厚生君） エコタウン低炭素化事業をもちいまして、現在、曽於

南部厚生事務組合で加入しておりますし尿処理施設でございます。衛生センターが

大崎町にございまして、昭和５７年７月より供用を開始しておりまして既に３５年

が経過しておりまして、老朽化が進んでいるところでございます。この衛生センタ

ーを更新するためには多額の費用を要することから、現在、衛生センターに代わる

施設を検討しているところでございまして、今回、環境省の間接事業でございま

す、先ほど申しました地域循環圏・エコタウン低炭素化事業が採択されたことか

ら、し尿をメタン発酵することでメタンガスをとりだし、エネルギーとして利用や

消化液の事業調査などを行うことで施設の整備や設置の可能性を検討していくもの

でございます。 

以上です。 

○７番（中山美幸君） まず総務課長から答弁をいただきました。アンテナ設置の件で

ございますが。旧住宅の電界強度が落ちたということなんですが、設置当時に電界

強度はすべて測っているはずなんですね、業者のほうで委託されて。それが、今に

なってなぜ電界強度が落ちるのか。地形的に変わってきているのか、山が高くなっ

たんですか。私は、ちょっとそれおかしいなと思うんです。個別受信機を設置する

時点で電界強度を測っておいて、ここは屋外アンテナが必要ですということは、設

置の段階で、当初防災行政無線を設置する時点で測定をしているはずです。それで

設置をして、今まで、今日までに至っているはずなんですね。それが、なぜ急に電
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界強度が落ちたのかということ、それについてはどういうふうに考えているかとい

うことを再度質問したいと思いますが。 

それと、今、答弁をいただきました衛生費のメタン発酵、これを今後どういうふ

うに、例えば事業化できるんであれば、どういうふうにメタンガスを活用していく

のか、もしくはそれを販売していくのか、そういった点まで考えてやっているのか

どうかということで、再度お伺いします。 

○総務課長（中倉幸二君） ただいま御質問にありましたアンテナ設置についてのこと

でございますが、最初、設置するときにそこあたりを調整した上で設置しているの

ではないかということでございましたけど、我々もちょっと専門的な知識がないも

のですからそこはわかりませんが、地域によっては現在の設置状況で、以前はちゃ

んと聞こえていたんだが、最近になって入らなくなったとか、そういう地域が結

構、今、出てきております。 

その原因については、樹木なんかがだんだんだんだん伸びていって、その電波の

入り具合が悪くなったのか、そこあたりはよく我々も把握はしていないところなん

ですが、本年度においても七、八カ所程度の予算は組んでおりましたけど、地域的

にそういったような苦情が結構あったということで、今回補正増をした形で対応を

考えているというようなことでございます。 

以上でございます。 

○住民環境課長（小野厚生君） ただいまの質問でございますが、メタンにつきまして

は発電をする方向と、それから町内の業者に販売をして、ボイラーとかそういうと

ころに使ってもらうことを考えております。 

それから、残液につきましては農地還元をして、町内の業者とか農業法人等に使

ってもらえないかということを検討していく予定でございます。 

以上です。 

○７番（中山美幸君） アンテナなんですが、私、非常におかしいなと思っているんで

すね。なぜ、電界強度が現在落ちているのか、その原因を追及しないでおいて、ア

ンテナ設置工事だけをということであればですね今後もますます出てくる可能性も

あるんですね。だから、そこら辺は十分に業者と話し合いをされるなり、調査をさ

れるべきですね。 

設置業者が言ったから単に、住民から言ったから単にじゃなくて、設置業者の責

任ということも追求しないといけないんじゃないんですか。当初は、これでいける

ということで設置をしているんですね。だから、アンテナの高さを変えるなり、そ

ういったことで、私は対応できるんじゃないかなと、新設する必要はないんじゃな

いかなというふうに考えているんですが、そういうことについて一括でそういった
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ことが解決できるんじゃないだろうかというふうに考えますし、そこら辺はちゃん

とメーカーと十分に検討されるべきだというふうに示しておきます。 

それから、メタンガスについては、今、販売されてボイラー等でということで、

町内のということでございますが、メタンを使っていらっしゃるそういったボイラ

ーを使っていらっしゃる業者といいましょうか、消費者がどれくらいいるのかとい

うことも含めて検討されるつもりなのか。大方は、それをもう自分たちで調査をさ

れて、そしてこの事業に臨んでいらっしゃるのか。多分、計画書を出していらっし

ゃると思いますが、その時点でそういった計画を含んだものがあったのかどうか、

お伺いします。 

○住民環境課長（小野厚生君） メタンにつきましては、町内業者はボイラーに使って

いるところはございません。これから、メタンを使ったボイラーに変えていただく

か、そういうところをまた検討していきたいと考えているところでございます。 

以上です。 

○総務課長（中倉幸二君） ただいまいただきましたことについては、十二分に業者と

打ち合わせをした上で、今後の対応というのを改善していきたいというふうに思っ

ております。 

以上です。 

○議長（小野光夫君） ほかに質疑はありませんか。 

○２番（稲留光晴君） ちょっと同僚議員と重複するところがありますが。１４ページ

のメタン発酵の件ですが、これはさっき説明がありました、経済産業省からの地域

循環圏・エコタウン低炭素の補助金を使ってし尿発酵の可能性調査の委託料に回す

ということで理解していいのか、今さっき説明がありました。再度お願いしたいと

思います。 

可能性を調査するということなんですよね。可能性があるから委託をするんでし

ょうけども、もし不可能と判断をした場合は、この委託料はどういうふうになるの

かということですよね。再生可能エネルギーは国が推奨しているということで補助

金が出るというところで、メタン発酵施設の事業化可能性調査をしている、国から

委託をされた会社が福岡にあるんですが、そういったところに調査をして、ＯＫだ

ったら客観的評価、あとは施設導入とか整備基本計画の策定、メーカー選定の発注

など支援業務も行うというふうなことがあるんですが、そういったところはとうに

調べられていらっしゃるんでしょうか。 

○住民環境課長（小野厚生君） ただいまの質問でございますが、これは公益財団法人

廃棄物３Ｒ研究財団というところがございまして、環境省から委託を受けた団体で

ございまして、そこに補助金が流れまして、そこから審査を受けまして採択を受け
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ております。 

この研究財団からは可能性調査をするに当たりまして申請書を出しまして、そこ

で審査を受けて合格した時点で予算がつくという形になっておりますので、それ

が、もし可能性がなくても、国からお金を返還しろとかそういうことがあるわけで

はございません。一応可能調査ですので、それが叶う、叶わないかは、まだはっき

りとはわからないことでございますので、今から実験をしてガスがどのくらい出る

のか、それからし尿をどのように使えるのかというところを調査することでござい

ますので、今からその部分が明確になってくるというところでございます。 

以上です。 

○２番（稲留光晴君） 雑入の９ページ、地域循環圏・エコタウン低炭素この補助金が

１,１００万円、これとの関連、先ほど、課長何かおっしゃいましたよね、これを

使ってという、これとの関連はどうなんですか。 

○住民環境課長（小野厚生君） ただいまの質問でございますが、環境省から公益財団

法人廃棄物３Ｒ研究財団というところが委託を受けまして、そこに申請書を出しま

して、そこで採択を受けますと、今回申請しました予算がつきまして、仕事が執行

できるという形になるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（小野光夫君） ほかに質疑はありませんか。 

○６番（吉原信雄君） １６ページの観光費、修繕費のあすぱるのことだと思うんです

けど、６２３万４,０００円。この件、もうちょっと内容を詳細に伝えてもらえま

せんでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対しましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） ただいまの御質問にお答えをいたします。 

あすぱるの２階コンベンションホールがございます。そこの空調機の一部が、現

在使用不能の状態でございます。それから、同じく、主にコンベンションホールで

使われております畳の取り替えの修繕、それから機械室にございますけれども、給

湯システムで発生する膨張水を吸収するための膨張タンク、それも現在使用不能と

いう形になっておりますので、それの取替修繕等の経費でございます。 

以上です。 

○議長（小野光夫君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 
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ただいま議題となっております議案第２９号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第３０号 平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（小野光夫君） 日程第８、議案第３０号「平成３０年度大崎町水道事業会計補

正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、収益的支出及び資本的支出の補正

増ですが、収益的支出の予定額を２億７８７万３,０００円に、資本的支出の予定

額を１億２,４３３万７,０００円とするものでございます。 

まず、収益的支出の主な補正内容は、人事異動に伴う手当の増であります。 

次に、資本的支出においては、道路改良工事等に伴う配水管布設替え工事の補正

増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、御説明いたします。１ページをお願いいたしま

す。 

第２条は、収益的支出の補正でございます。支出の第１款水道事業費用、第１項

営業費用を５１万１,０００円増額しまして２億７８７万３,０００円とするもので

ございます。 

２ページをお願いします。第３条は、資本的支出の補正でございます。支出の第

１款資本的支出、第１項建設改良費を６５９万円増額いたしまして１億２,４３３

万７,０００円とするものでございます。 

詳細につきましては、参考資料で御説明いたしますので１０ページをお願いいた

します。款１水道事業費用、項１営業費用、目３総係費３７万８,０００円の増

は、職員の定期異動に伴うものでございます。目５資産減耗費１３万３,０００円

の増は、道路改良工事に伴う既設配水管の除却費でございます。 

次に、１１ページをお願いいたします。資本的支出の説明になります。款１資本

的支出、項１建設改良費、目１建設改良事業費６５９万円の増は、県道改良工事に

伴う配水管の布設替え費用６５９万円でございます。 

以上で説明を終わりますが、４ページ以降にキャッシュフロー計算書等を添付し

てございますので御参照いただきたいと思います。 

よろしくお願します。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３０号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第３１号 平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

○議長（小野光夫君） 日程第９、議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ１６５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億１,１５５万４,０００円

にするものでございます。 

歳出は、維持管理費のうち、今後の住宅新築工事に伴う下水道取付管設置見込み

に係る費用でございます。 

歳入は、歳出で説明しました新築工事のうち、本年度完成し、納入見込みの受益

者負担金と前年度繰越金を財源に繰り入れ充当するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、事項別明細書の歳出から御説明いたしますの

で、７ページをお願いいたします。款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業

費、目２維持管理費１６５万円の増は、新築住宅の下水道取付管設置に係る機械借

上費の見込みによるものでございます。 

次に、歳入を御説明いたしますので、前の６ページをお願いいたします。款１分

担金及び負担金、項１負担金、目１下水道費負担金９０万円の増は、新規に接続さ

れる公共下水道の受益者負担金の見込みでございます。款５繰越金、項１繰越金、

目１繰越金７５万円の増は、９月補正歳出増に係ります財源として、前年度の繰越

金を充てて調整するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○４番（宮本昭一君） ７ページの歳出のところの、ただいま説明がありました機械借

上料１６５万円、新築住宅の関係でしたが、この新築住宅は何戸であるか。 
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○水道課長（髙田利郎君） 今回、１６５万円の増でございますが、これにかかわる予

定は１１件の予定でございます。 

以上です。 

○議長（小野光夫君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３１号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第３２号 大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

○議長（小野光夫君） 日程第１０、議案第３２号「大崎町町長等の給与の特例に関す

る条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、農林振興課において、元職員に対

する不祥事に関し、管理監督責任を負うため、私の１０月と１１月の２カ月分の給

料につきまして１０％の減額を行うものであります。また、副町長につきまして

も、管理監督責任として１０月の１カ月分の給料につきまして１０％の減額を行う

ものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（中倉幸二君） それでは、御説明申し上げます。 

本案は、町長の説明にありましたように、本年３月まで農林振興課に在籍してお

りました元職員の公金横領事案に関する管理監督者としての責任を負うため、町長

並びに副町長の給与を、本来の条例支給額から、町長については１０月及び１１月

の二月を１０％減額、また副町長については１０月の一月を１０％減額した額を支

給するために、新たに大崎町町長等の給与の特例に関する条例を制定するものでご

ざいます。 

それでは、２枚目にあります参考資料で御説明いたします。 

大崎町町長等の給与に関する右側が条例に規定されている本来の額と、左側が今

回の条例制定により支給される額の対照表でございますが、まず町長の給料月額

は、現行条例では７７万２,０００円でございますが、これを平成３０年１０月１

日から平成３０年１１月３０日までの２カ月間は、１０％カットの月額６９万４,

８００円に、次に、副町長につきましては、現行条例の６１万３,０００円を平成
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３０年１０月１日から平成３０年１０月３１日までの１カ月間は、１０％カットの

月額５５万１,７００円とするものでございます。 

次に、１枚目の議案書のほうをお願いいたします。下のほうの附則でございます

が、この条例は平成３０年１０月１日から施行するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○７番（中山美幸君） これ、町長に本当に申し上げますが、給与を減額したからとい

って管理体制がどうなるのかということなんです、問題は。問題はそこなんです

よ、町長、副町長の給与をカットしたから、今後起きないのかということですよ。

私は、それはないんじゃないかなと。それよりも、管理体制をどういうふうにして

いくのかということが一番重要であって、私は給料をカットする必要もないし、そ

れだけの仕事はやってほしいと思っています。 

ですので、この件については、この事件についても監査の時点でコピーなどを見

て監査をしたような状況がありましたよね、説明の中では。だから、そういったと

ころを改善していくのが当然であって、給与をカットしたから責任をとったという

んであれば、非常に、私はおかしいなと思ってますので、そこをどういうふうに、

町長、考えているのかお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 管理体制を十分にするべきだという御質問でございますが、も

うそのとおりだと思っております。 

この件について、現金が動いていたのでこういった不祥事が発生したということ

でありますので、全員協議会の中でも報告して御指摘を受けたところがありました

ので、この件につきましては現金の授受がないようにしていきたいということで、

農協のほうに相談をして、営農口座から引き落としをすると、そういう形で進めさ

せてほしいということで、農協の理事さん、組合長さんには、その旨御相談を申し

上げました。そういう形で進めていって、今回は獣医さんがワクチン接種の接種料

とかそういったものを徴収した上で担当のほうに持ってくるというシステムになっ

ておりましたので、やっぱりこのことが一番危ないということですので、農家の皆

さん方に御理解をいただいて、営農口座から引き落とすという形で進めるという、

そういった方向で協議をやっているところでございますので、管理体制の中でそこ

の点については十分反省しながら進めていきたいというふうに思います。 

それと、やはり各種団体の決算ですので、いろいろと各種団体の構成の中から決

められていきますので、やはりそこの方々の監査の在り方ということも問題が発生

するわけでありますから、残高証明をやはりつけて監査すべきだというふうに考え

ております。大きな事業の監査等においては残高証明を添付して監査を受けるとい
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うのが常識でありますので、我々の中でも、通常は信頼していても、監査のときに

はやはりこういった証明書をつけた上でやるべきじゃないかなと思っておりますの

で、そのことも各管理職にもそういった指導をしたところであります。 

給料の減額について、責任の証しをするという形でこういうような提案をさせて

いただいて、どこの自治体もそういうことでありますけれども、御指摘いただきま

したように、二度とこういったことが発生しないような創意工夫をしながら取り組

んでまいりますので、どうかその点はまた御理解と、それから御指導をお願いいた

します。 

○議長（小野光夫君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３２号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３２号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定に

ついて」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議がありますので、この採決は起立によって採決いたしま

す。 

議案第３２号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定について」は原案

のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（小野光夫君） 起立多数。 

したがって、議案第３２号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定につ

いて」は原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第３３号 大崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（小野光夫君） 日程第１１、議案第３３号「大崎町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、厚生労働省令である放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準の改正に伴いまして、大崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容といたしましては、放課後児童支援員の要件について、学校教育法

の規定から教育免許法の規定に変更されたことと、５年以上、放課後児童健全育成

事業に従事した者で、町長が認める者が追加されたことになります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、放課後児童支援員

の資格要件の拡大と放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準第１０条

第３項第４号の規定の明確化を図るために、大崎町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案の２

枚目をお開きください。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししてございます。今

回、改正の対象となります第１０条は、職員についての規定でございますが、第３

項第４号の規定の明確化を図るため、教員免許状の更新を受けていない場合の取り

扱いを明確にし、有効な教員免許状を取得した者を対象とするために改正するもの

でございます。また、放課後児童支援員の資格要件の拡大を図るため、新たに第１

０号を追加し、新設するものでございます。 

議案にお戻りください。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行する

ものとしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３３号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３３号「大崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可

決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３３号「大崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第３４号 大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（小野光夫君） 日程第１２、議案第３４号「大崎町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、厚生労働省令である家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改

正に伴いまして、大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正するものであります。 

改正する内容といたしましては、代替保育に係る連携施設の緩和、家庭的保育者

の居宅で保育が行われている家庭的保育事業に対する自園調理に関する規定の適用
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猶予期間の延長などが主なものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、家庭的保育事業の

設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令（平成３０年度厚生労働省令第６

５号）によるもので、平成２９年度の地方からの提案等に関する対応方針に基づき

行われるものであり、次の３点を実現するための改正となっております。 

まず、代替保育に係る連携施設の確保義務の緩和、２番目に、家庭的保育者の居

宅で保育が行われている家庭的保育事業に対する自園調理に関する規定の適用猶予

期間の延長、３番目に、家庭的保育者の居宅で保育が行われている家庭的保育事業

に対する食事の提供の特例に係る外部搬入施設の拡大でございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案の３

枚目をお開きください。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししてございます。今

回、改正の対象となります第５条は、家庭的保育事業者等の一般原則についての規

定でございますが、第６条に第２項が新設されることに伴い第５項を改正案のとお

り改め、第６条は保育所等との連携についての規定でございますが、第２項と第３

項を加え、代替保育に係る連携施設の緩和を図るものでございます。 

次のページをお願いいたします。第１６条は、食事の提供の特例について規定し

ておりますが、第２項に新たに第４号を加え、家庭的保育者の居宅で保育が行われ

ている家庭的保育事業に対する食事の提供の特例に係る外部搬入施設の拡大を図る

ものでございます。 

４ページ目、第３７条は、居宅訪問型保育事業についての規定でございますが、

第６条において「（子ども・子育て支援法）は、以下支援法という」に改めたこと

による変更で、第４５条も第６条の変更に伴うものでございます。 

附則の第２条、食事の提供の経過措置の第１項を改正案のとおり改め、第２項を

新たに加え、家庭的保育者の居宅で保育が行われている家庭的保育事業に対する自

園調理に関する規定の適用猶予期間の延長等を規定しております。 

議案の２枚目にお戻りください。附則といたしまして、この条例は公布の日から

施行するものとしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 



 

－ 28 －

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３４号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３４号「大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３４号「大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第３５号 大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定について 

○議長（小野光夫君） 日程第１３、議案第３５号「大崎町リサイクル未来創生奨学基

金条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、私の５期目の公約の１つとして掲げておりましたリサイクル奨学金制度

の創設に関する提案でございます。 

家庭から出された資源が、再び価値あるものとして活用される持続可能な資源循

環型社会づくりの取組のように、大崎町で育った人材が、故郷の活性化を担う人材

に成長するため勉学に励むことを支援し、再び大崎町に定住し活躍することを促進

するために、大崎町内の金融機関から借りたリサイクル未来創生奨学ローンの返還

をした補てん財源に充てるため、地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき、大
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崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定をお願いするものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○教委管理課長（川添俊一郎君） それでは、御説明いたします。 

本案は、町長の５期目の公約でありますリサイクル奨学金制度の創設に基づきま

して、大崎町リサイクル未来創生奨学基金を設置するにあたり必要な事項を定める

ものでございます。 

それでは、条例案について説明いたします。 

第１条は、大崎町内の金融機関から借りたリサイクル未来創生奨学ローンの返還

をした補てん財源としての基金の目的及び設置について定めております。 

第２条では、基金として積み立てる額について定めております。 

第３条では、基金に属する現金の管理について定めております。 

第４条では、基金の運用から生じる収益の運用益金の処理について定めておりま

す。 

第５条では、基金に属する現金の処分について定めております。 

第６条では、委任事項について定めております。 

最後に、附則でございますが、この条例は公布の日から施行するとしておりま

す。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○７番（中山美幸君） この条例の第２条、基金として積み立てる額は、前条目的に対

し寄附された寄附金の額及び一般会計歳入歳出予算ということで定める額としてお

りますが、町長は基金を大体どれくらいの金額を考えているのか。そうでないとで

すね一般会計からどれだけ持ち出すのかということ等も今後問題になってくるだろ

うと、私は思います。そこをどういうふうに考えているかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 基金につきましては、予定といたしましてふるさと応援基金か

ら１億円、それからリサイクル販売益金がありますので、その中から毎年３００万

円を基金として積み立てて、それを原資としていきたいと考えております。 

○議長（小野光夫君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３５号は、大崎町リサイクル未来創生奨学

基金条例審査特別委員会を設置し、これに付託して審査いたしたいと思います。こ
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れに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号は、大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例審査特別委員

会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

さらにお諮りいたします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条

第１項及び第４項の規定により、議長を除く１１名の諸君を指名いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１１名の諸君を選任することに決定いたしま

した。 

これより特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。 

委員会条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は、特

別委員会によって互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の

規定により、委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及

び場所を定めて、その互選を行わせることになっておりますので、これより特別委

員会の委員長及び副委員長の互選を議員控え室でしていただきます。 

これより暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２４分 

再開 午前１１時２９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に、１１番、神﨑文男君、副委員長に、１番、児玉孝德君が選任

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。どうも御苦労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時２９分 
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平成３０年第３回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

平成３０年９月１２日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（１１番，１番） 

日程第２ 一般質問 

(特) 日程第３ 議案第３６号 大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事

業契約の締結について 

(総) 日程第４ 陳情第 ３号 商工会に対する平成３１年度補助金増額等について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

１番 児 玉 孝 德 ７番 中 山 美 幸 

２番 稲 留 光 晴 ８番 上 原 正 一 

３番 諸 木 悦 朗 ９番 中 倉   毅 

４番 宮 本 昭 一 １１番 神 﨑 文 男 

５番 中 倉 広 文 １２番 小 野 光 夫 

６番 吉 原 信 雄  

 

３．欠席議員は次のとおりである。（１名） 

１０番 長 重 充 輝 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 川 畑 定 浩 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長  福 永 敏 郎 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 東  正 隆 農委事務局長 大 地 敏 郎 

総 務 課 長 中 倉 幸 二 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 上 橋 孝 幸 教委管理課長 川 添 俊一郎 

住民環境課長 小 野 厚 生   社会教育課長 今 吉 孝 志 

保健福祉課長 中 村 富士夫 税 務 課 長 本 髙 秀 俊 
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５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 下 村 俊 郎 

次長兼調査係長 宮 本 修 一 

次長兼議事係長 垣 内 吉 郎 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） おはようございます。これより、本日の会を開き、直ちに会議

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小野光夫君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１１番、神﨑文男君、及

び１番、児玉孝德君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（小野光夫君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順に許可いたします。まず、４番、宮本昭一君の質問を許可い

たします。 

○４番（宮本昭一君） おはようございます。私は、さきに通告しておきました大崎町

特定健診等・がん検診等についてと、ジャンボタニシによる水稲被害対策につい

て、及び学校内通学路などの安全対策についての３件について質問をいたしたいと

思います。 

はじめに、１件目の大崎町特定健診等・がん検診等についてお尋ねをいたしま

す。 

この集団健診は、町民の健康と病気に対する早期発見・早期治療に大変役立って

いることは、私も承知いたしているところであります。さらには、早期に発見し

て、病気が重症化しないよう早期の治療することにより患者の負担軽減など、少し

でも医療費を抑えることにつながっていくことになると思っております。さらに、

この事業で町民の方々が、この健診等により健康で長生きしていただくという目的

も兼ねているかと思います。 

そこで、１点目の、受診状況はどのようになっているかについてお尋ねし、１回

目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 受診状況はどのようになっているかという御質問でございま

す。 

平成２０年４月から、医療保険者に対し、４０歳以上の被保険者を対象とする内

臓脂肪症候群、いわゆるメタボリックシンドローム該当者及び予備軍を減少させる

ための特定健診、特定健康診査及び特定保健指導の実施が義務づけられたところで

あります。この特定健診は病気の予防が目的でありますが、各種がん検診等と同時
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に受診していただき、病気を早期発見し、早期治療することにより重症化を防ぐこ

とができるものと考えております。 

そこで、本町の特定健診とがん検診の受診状況についてでございますが、初め

に、特定健診の受診状況について、平成２９年度の特定健診受診率ですが、平成３

０年８月末現在で４３.５７％となっております。内訳は、集団健診が８８８名、

個別健診が５８名、医療機関・職場健診及び人間ドックからの情報提供が３７２名

であります。年齢、性別の受診状況を見ますと、６０歳未満の男性の受診率が２

５.３３％、女性が３４.０８％で、６０歳以上の男性は４４.７５％、女性が５０.

８５％となっており、若年層の受診率が低くなっております。特定健診受診率の推

移は、平成２７年度が３９.００％、平成２８年度が４３.８０％ですので、訪問に

よる受診勧奨の成果もあり、年々増加傾向にあるところでございます。 

次に、各種がん検診の受診状況についてですが、平成２９年度の受診率は、胃が

ん検診が８.２％、肺がん検診が２１.５％、大腸がん検診が１６.６％、子宮頸が

ん検診が１４.７％、乳がん検診の４０歳以上が１７.６％、３０歳以上が２１.３

％、腹部超音波が１４.１％となっております。なお、平成２７年度、平成２８年

度も、ほぼ同様の受診率となっております。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま町長から詳しく説明をいただいたところです。確か平

成２０年４月から、保険者に対して、４０歳以上だったですか、これの対象にする

ということでメタボリック関係を答弁されましたけれども、やはり、これは該当者

あるいは予備軍を減らせるというような答弁でございました。 

そしてまた、平成２７年、２８年度においては、この受診率というのは同様であ

ると、ほぼ変わらないというような感じの答弁だったと思います。これについて

は、これでこの質問については終わりたいと思います。 

それでは、次に、受診者の中でですね社会保険の方もいらっしゃいますけれど

も、社会保険の方の受診割合は、受診されている方の中で幾らぐらいなのかという

ことをお尋ねします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、数字的なものでございます

ので担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 受診者の中で社会保険の方は幾らぐらいかという御

質問でございますけれども、実際的に特定健診につきましては、これは国保の方が

対象で、４０歳から７４歳以下ということになっておりますので、がん検診のほう

におきまして、受診者の方に社会保険の方がいらっしゃるんですけれども、統計と

しては、国保の方の割合と社会保険の方の割合については、とりわけデータとして
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は持ち合わせていないところでございます。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま、データとしては持ち合わせていないという答弁で、

担当課長の答弁でございましたが。おおよそ国保の方と社会保険の方が受診されて

おるわけですよね。おおよそ何割ぐらいの方なのかというのはわかりませんか。大

体でいいです。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 正確な数字ではございませんけれども、大体社会保

険の方の割合は２割程度かなということであります。また、詳しいデータについて

は、統計的にとれば結果が出ると思いますので、後ほど、また御報告をさせていた

だければと思います。 

○４番（宮本昭一君） ただいまの答弁で、データについては、また後ほどということ

で、約２割程度はいらっしゃるというような答弁でした。 

そして、次にですね、今、健診を行われておりますが、今後さらにこの受診率を

上げるために何か、先ほども訪問による受診勧奨の成果もあるというような答弁が

あったようでございますけれども、ほかに何か受診率を上げるための方策、特別、

何かありますか。 

○町長（東 靖弘君） なかなか健診等の受診率が、我々が考えているとおりに上がっ

ていかないということが課題でありまして、これについてはいろんな自治体も同じ

状況でありますが、その中で受診率を上げるための方策は何かないかということで

ございますので、これにつきましては担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 受診率を上げるための何か方策は考えているのかと

いう御質問でございますけれども、現在の受診率向上対策につきましては、広報お

おさき並びに集落へのチラシ・回覧、それから保健推進員１２名と、今、臨時職員

で看護師を２名を雇っておりますけれども、その方々による訪問活動の受診勧奨

と、６５歳以上の方につきましては、元気度アップポイント事業による商品券の付

与を実施しているところでございます。 

今後も訪問活動につきましては、受診勧奨は非常に大切でございますので、重点

的に行ってまいりたいというふうに考えております。また、先ほどの数字でもあり

ましたけれども、若年層、４０歳、５０歳の方の受診率が非常に低いということも

ありますので、来年度以降、来年度になるか再来年度になるかちょっとわからない

んですけれども、若年層のみの検診日を設けて勧奨を図っていこうということで、

今のところ考えているところでございます。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま、広報おおさきとか、それから訪問看護師による訪問



 

 － 40 －

をして指導していくというような答弁でございました。やはり受診率が上がらない

と話にならないんじゃないかなと、私は個人的に思っておりますので、そういう方

策がまたさらにありましたら、御指導のほうをしていただくように要望いたしてお

きたいと思います。 

次にですね、２点目の、受診率による国保医療費の動向はどのようになっている

かについてお尋ねいたします。これについては先ほど申し上げましたが、毎年の受

診率により早期発見・早期治療により医療費の増減が出てくると思っております。

医療費改定の絡みもあるかもしれませんけれども、これに対するこれまでの数年間

の医療費の動向はどのような状況になっているかということについてお尋ねいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） 受診率による国保医療費の動向は、どのようになっているか。

先ほども申し上げましたが、本町の特定検診受診率は、平成２７年度が３９％、平

成２８年度が４３.８％、平成２９年度が速報で４３.５７％と増加傾向にあるとこ

ろでございます。一方、各年度の大崎町国民健康保険の医療費は、平成２７年度が

１８億９,６１７万円、平成２８年度が１５億８,５６９万円、平成２９年度が１６

億１,３３１万円となっております。 

医療費につきましては、特に平成２７年度にＣ型肝炎等の高額薬剤が開発、処方

され、全国的に医療費が急増いたしました。その高額薬剤も、平成２８年度に薬価

改定が行われて、また最近では社会保険や後期高齢者医療保険への加入者が増加

し、国保被保険者が減少したこともあり、平成２８年度及び平成２９年度の医療費

の伸びも抑えられている状況でございます。 

しかし、被保険者数が減少しているにもかかわらず、平成２９年度の１人当たり

の医療費は４１万７,０４８円で、前年度比で５.４７％の増加となりました。この

ことは、医療が高度化したこと、及び高額薬剤の開発が影響しているものと考えて

おります。 

以上のような状況を踏まえ、議員の質問にある、特定健診受診率による国保医療

費の動向についてでございますが、特定健診受診率の上昇が即時に医療費の減少に

つながるものであるとは考えておりません。特定健診を受けていただくことによ

り、被保険者の医療に関するデータを管理することが可能となって、そのデータを

もとに保健師等が訪問指導を行い、疾病の重症化を予防することが医療費の削減に

つながるものであると思っております。また、平成２８年度のデータではございま

すが、特定健診を受診した被保険者と受診していない被保険者の生活習慣病に係る

治療費ですが、特定健診受診者が１万１７３円であるのに対し、特定健診未受診者

は２万８,２９６円もかかっているというデータもあります。特定健診を受診され
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る方々は、疾病が重症化する前に医療機関へ受診することが可能で、また健康に対

する意識も高いというふうに感じております。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま町長の答弁によりますと、２７年度が１８億円でした

か、それと、これについては薬価改定とかありまして医療費が、Ｃ型肝炎の関係の

薬価改正があったということのようでしたが、それで上がったんだろうという答弁

でございました。そして、さらに２８年度は、確か１５億ということでございまし

たけれども、これは若干Ｃ型肝炎の関係からすると、その次の年が下がったのかな

というふうに解釈いたします。そして２９年度については、２８年度より１億円増

えて１６億円と、逆に上がったという答弁でございましたけれども。ただいま町長

の答弁の中では、受診率が上がったから、これがすぐ医療費の減少につながるもの

ではないというような答弁でございました。私も大体このところで質問をしたの

は、若干３年間の近年の動向はどうかということが知りたかったもんですから。こ

の受診率が上がることによって、すぐ医療費に跳ね返ってくるというのではないと

いうような答弁でございましたので、そこらあたりは、私も一応理解はいたしてお

ります。そういうことだろうというふうに思っております。 

それではですね、健診によってですね病気が、先ほどの答弁の中でも若干あった

ような気がいたしますけれども、健診により病気が発見された方で、保健師ができ

る範囲内で追跡調査といいましょうか、指導といいましょうか、これには個人情報

等の制約もあろうかと思いますけれども、また、病気の種類にもよると思います

が、そこらあたりはどのようになっておりますか。そして、受診したら、これで終

わりですか、終わりですかと聞くのも少しあれですが。先ほど答弁の中にあったよ

うな気もしますけれども、再度よろしくお願いします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対しましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 健診により病気が発見された方で、保健師ができる

範囲での追跡調査・指導というようなことの御質問だったかと思うんですが。健診

結果につきましては、それぞれ結果報告会を実施しております。その出席率は、代

理人を含めて約９０％以上の出席率ということで、非常に高い方々が出席していた

だいているんですけれども、まだ出席をされていない方については、また訪問活動

等を行っているところでございます。 

また、要精密検査の方で精密検査をされていない方というのも、こちらのほうに

データとして送ってまいります。その方々については、訪問指導員が今４名、保健

師、看護師がおりますけれども、在宅の、その方々をお願いして、受診勧奨訪問を
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実施して、再度の健診をお願いしているところでございます。ただし、それが１０

０％受診につながるかと申しますと、まだその中でも受診をされない方が数名はい

らっしゃるということで、今度の課題ということでなっているところでございま

す。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま、担当課長のほうから、保健師とそれから看護師を含

めて４名で訪問介護なり、そういうのをやっているということでした。やはり、受

診をしたら追跡調査というのは非常に大切であろうと。保健師、看護師が許される

範囲で、是非保健指導はやっていただきたいというふうに思っております。 

それからですね、社会保険の方は職場での健診ももちろんあると思いますけれど

も、本町の場合は、この健診については国保も社保の方も一緒になっておりますの

で、これに対する、町が負担する健診費用についてはどのようになっているのか。

それと、社保の方もすべて町の負担なのか、あるいは社保の方は社会保険事務所な

りからの助成金があるのかについてお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対しましても担当課長の答弁とさせていた

だきます。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 健診の個人負担分のことだと思うんですけれども、

集団健診時に、当然、先ほど申しました特定健診につきましては国保対象というこ

とで無料ということになっておりますが、がん検診につきましては、国保と社保の

方も受診をしていただいております。このところの負担金については、国保、社保

それぞれ負担金については変わっておりません。ただし、子宮頸がん、乳がん検診

につきましては、集団検診、個別検診の両方で実施しているという状況もございま

す。他のがん検診については集団検診のみということですので、国保、社保それぞ

れ町負担は同額ということでございます。 

○４番（宮本昭一君） 私がただいま質問いたしましたのは、検診の個人の負担ではな

くてですね、やはり町が国保の人も社保の人もどういう割合で出しているのかとい

うのを聞いているところでございます。ほとんど、町の負担も、社保の方も同額と

いうことでございましたので、これについてはわかりました。 

それと、社保の方については社会保険事務所とかいろんな機関から補助金的なの

は、町には何も入らないんですか。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 特にそういったものはございません。 

○４番（宮本昭一君） ということは、すべて国保も社保の方も一般財源の持ち出しと

いうことで理解していいんですね。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 済みません。今のところで、子宮頸がんそれから乳
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がん検診について、２１歳、それから４１歳の方については、クーポン券というこ

とで無料で受診していただくというのがございます。これにつきましては、国が２

分の１、個人負担分の２分の１です、それから町が２分の１ということで負担をし

ております。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいまの答弁で了解いたしました。 

それでは、次に、３点目の、検診の負担金等を志布志市と同等にできないかにつ

いてお伺いをいたしたいと思います。 

これについては、町民の方から、「志布志市は自己負担が無料だが、大崎は負担

金があるが、どうしてか」というお話を聞きまして、私は志布志市に調べに行って

きたところであります。志布志市は特定健診等・がん検診等については、料金が国

保と社保の二とおりに分けてありました。本町は国保、社保、さっきもありました

けれども、国保、社保一緒になっておりますけれども、志布志市は、国保の方につ

いては胃がん検診、大腸がん検診については３０歳以上で無料であります。本町に

おいては、胃がん検診の対象者は４０歳以上で、９００円、大腸腸がん検診対象者

は４０歳以上で、３００円。志布志市の腹部超音波検査については、対象者が３０

歳以上で１,０００円で、７０歳以上は無料となっており、本町は対象者が４０歳

以上で１,５００円となっておるようでございます。ほかにも子宮がん検診、乳が

ん検診とありますが、志布志市は、一部を除いて、国保の方はほとんどが無料であ

ります。 

隣接する志布志市と、中身的には負担金等の差があるということはいかがなもの

かなというふうに思いますが、これについてよろしくお願いします。 

○町長（東 靖弘君） 検診の負担料金等を志布志市と同等にできないかという御質問

でございます。 

特定健診につきましては、４０歳から７４歳で、国民健康保険被保険者の方が対

象となっていて、受診料は無料でございますが、各種がん検診につきましては、そ

れぞれの市町村で個人負担の受診料が異なっております。志布志市は、国保の方に

つきましては腹部超音波検査以外は無料となっているようでございます。個人負担

金につきましては、それぞれの市町村で決定しておりますが、近隣市町の個人負担

金を見てみますと、本町とほぼ同額程度の負担金となっているようでございます。

また、受診年齢につきましても、志布志市だけが胃がん、大腸がん、腹部超音波に

つきまして、３０歳以上が対象となっているようです。 

このようなことから、対象者を引き下げることと、各種がん検診の無料化につき

ましては、町の財政等も考慮しながら今後検討してまいりたいと考えております。 
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以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいま町長の答弁の中では、考え方もいろいろとあろうかと

思いますが、町民の方はなぜか比較をするとなると、志布志市が一番比較がしやす

いと。東串良はいけんじゃろかいというようなことは考えず、まず志布志市はいけ

んじゃろかいということで、そのような話が出てまいっております。そういうこと

等から、ほかのところは、東串良なんか調べておりませんでした。志布志市との比

較だけでしてまいりましたので、そのような質問になりますけれども。 

考え方としてはいろいろとありますが、町の財政も考慮しながら今後検討すると

いうことでありましたけれども、私としてはやはり、今、先ほど言いましたよう

に、志布志市は隣接している町ですから、せめて同等にすべきではないかと思いま

すが、これについて再度、町長お願いします。 

○町長（東 靖弘君） 志布志市が非常に、大崎町からすると、がん検診に対する受診

料の負担とかそれがゼロになっているということで、同額程度にということでござ

いました。そこらは、今後検討していきたいというふうに思っております。ただ、

理解していただきたいのは、先ほど担当課長が答弁しましたように、３０代、４０

代とか、あるいは４０代、５０代とか、こういった層の受診がなかなか進んでいな

いというのが現状でありますので、その分野をターゲットにして取り組んでいく、

そのことによって高齢になったときに健康が維持できるというそういったこともつ

くっていきたいと思っていますので、その分については、担当課長を含め十分検討

してまいりたいと思いますことと、無料と受診率との関係というのは、あまり大崎

町とそう大差はない状況になっておりますので、やはりそういったところも無料だ

から受診率があがったというそういったことでもあまりないようにとらえておりま

すので、たとえ無料にしたときには受診率が相当上がるような、そういう対策を事

前に講じていかなければならない。 

保健師等がたくさんおりますので、その方が一生懸命やっておりますから、やは

りそういったところを核にして、無料にしたときにどういうふうに健診を勧めてい

くのかとか効果策が見えないと、なかなか難しいということがありますから、そこ

らを十分検討してまいりたいと思います。 

以上です。 

○４番（宮本昭一君） いろいろ検討したいということの答弁でございましたので、よ

い方向で検討していただきたいと思います。 

この問題について、最後に１点だけ、担当課長にお聞きいたします。先ほど、年

齢と負担金については何か基準があるのかどうかそれについて、わかる範囲でいい

です。 
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○保健福祉課長（中村富士夫君） 対象年齢と個人負担の割合の基準というのがあるの

かということなんですけれども、対象年齢につきましては、厚生労働省ががん予防

重点健康教育及びがん検診実施のための指針というのを定めております。その中

で、市町村による科学的根拠に基づくがん検診を推進することによって対象年齢を

定めているというのがあるようでございます。ただ、それは、がん検診はほとんど

４０歳以上なんですけれども、胃がん検診については、今、５０歳以上で、それか

ら胃カメラについては２年に１回というような指針も出ているようでございますけ

れども、あとのその年齢については、それぞれの市町村で拡充ができるというよう

なことになっているようでございます。 

それから、負担金のことなんですけれども、特に国が定めた基準というのはござ

いませんけれども、本町においては市町村がする健康診査等に要する費用の徴収に

関する規則の中で一部負担金というのを定めておりますので、当然、無料化にする

ときにはその規則を改正するということになろうかと思います。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ただいまの担当課長の答弁で了解をいたしたところでございま

す。 

それでは、次の質問に入りたいと思います。 

２件目のですねジャンボタニシによる水稲被害対策についてをお尋ねいたしま

す。まず１点目の、近年ジャンボタニシが広範囲に異常発生しているが、これまで

行政指導はどのようにしてきたかについてお伺いをいたしますけれども。これにつ

いては、農家の方々から何とかならないかという相談を受けまして質問をさせてい

ただきました。この問題については、平成２２年６月議会で同僚議員が一般質問で

取り上げた経緯があります。このジャンボタニシは、正式名は、皆さんも御承知の

とおりだと思いますが、スクミリンゴ貝でありますけれども、町長も御承知のとお

り繁殖力が非常に旺盛で、被害は田植え直後の苗を食害するのでありまして、年々

増えてきておるところであります。欠株ができて収量に影響が出ておりますが、特

に５月末の飼料稲の植え付け時期で、飼料稲の苗が被害を受けている状況でありま

す。これまで被害対策として、行政としては、今までどういうようなことを周知し

てやってきたかというのをお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） ジャンボタニシの水稲被害対策について、これまで行政指導は

どのようにしてきたかとの御質問でございます。 

今から３年前の平成２７年に、ジャンボタニシの被害が多発したことがありまし

た。このときは、生育初期に例を見ない大雨が続いたことにより、通常の水管理が

できる状態ではなかったという理由から、特例措置として牛の飼料用稲、ＷＣＳの
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作付面積に応じて支払われる交付金が、ジャンボタニシによる食害部分の面積もそ

の対象として、平成２７年度は認められました。これは、あくまでもこの年だけの

特例措置でありましたことから、平成２８年度以降は、通常の天候不良による食害

は管理不足と見なされ、被害は認められないこと、そしてジャンボタニシが圃場に

発生した場合は、田植え前の耕耘や水管理、駆除剤散布を実施し、食害防止に努め

ていただくよう呼びかけを行っているところでございます。 

近年、飼料用稲への被害がよく見受けられますことから、飼料用稲作付農家に対

しまして、次のような対応を行っております。飼料用稲を作付けされる方について

は、毎年、新規需要米取組計画書を九州農政局に申請し、認定を受けることになっ

ておりまして、その提出依頼文書を、毎年５月に町から送付しておりますが、その

文書の中でジャンボタニシに対する防除対策を各自で講じていただくことと、食害

部分の面積は交付金の対象とならない旨のお知らせを行っているところでございま

す。 

○４番（宮本昭一君） ただいま町長の答弁によりますと、指導としては、田植え前の

耕耘とか、それから駆除剤の散布について、食害に努めていただくように呼びかけ

るというようなことでした。飼料用については、農政局でしたか、そこに計画書を

出すということになっているわけですね。これについては、もう農家には多分、そ

の申請は毎年でしょうから、やっておられると思いますけれども。 

この薬剤散布なんですけれども、薬剤散布はスクミンベイトというのがあるんで

すが、通称、略してスクミノンといったりもします。これについては１０アール当

たり大体１キロから４キロの間、大体１キロかな、大体そのあたりです。そして、

早期水稲については、使用期限が収穫前の６０日までというのが期限が定めてあり

ますので、早期水稲に使用する場合はなかなか考えて薬剤散布はしていかないとい

けないような気がいたしますので、一番いいのは手で取るというのが一番いいでし

ょうけれども、そういう薬剤の使い方については農林振興課のほうで、農家の方に

はこの期限が使用期限前６０日ですよというようなことも教えたほうがいいんじゃ

ないかなと、農家の方は知っていらっしゃるかもわかりませんが、そういう指導も

すべきだろうというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは、次の２点目の、似たような質問になるような気がいたしますが、今後

の具体策など、どのように考えるかをお尋ねをいたします。今後の対策として、何

が一番ベストなのか、９月１日の集落の文書発送がなされておりますけれども、農

家に対して行政としてはどのような考え方で周知をしていくのか。重複する点もあ

りますけれども、よろしくお願いします。 

○町長（東 靖弘君） 今後の具体策をどのように考えているかとの御質問でございま
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すが、ジャンボタニシの被害防止策としては、薬剤による防除と耕種的防除の二と

おりがあります。耕種的防除の対策として、水稲の収穫後から来年の植え付け時期

までの間に行う耕耘作業が生息数の抑制につながります。冬の間、ジャンボタニシ

は土の中で越冬しています。そのため、収穫後に丁寧に耕起を行い、貝を破砕する

と同時に、寒気にさらすことで殺害することができます。これについては、用排水

路の清掃等を地域全体で実施することも効果的である旨も併記した文書を、９月１

日付の文書発送便で回覧として送付したところでございます。 

薬剤による防除と耕種的防除を併用して行うことが、最も効果的な方法ではない

かと考えますが、圃場内で被害の実態を一番把握しているのは、実際に作付けして

いる人でございます。あわせて、水田はそれぞれ個人の財産でありますことから、

個別に防除していただくしか方法はないかと考えます。町としましては、被害の防

止に少しでもつながるよう、防除の重要性と、その手法を多くの農家に伝えること

で、実践していただけるよう努めてまいる所存でございます。 

以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） 今、町長の答弁では、やはり防除と耕種的防除の二とおりで併

用というような答弁でございました。 

やはり、これは、先ほども言いました早期水稲には６０日前までは、その後は使

えませんよというのは大事なことであります。早期水稲の植え付けの初段階はです

ね、なかなかジャンボタニシは多く発生は、その時点ではしておりません。だか

ら、あまり食害は、早期水稲を遅く植えられる方がいらっしゃいます、この人につ

いては特にその食害が出てきます。その後、ある程度大きくなりますと、今度はジ

ャンボタニシは下のほうの除草をしてくれる、よい利点もあります。これもありま

す。そして、卵をですね畦の際にずっと産みつけていくもんですから、あるいは水

路のところとかですね、ここら辺を、今のシラサギなんかが食べてくれればいいん

ですけど、グリーンの色で、つまむとべちゃっとなって、なんか気持ちが悪いで

す。だから鳥も、これは何かあるなということで、知っているんだろうと思いま

す。 

そういうこともありますから、やはりこれについてはですね、先ほども言いまし

た薬剤散布等についてはよく指導していただいて、そして早期水稲が大きくなりま

すと、次のＷＣＳの飼料用稲を植えてきますので、その方たちののが畦を乗り越え

て食害でやってきます。ここら辺が一番大事だろうというふうに思います。一番被

害を受けているのはＷＣＳ、飼料稲の農家の方だろうというふうに思いますので、

ここらは十分指導を徹底してやっていただきたいというふうに思います。 

それからですね、毎年２月頃、農政集落座談会がされておりますが、このときが
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田んぼの田植え前の準備期間であって、このときに詳しく説明するべきだろうとい

うふうに思っております。これについては、早期水稲の方も、やはりＷＣＳの飼料

稲の方も全員が対象で説明をされるわけですから、そこあたりをこの時点ではよく

考えて、２月時点で、今ではなくて、その時点でするのが一番効果的かなというふ

うに思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、宮本議員さんの御説明で十分理解することができま

した。座談会等の件につきましては、担当課長の答弁とさせていただきます。 

○農林振興課長（川畑定浩君） お答えします。 

議員さんが今おっしゃるとおりであると思います。農政集落座談会を各集落を回

りまして、実際に農家の皆様と膝を交えて直接お話ができる唯一の機会でございま

す。この問題は個別に取り組んでは、なかなか効果が上がらないものですから、皆

で取り組む。いわゆる一人一人が取り組んでいかないといけない問題であること

を、十分に認識をしていただいくということを、この座談会の場で、今おっしゃる

とおり、早期水稲の方もいらっしゃれば飼料用稲のＷＣＳの方もお見えになります

ので、一堂に会された中で、そこを詳しく説明を今後取組をしていきたいと思って

おります。 

以上です。 

○４番（宮本昭一君） 課長の答弁、よくわかりましたので、よろしくそのように御指

導のほどお願いいたしたいと思います。 

次に、３点目の、捕獲したジャンボタニシの買い上げをする考えはないかについ

てお伺いいたします。数十年前に、畑にアフリカマイマイというカタツムリが異常

発生した時期がありました。このとき、役場かどこだったかはっきりしませんが、

買い上げがあったことをうっすらと記憶があります。町長、ジャンボタニシの絶滅

運動として、例えば団体等で捕獲したジャンボタニシを買い上げる考えはないかに

ついてお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） 買い上げを行うことで、一時的に生息数を減らすことにはつな

がると思います。しかしながら、繁殖力旺盛な生態であることを考えたときに、そ

れにも限界があるものととらえております。やはり、各個人がそれぞれ取り組んで

いる地道な駆除に勝るものはないと考えます。 

そして、それは一部の人だけで取組をしても効果は上がりません。地域全体でみ

んなで取り組んでいくことで、その効果が上がってくるものと考えております。町

としましては、引き続き地域の皆様のジャンボタニシの被害防止対策に対する意識

を高めていただけるよう粘り強く働きかけをしてまいりたいと考えております。 

以上です。 
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○４番（宮本昭一君） これは本当に繁殖力旺盛でございます。そういうことから、町

長の答弁の中では、地域全体で取組が必要ということのようでございました。とい

うことは、この買い上げは考えていないということですね。それで理解していいん

ですか。 

○町長（東 靖弘君） 御質問のとおりでございます。 

○４番（宮本昭一君） 私も、ジャンボタニシについては先ほど言いましたアフリカマ

イマイのカタツムリのことを考え出したもんですから、それでこの手もあるのかな

ということで質問させていただきました。いずれ、これについてはですねいろんな

形で、いろんな方法もまた出てくるかも、手法も出てくるかもわかりませんので、

またそのとき、また考えていただきたいと思います。 

それでは次に、３件目の、学校内や通学路の安全対策についてお尋ねをいたしま

す。 

まず、１点目の、学校敷地内のブロック塀や遊具施設など、安全上問題はないか

についてお尋ねをいたします。先般、大阪の小学校で、プールに設置されたブロッ

ク塀が倒壊して、児童が下敷きになり死亡する事故がありました。文部科学省は、

８月１０日、国公立の幼稚園や小中高など全国５万１,０８５校を対象とした、ブ

ロック塀の緊急点検結果を発表しております。敷地内にブロックがある学校のう

ち、３分の２に当たる１万２,６４０校で安全性に問題がある塀を確認したという

ことで、このうち８０％の１万１２２校は撤去や周辺の立ち入り禁止など対応の安

全対策を取ったが、残る２,５１８校、約２０％については実施しておらず、学校

側に早急な対応を求めております。 

県内では、全体の３割を占める３４９校で安全性に問題の塀があったと報道され

ておりますが、そのようなことから、学校敷地内の建造物や遊具施設など安全であ

るか調査されたか、また、問題はないかについてお伺いいたします。 

○教育長（藤井光興君） 学校敷地内のブロック塀は遊具施設など、安全上の問題、調

査などについての御質問についてお答えいたします。 

本年６月１８日に発生いたしました大阪府北部を震源とする直下型地震によっ

て、大阪府高槻市内の小学生が、通学途中に学校敷地内のブロック塀の倒壊により

命をなくすという痛ましい事故が発生いたしました。本町でも、この事故を受けま

して、町内の小中学校内のブロック塀等の調査を早急に実施したところでございま

すが、建築物の調査には建築士の資格を持った者の調査を行う必要があったことか

ら、建設課の職員と合同で調査を行ったところでございます。 

その結果、早急に対策を講じなければならないと判断された建築物は、ほとんど

がプール内の目隠し用に設置されたブロック塀で、大崎小学校を除くすべての学校
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で設置されている状況でありました。調査の結果を受けまして、早急に対策を取ら

なければならないと判断をされたブロック塀については、７月末までに解体をし、

撤去したところでございます。 

また、遊具施設については、これまで各小中学校において、毎月実施している学

校施設の安全点検の中で遊具施設についても点検しておりましたが、専門的な資格

を持った方による点検も必要かと考えまして、平成２９年度から専門業者による点

検を実施したところでございます。点検の結果、早急な撤去が望ましいと判断され

たものにつきましては撤去をし、修繕が必要なものにつきましては本年度修繕をす

る予定でございます。 

本町の将来を担う児童・生徒の安全で安心して学べる教育環境づくりのために、

今後も学校施設における施設整備について引き続き取り組んでまいりたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

以上です。 

○４番（宮本昭一君） ただいま教育長の答弁によりますと、専門の業者で点検を実施

したという答弁でございました。そして、危険なようなのは撤去したということで

ありましたが、どのような遊具を撤去したのか。また、それとですね、９月の補正

予算で新たな遊具の設置として、ブランコの説明がありましたけれども、ほかには

計画はないかというのと、それから、ブランコで、もし万が一転落したときの安全

のために、そのブランコの下に砂場にすべきであろうかなと、すべきであろうと、

私は考えていますが、この点まで含めて答弁をお願いします。 

○教育長（藤井光興君） お答えします。 

撤去後のことについての御質問でございますが、本年度、小学校２校につきまし

ては、４連のブランコをそれぞれ設置する計画であります。また、来年度以降、各

学校の要望を受けまして、順次各学校には遊具を設置していく予定であります。 

それから、ブランコの設置についての予防でございますが、議員にありましたと

おり、安全上には十分配慮して設置する予定であります。 

以上です。 

○４番（宮本昭一君） 先ほど、危険なようなものについては撤去したということでし

たが、撤去したのはどういう遊具を撤去されたんですか。 

○教育長（藤井光興君） その件につきましては、管理課長に答弁させます。 

○教委管理課長（川添俊一郎君） 撤去をした遊具でございますが、先ほど言いました

ブランコもございます、それから木製の遊具が腐っていたというようなのもござい

ました。あとシーソーとか雲梯とか、金属製のそういった、もう基礎から駄目にな

っているというようなものは撤去したところでございます。 
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以上でございます。 

○４番（宮本昭一君） ブランコの下の砂場等については、十分に安全管理に努めて、

計画をやっていただきたいと思います。 

次に、２点目の、通学路など危険ブロック塀や危険箇所の調査はされたかについ

てお尋ねします。温暖化により大型台風が発生して、ほかのところは大きな被害が

出ておりますけれども、南海トラフ地震の報道もされておりますが、私は、台風シ

ーズンであり、今後も大雨が懸念されます。用水路等の水嵩が増し、特に児童・生

徒の通学路など危険性が高まってまいります。自転車通学や、さらには高齢者の乗

用カートも最近増えつつあります。まずは安全第一であります。ブロック塀の倒壊

の危険性や、町道・農道で付随する用水路等で、転落防止の不備や危険箇所はなか

ったものか、これについて点検は、あるいは調査はされたかについてお伺いいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） 町内の主要な通学路を対象に、町道・農道並びにこれらに面し

ている排水路等について、危険ブロック塀や危険箇所はないか、調査を実施いたし

ました。 

結果については、特段危険箇所は見受けられませんでした。なお、今後、危険箇

所の発生や危険箇所の改善要望等があった場合においては、その都度対応してまい

りたいと考えております。 

○４番（宮本昭一君） 危険箇所等がもし発見されたようなときは、その都度対応して

いくという、町長の答弁でございました。 

それではですね、ブロック塀については、先ほど１点目の質問でも言いましたけ

れども、大阪の小学校プールのブロックが倒れて、児童が亡くなったということで

ありますが、本町も４月１３日の集落文書発送で、ブロック塀の安全対策につい

て、国土交通省が示したブロック塀点検のチェックポイントとして構造図を示した

ものが配布されているところであります。これについてはいち早く対応されたこと

はよかったと思っております。これについて、町民からの問い合わせとかが来てお

るかどうかについてお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） その点の質問につきましては、担当課長の答弁とさせていただ

きます。 

○建設課長（時見和久君） ただいまの相談や問い合わせにつきましては、５件ほどご

ざいました。 

○４番（宮本昭一君） ５件ほど問い合わせがあったと。内容としては、どのような問

い合わせだったでしょうか。 

○建設課長（時見和久君） ブロック塀の鉄筋の確認方法とか、それから、相談の中に
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は、３０年以上経過しているので安全の確認をしてほしいというような内容でし

た。 

○４番（宮本昭一君） ただいま課長の答弁でよくわかりました。今後また、問い合わ

せがあったものについてはいい方向で対応、指導をしていただきたいと思います。 

この安全対策の文書は、空き家とかそれから施設等に入所されて、誰もいないと

ころは、当然届かない可能性があると思います。見ていない方もおられると思いま

す。そういう文書ですから、ほかにも見落としがあったりする方もあるかもしれま

せん。このことについては大事なことでありますので、一回限りの文書ではなくて

ですね、再度出すなりして、個人所有のブロック塀については私的財産に当たりま

すので、第三者への被害を未然に防ぐための安全点検を行政としては呼びかけて、

町内全域を調査するなりすることも必要ではないかと思いますが、ここについては

いかがですか。 

○建設課長（時見和久君） ７月に配布しましたお知らせにつきましては、住民の安全

・安心に関することでありますので、再度周知を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

また、先ほど、町内全域の調査につきましては、今のところ予定してないところ

であります。しかし、危険性のあるブロック塀等については、情報提供などにより

支障等を確認した場合は、指導官庁でもある県と連携して指導などでの対応を取っ

てまいりたいと考えております。 

○４番（宮本昭一君） このブロック塀の安全対策について出された文書もここに持っ

ておりますが、やはり危険性があるものが今後は出てくる可能性もございますの

で、やはり今、課長が言われました情報提供をしてくださいというような文言も文

書の中に、今度出されるときは詳しく入れたほうがいいのかなとそういうふうに感

じましたので、その点はまた考慮して考えていただきたいと思います。 

それからですね、教育長に再度お尋ねをいたしますが、通学路の安全点検につい

ては、ＰＴＡ等による点検もしているようなことを聞いたことがあるんですけれど

も、これについてはどのようなふうに聞いておられますか。 

○教育長（藤井光興君） 議員の御指摘のとおり、通学路の安全点検、危険箇所につい

ては、学校に毎年調査を求めております。学校では、ＰＴＡと連携して、ＰＴＡの

協力を得ながら、通学路の危険箇所については委員会に報告が上がってまいります

が、危険箇所につきましては教育委員会のほうで、道路管理者のほうに改善のお願

いをしているところであります。これからも、毎年、今のような形で通学路の安全

については安全を図ってまいりますけれども、そういう形で取り組んでまいります

のでよろしくお願いしたいと思います。 
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以上です。 

○４番（宮本昭一君） それでは、一応ですね私の質問はこれで終わりたいと思いま

す。 

通学路の安全点検については、常に子どもが十分配慮されるようによろしくお願

いをいたしたいと思います。以上で、私の質問を終わります。 

○議長（小野光夫君） 次に、２番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○２番（稲留光晴君） 皆さん、おはようございます。日本共産党の稲留でございま

す。さきに通告しております本町の非正規職員処遇改善を求める、会計年度任用職

員制度の実施について、本町の職員採用時の憲法擁護の宣誓は具体的にはどう実施

されているかの３点について質問をいたします。 

まず、第１点目の、非正規職員の労働条件の改善であります。行政改革のもと

で、職員に代わる業務の多くが非正規職員に委ねられております。住民に責任を持

つ業務なわけでございます。本町においても、非常勤職員が重要な担い手となって

いると考えます。また、経験を活かして指導的立場の方もおられると、私は感じて

おります。非正規職員の労働条件の改善で、働きやすい職場をとの思いで質問をさ

せていただくものでございます。さきの一般質問では、非正規職員の改善要求に対

しまして、２８年の４月から非正規職員の交通費は支給されるようになりました。 

そこで、本町の非正規職員の実態はどうか、正規職員を比較をして、過去５年間

の非正規職員の人数の推移をお尋ねをして、最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の非正規職員の実態は、との御質問でございます。 

まず、過去５年間の４月１日現在の職員数でございますが、平成２６年度は非正

規職員９９人、平成２７年度が非正規職員８４人、平成２８年度が非正規職員８７

人、平成２９年度が非正規職員８５人、平成３０年度が非正規職員８０人となって

おります。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） ２６年度から３０年度までを、今、非正規の方を教えていただ

きました。 

同じく、正規職員の方の人数ですね、正規職員と比較をして、非常勤がどうかと

いう推移をお尋ねをしたいんですが。正規職員をお尋ねしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対しましては、総務課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（中倉幸二君） それでは、非正規職員に対しての正規職員の数でございま

すが、２６年度が１４３人、２７年度が１４１人、２８年度が１４２人、２９年度
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が１４５人、３０年度が１４３人、すべて４月１日現在の職員数でございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 今、人数をお尋ねしましたが。非正規に関しましてはですね一

番多い時期で２６年度、９９名と、少ない、今年３０年度ですね８０名ということ

でございますが、正規職員も１４１名から１４５名と、そう大差はないようなこと

になっているようでございます。やはりですね人材育成とか、部署に対して、あと

業務遂行に支障がない、こういう場合ですねオーバーワークとならないような配置

といいますか、こういう課題があると思うんですが、そこ辺の非正規の人数を活用

といいますか、そういう配置と課題があると思うんですが、どういうふうなお考え

ですかね。 

○町長（東 靖弘君） 正規の職員は年々少なくなってきているという現状でも、最近

においてはほぼ同数ですが、以前からすると、かなり正職員は少なくなってきてい

るというのが現状であります。 

それはいろいろ、国の動きとかそういった中での状況にもなっているわけであり

ますが、それに対して非正規職員が、いわゆる臨時職員が、ただいまお示ししたと

おりでありますが、それについてはどうかというようなことでありますので、あく

までも正職員の事務の補助的役割ということがありますから、数字としては適正で

あるのではないかと思っております。 

○２番（稲留光晴君） 今、適正であるというふうにお答え願いました。 

やはり正規職員のオーバーワーク、以前、一般質問で取り上げましたが、過大な

残業をしなきゃいけないというようなことに対して、その補助的に臨時職員を補充

してやるということ、今後はないと思いますけども、そういうふうに感じておりま

す。 

それではですね、２８年４月から非正規職員に交通費は支給されるようになった

んですが、その後の改善といいますか、改善はありましたでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） その点につきましては、総務課長の答弁とさせていただきま

す。 

○総務課長（中倉幸二君） それ以降の改善という質問でございますが、本町の場合に

ついては、最低賃金が毎年改定になっております、それに基づいて、それを下回ら

ないような賃金のアップというのはしておりますけれど、通勤手当その他手当てに

ついては、特に今のところ新たに設けたものはございません。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 最低賃金の件ですね。鹿児島県の最低賃金は７３７円なんです

ね。非正規職員の賃金というのは時給で計算されると思いますが、これも、２６年
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度から３０年度の本町の賃金は幾らかをお答えいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ２６年度から３０年度までの本町の臨時職員の賃金について、

ということでありますが、２６年度、２７年度が時給７００円です。平成２８年度

が時給７３０円、平成２９年度が時給７４０円、平成３０年度が時給７４０円とな

っております。 

以上です。 

○２番（稲留光晴君） 済みません、３０年度７４０円でしたか。一応、こういう本町

の賃金です。 

正規職員なんですね、初任給、ちょっと私は把握をしておりませんけども、新入

職員といいますか、その方が月２０日出勤いたしますよね、月給といいますか手取

り額プラス年金等を引かれておりますが、その金額で時給を計算しますと、大体ど

のくらいになりますか。 

○議長（小野光夫君） 暫時休憩をとります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時１４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

○総務課長（中倉幸二君） 高校新卒の採用の場合の金額で計算に足しますと、いろん

な控除を引いた残りが、２０日勤務の７.７５、一日７.７５で計算しますので、７

４１円というような結果になっているようでございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 今、この数字はですね、私は初めてわかりましたが。非正規職

員の方は、ある程度キャリアがあられて、当然経験もあられる方が、私はほとんど

だと思います。今、初任給をおっしゃったけども、正規と、これを比較しても一緒

の金額というか時給になるんですよね。ですから、やはり非正規といっても正規職

員と同じような、補助的なといっても、やはり重要な任務をこなしているわけです

よね、私はそう思いますが。 

最低賃金７３７円に対してですね７４０円というのは、住民のために仕事をして

いく、単なる職員の補助的役割というような、私はそういう考えはない、ちゃんと

同じような任務分担をしてですね行政の仕事をされていらっしゃる、同一のような

仕事をされていらっしゃると、私は考えておりますので、こういうふうな、今、私

が言いました、住民に責任を負う行政の仕事をですね担っているというふうに私は

考えておりますが、単なる補助員ではないと、私は考えますが、町長の考えはどう
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ですか。 

○町長（東 靖弘君） 我々のとらえ方としては、あくまでも正職員に対する補助的役

割を行うというのが、臨時職員の務めであるというふうにとらえております。 

それと、時給について、ただいま高卒が７４１円と、臨時職員の方々の時給は７

４０円でありますから、ほぼ変わらないというそういった数字が出ておりますが、

最賃制については、これは鹿児島県、全国的には区分がしてありますので、東京圏

はすごく高いのが時給でありますし、また鹿児島県においては、毎年改正されてい

るような、３０年度を見れば、本町は７４０円ですけど、その以下に納まっている

というのが実情でありますので、それぞれの地域の状況に応じた最賃制が講じられ

ているというふうにとらえております。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） この最低賃金は７００円から始まりまして、今７４０円と、こ

れは当然県の、国もそうですが、鹿児島県が最低賃金７３７円ですよね。こういう

のが出ないと、やはり本町としても決められないということで理解していいんでし

ょうか。 

○町長（東 靖弘君） 全くそのとおりでございます。 

○２番（稲留光晴君） 私なんかもいろいろ仕事を頼んだりするときがありますが、や

はり長年キャリアのある方々、そういった経験のある方にはですね８００円とか、

そのぐらいの賃金が妥当ではないかというふうに考えております。町長のお考えは

単なる補助的なということで、私も納得はしますが、やはりそこ辺では踏み込ん

で、住民に責任を持つ任務ですから、やはり同一労働同一賃金ということもありま

すから、そこ辺ではちょっと考えていただければと。 

この７４０円が、住民に責任が持てる賃金、単なる臨時雇いだよと、補助的だよ

というお考えであれば、私の質問もですね、この賃金でいいのか、住民に責任が持

てる賃金だと考えられるのかというのは、町長、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） やはり基準がないと、こういったのは決めていかれませんの

で、鹿児島県においても、先般最賃制の中で一定の線が出されているということ

で、それを目安にして、どこの自治体も取り組んでいるというのが、そういうふう

に決定しているというのが実情でございますので、その点については御理解をくだ

さい。 

そしてまた、ただいまの御質問で、８００円とかそういうふうに時給を上げて仕

事をやってもらえるようにすればいいんじゃないかというような御質問でございま

すけれども、臨時職員のとらえ方としては、非常に失礼な言い方かもしれません

が、補助的な役割を担うという立場で、これはどこの自治体も一緒であります。 
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それともう１つ御理解していただきたいのは、役場にお勤めになっていらっしゃ

る方々の中におかれては、いわゆる扶養の範囲内での勤務を希望される、フルタイ

ムあるいはパートタイムとありますけれども、やはり自分の時間があまり上がりす

ぎても所得税の控除から外れてしまうというところがありますので、そういったと

ころを考えられて１５日勤務とか、あるいはほぼ１５日勤務とかそういう形を望ん

でいらっしゃる方々もいらっしゃるということは御理解をしてください。あまり賃

金を上げてしまうと、その制限に引っかかっていってしまうということも出てまい

ります。また、今般、それも改正をされましたけど、やはり上げていくと、そうい

う状況が出てくるということは、是非御理解いただきたいと思います。 

○２番（稲留光晴君） 町長がおっしゃった６３万円枠ですよね。最後にお尋ねします

が、非正規に関して、近隣自治体の賃金というのは、当然参考にされて出されてい

らっしゃいますか、いかがでしょうか。 

○総務課長（中倉幸二君） そこについては、先ほど申し上げました鹿児島県の最低賃

金、今回１０月１日をもって多分通知が来ようかと思いますが、現在７４０円を、

最低賃金が７６１円に変わりますので、それに基づいて７７０円に引き上げる予定

でございます。 

あと、近隣市町の状況についても、４市５町ではありますが、大体足並みを揃え

た形でもっていくような、毎年決定する際にはそのような取り扱いにしているとこ

ろでございます。これは、あくまで一般事務に従事する臨時職員のことであって、

それぞれ看護師とか、また、あと学校支援員とか、その能力、資格に応じた設定を

しておりますので、その金額についても、ある程度横並びの形で対応しているとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 最低賃金改正ということで、今、総務課長のほうからいただき

ました。 

それでは、２番目にですね入りたいと思います。会計年度任用職員制度の実施に

ついてでありますけれども、さきに質問した、１点目の処遇改善に向けての第一歩

ではないかと考えております。これは、２０２０年４月から施行をされるというこ

とで、準備をされているんではないかと思いますけれども。 

会計年度職員は、期末手当、退職金、各種手当てが正規職員と同様に支給できる

対象になっておりますけども、支給すると明文化されていないと、判断は自治体任

せであるようであります。また、総務省はですね、この財源についても一切はっき

りしたことを数字で出していない、こういう状況ですね。ですから、支給するかど

うか、その水準は各自治体が決める、条例等で決めるようになっているみたいです
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けども、この件に関して再来年、２０２０年度から、これはどういうふうに進めて

いっていらっしゃるのか。今、私が申し上げました内容は、当然把握をされていら

っしゃると思いますけども、いかがですか。どう進められているかをお尋ねをいた

します。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、総務課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（中倉幸二君） 本町での準備の状況でございますが、現在、２０２０年、

平成３２年度からになりますが、４月からのこの制度の実施に向けて、本町におい

ても、先ほど議員が質問された臨時職員の実態把握、人数とか、誰がどこにいると

いうのはわかっておりますけど、その従事する業務内容、それから、果たしてそれ

が臨時職員が携わるべき業務なのか、そこあたりを含めて各課のヒアリングを９月

から始めたいということの予定をしております。 

それらを含めて、議員もご存じだと思うんですが、地方公務員の場合に、定年制

延長、それから再任用制度というのがございます、そこあたりの任用の人数も含め

た形での調整というのも必要になってくるかと思います。そういったようなことを

総体的に含めて、人数の在り方も考慮しながら準備を進めているところでございま

すが、先ほど、会計年度任用職員制度については、期末手当、退職手当、これにつ

いてはそれぞれの市町村での判断で、ということでおっしゃいましたけど、会計年

度任用職員制度の場合、フルタイムは期末手当も支給しないといけません。退職手

当も、６カ月以上勤務した場合については支給することというふうに国が明示して

おります。あと、パートタイムについては、期末手当については支給することがで

きるという規定になっておりますけど、国のいろんな見解からいけば、これを支給

しないことはできないだろうということで、私どもは理解した上での準備を進めて

いるところでございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） パートタイムであっても、期末手当を、正月であれば若干出す

とかですね、餅代程度に出す、そういったことも必要ではないかと思います。やは

り正規職員とですね同様に支給できる対象というふうな中身だと、この制度はです

ね、思います。期末手当、退職金、各種手当てでいろいろありますよね。私も、前

の一般質問で質問をしたと思います、忌引き手当て等をですね、各種手当てってい

ろいろありますよね。ちょっとそこ辺、全部、私、頭にないんだけども、ちょっと

教えてください。 

○総務課長（中倉幸二君） 一般的な時間外勤務手当て、それから休日勤務手当て、そ

れから通勤手当はもう支給しておりますけど、この通勤手当、先ほど申し上げまし
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た期末手当、そして、フルタイム職員だけに限定された退職手当、そういったよう

な手当てが、職員と同様に支給することというふうな形になっておるところでござ

います。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 私は聞きたいのは、忌引き手当てということでございます。そ

こ辺も多分入るんではなかろうかという、前の総務課長の答弁でありましたけど、

そこ辺ははっきりしているんですか。 

○総務課長（中倉幸二君） 手当ての質問でございましたので、私はそういうふうに答

えましたけど、休暇のことになれば年次有給休暇、それから産前産後休業、育児時

間休暇、介護休暇、それから、今おっしゃったような親族の死亡の忌引き等が設け

られることになっております。 

ただ、これについては、有給のものもありますし、無給のものもあります。有給

のものは、年次休暇とか公民権の行使、災害等による出勤困難、それから親族の死

亡、これについては有給扱いとなっております。あと、無給の休暇として、産前産

後、保育時間、介護、負傷または疾病というようなことが、今のところは国のほう

の通知からは示されているところでございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 私が一番聞きたかったのは、今、総務課長がおっしゃったこと

でございますのでですね、是非、今おっしゃったのがすべて適用できるようにして

いただきたいと思います。 

もう１つなんですが、賃金待遇に関して、現在の水準ですね、この賃金が安くて

も、待遇が悪くてもかまわんよというようなことに判断されないような、そういう

制度の中身という問題も出てきております。また、臨時職員の再任が可能かどうか

とか、常勤職員の原則に沿っているか、あと当然、会計年度任用職員への移行に当

たって、不利益が生じることなく、必要となる財源確保に努めなさいということで

すね。あと、もう１点、民間部分における同一労働同一賃金の動向を注視しつつ、

臨時的任用及び非常勤職員に係る給与の在り方に重点を置いて対応に努めること

と。こういったいろんな問題点がですね、この実施制度について、審議会のほうで

出ておりますけども、こういったことも当然、今後検討されていくだろうと思いま

すが、最後にお尋ねをいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） いろいろ出ておりますけれども、財源の確保とかということが

ありましたが、そういったことはもう当然のことでありますので、規定に基づいて

しっかりと対応していくということと、改正法という法律がありますので、趣旨に

基づいて適正に執行してまいりたいと考えております。 
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○２番（稲留光晴君） 少しでもですね臨時職員の処遇改善で、働きやすい職場という

ことで、２番目の質問はさせていただきました。 

それでは、最後の３点目の質問でございます。本町の職員採用時の憲法擁護の宣

誓は、具体的にどう実施されているかということでございます。この中身は、当

然、憲法９９条及び地方公務員法３１条関連の中にうたわれておりますが、憲法と

いうのは意外と、皆さん習われたんだけど、中身についてはぴんとこないとか、い

ろいろありますが。法律は、国家が私たちに対して、これはしてはいけないよと、

そういった罰則とかのを与えておるものでございますけども、反対に、憲法は、我

々国民が権利を保障してくださいと、国家権力に対して歯どめをかける、立憲主義

というふうな呼び方をしています。憲法９９条は、天皇または摂政及び国務大臣、

国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し、擁護する義務を負うと、

そういうふうなことでございます。 

３１条に関しては、これを受けて地方公務員の宣誓義務を定めている地方公務員

法ということで、私はここに、主権が国民に在することを認める日本国憲法を尊重

し、かつ擁護することを高く宣誓しますということで、憲法９９条の趣旨がですね

的確に示されていると思います。 

最近ですね、よく新聞、昨日の南日本新聞に載っているんですね、改憲の執念を

隠さない安倍政権のもとで、公務員の憲法擁護義務の在り方をめぐり、様々な議論

が交わされています。２０１８年９月１１日に、南日本新聞社説でも、「総裁選と

憲法」と題して論じられておりました。安倍さんは自衛隊員の前で、憲法９条改定

をですね変えると、憲法９条を変えるような、そういうことをですね自衛隊員の前

でやっております。憲法を守るという宣誓を、自衛隊員、公務員ですからやってい

るわけですけど、憲法を守るような自衛隊員の前で平気で、一国会議員である安倍

さんもですね守らなきゃいけないのに憲法改正を宣誓をしているわけでございま

す。 

それでは本題に入りまして、本町は具体的に、どう実施をされているかお尋ねを

いたします。 

○町長（東 靖弘君） 法のことはいろいろ、もう御質問の中で説明していただきまし

たので、本町では大崎町職員の服務の宣誓に関する条例及び職員服務規程により、

新たに職員となった者は、辞令交付時に、町長、副町長、総務課長の立ち会いのも

とで宣誓書を読み上げ、宣誓書に署名押印を行っている状況でございます。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 私は、その宣誓書というのを見たことはないんですが、中身が

どうなっているか、ちょっと読んでいただいていいですか。 
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○総務課長（中倉幸二君） それでは、宣誓書を読み上げます。 

宣誓書。私はここに、主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、か

つ擁護することを固く誓います。私は、地方自治の本旨を帯するとともに、公務を

民主的かつ能力的に運営すべき責務を深く自覚し、全体の奉仕者として誠実かつ公

正に職務を執行することを固く誓います。平成何年何月何日、氏名、ということで

印鑑を押して、町長の前で宣誓をしてもらっております。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） 非常にすばらしいと、私は思います。今、私は中身、９９条と

３１条のですねそういうことで、職員の方にはそういうふうにしているというふう

に思います。 

業務のですね公共的性格が変わらない。例えば非正規であっても正規であって

も、雇うときは全くその宣誓書、雇用通知書ですか、それをやはり署名をしている

わけですよね。 

○総務課長（中倉幸二君） 現在のところ、臨時職員に対しては辞令は出しておりませ

んので、この宣誓書については取り扱いはしておりません。ただ、先ほどから稲留

議員が質問されていらっしゃる会計年度任用職員については、地公法の適用を受け

ることになって服務規程が遵守するという形に変わってまいりますので、これも必

要なのかなというふうには考えております。 

以上でございます。 

○２番（稲留光晴君） こういう文書があるんですよね、多かれ少なかれ公的性格を有

する職務に従事する者は、公務員に含まれると解するべきであるというふうなそう

いう論議があるわけですよね。ですから、臨時といっても、同じ正職の臨時といっ

ても公務に携わるわけですから、そこ辺はやはり、先ほどの正職と同じような、臨

時であろうが正職であろうが、私は従事する者は公務員ではなかろうかと思いま

す。 

あと、もう１つなんですが、指定管理者ございますよね、質問にはないと、後ろ

から声が飛んでおりますが、公務公共的業務を担う民間人の憲法擁護義務、指定管

理者が公の施設を管理を行っている場合、（「通告外」と呼ぶ者あり）そういうこ

とで、やはり公務を扱うのはですね公務員ということではないだろうかと、私は感

じます。ちょっと町長が私をにらんでいますが、一応職員採用時の擁護ということ

でお尋ねをしましたけども、やはり今申しましたように、そういうふうに解するこ

ともできますので、今後はそういうことも参考にできると私は考えますので、厳守

してもらうということで、最後の質問、これですべての質問を終わります。 

○議長（小野光夫君） 次に、１番、児玉孝德君の質問を許可いたします。 
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○１番（児玉孝德君） 皆さん、こんにちは。私は、さきに通告しました地元中小企業

個人事業者への支援について質問いたします。 

少子高齢化が進む今日、大崎町も人口減少による問題が深刻化しております。安

倍政権のもと、三本の矢の成長戦略で日本経済は１０％以上成長しているというこ

とですが、私たち地方には、この波がいまだ届いてきません。このような環境の中

で、近年の地元中小企業の経営悪化の原因は売上の減少であり、厳しい資金調達環

境が影響していると思われます。その要因の１つとして、多くの中小企業が、人材

不足のため人材の確保、育成が課題となっています。また、後継者がいないこと

も、中小企業にとってかなり重要な課題として認識されています。 

高齢化が進展すれば、多くの企業で次世代への事業承継をどのように行うかが課

題となります。円滑な事業承継が行われなければ、本町経済の衰退へとつながりま

す。業績の伸びない親の家業の跡を継ごうと考える子どもは少なく、まして娯楽施

設やショッピングセンターなどの少ない、不便な田舎には帰りたくないという悪循

環が起きています。 

そこで、本町の活性化のため、地元の中小企業、個人事業者への支援はあるの

か。あるのなら、どのような取組をされているのかを、１回目の質問といたしま

す。 

○町長（東 靖弘君） 本町においては、大崎町小規模企業振興基本条例に基づき、地

場産業の経営安定と雇用の確保を図るための支援策を行っております。 

具体的には、商工業者の制度資金借入者に対する利子補給補助事業や、事業規模

の拡大や経営改善のための地域産業育成事業、新たに町内で起業する方への新規創

業企業支援事業、人材育成事業においても必要な資格等を取得する支援策を講じて

おります。また、国・県などの公的機関が行っている融資制度や助成制度につきま

しても、本町や商工会などの関係機関のホームページや広報紙によりＰＲし、利用

促進に努めております。 

以上でございます。 

○１番（児玉孝德君） ただいま支援策を幾つか上げていただきましたが、中小企業に

とって最も深刻な課題は、受注量の減少、低価格競争であります。消費者にとって

魅力ある店舗が減少したことにより、近年の大型店を中心とする価格面、品揃え面

への競争の対応が困難となり、売上の減少へ拍車をかけています。 

これからの経営課題は、売上が減少する中で人件費や設備投資の合理化を行い、

業績の回復に向けて、どう取り組むかが課題となってくると思います。このような

取組と並行して、これからの中小企業には、自社が直面する経営環境や自社の強み

・弱みを把握した上で、多角的な視点から思い切った経営、自立した中小企業とし
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て活躍し、我が国経済が再び活性化している中で中心的な役割を果たしていくこと

ができるかが課題と考えます。 

先ほど利子補給補助事業を上げられましたが、売上が減少する状況では、設備投

資を行うにはリスクも伴います。非常にリスクの可能性も高いことも、事実であり

ます。高齢化が進む現在で、地元商店の集客力向上として、高齢化の多様なニーズ

に応え、暮らしやすい社会的基盤を創出するとともに、各商店に足を運んでもら

い、活性化を図ることだと考えます。 

そこで、経営面からの支援として、自治体が経験豊富なプランナーを高額の報酬

でスカウトし、責任と権限を付与して、商店街などの一元的なまちとして開発の推

進を目指す取組ができないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 商店街の活性化やにぎわいづくりの創出のためのプロデューサ

ーやコーディネーターの任用についてのお尋ねでございました。 

平成３０年４月１０日に、本町と慶應義塾大学ＳＦＣ研究所、鹿児島相互信用金

庫が、未来を先導する社会システム形成と人材育成に資するため、大崎町リサイク

ル未来創生プログラムの共同開発に関する連携協定を締結いたしました。相互に共

同開発する事項に、大崎町の地方創生、地域活性化、グローバル戦略、未来戦略に

関する事項も含まれております。今後、この協定に基づき様々な研究開発が行われ

ていくことになりますが、商店街の活性化をはじめ、賑わいの創出などもテーマと

して取り上げることも可能でございます。 

慶應義塾大学ＳＦＣ研究所、鹿児島相互信用金庫の知的・人的・物的資源を有効

に活用して、活力あるまちをつくっていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○１番（児玉孝德君） ただいま町長のほうから、活力あるまちづくりを進めていく、

慶應大学や鹿相信と一緒にということでありましたが、是非その点は進めていっ

て、活力あるまちづくりに取り組んでいってほしいと思います。 

では、次に、本町でも人材不足が進んでいます。また、特に土木とか建設業です

ね技術的な分野での仕事において、その悩みは深刻なものとなっております。そこ

で、人材育成の支援についてはどのようなものがあるのかお伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 人材育成の支援についてはどのようなものがあるかという御質

問でございました。 

町といたしましては、人材育成基金を活用し、地域の産業基盤の強化を図るため

の人材の育成等に関する経費として、資格を取得する際に必要となる試験及び技能

講習の受験料並びに受講料の支援を行っております。 

以上でございます。 
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○１番（児玉孝德君） ただいま、資格とか講習ですね、それの支援ということで受講

料の支援ですね、おっしゃいましたが、具体的にですねどのような金額までとか、

どのような試験とか講習、講演について支払いをするということですか、その辺を

お聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、資格の具体的要件ということでございましたので、

担当課長の答弁とさせていただきます。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） ただいま、資格等の要件とか、あと補助率、補助金の

額等についての御質問をいただいたところでございます。 

まず、補助率については、先ほど町長の答弁の中にもございました、資格取得を

する際に必要となる試験、それから技能講習の受験料並びに受講料の２分の１とい

うところでございまして、上限が３万円というところになっているところでござい

ます。 

なお、要件でございますけれども、本事業の目的が地域の産業基盤の強化を図る

というところでございますので、あくまでも個人の趣味でそういった資格を取得さ

れたりとか、技能取得するとかそういったもの以外の地域の産業に資するような自

立能力の取得だとか資格を取得する場合に対象になるというところでございます。 

以上です。 

○１番（児玉孝德君） 地域産業の強化ということなんですけど、具体的に幾つか挙げ

てもらってよろしいですか。例えば事業所で小型クレーンを取得するとか、そうい

ったときも出るということですか。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） この制度が平成２８年度から設けた新たな補助事業で

ございます。現在まで１件の申請が上がってきているところでございます。 

ただいま児玉議員のほうから具体的な事例をいただきましたけれども、今後、い

ろんな資格であったり、技能講習というのもあろうかと思います。その中で、個々

に相談があったものについて、対象になるもの、対象にならないものを随時こちら

のほうで判断をしたいというふうに思っております。 

○１番（児玉孝德君） 多くの町民の方が、その制度自体を知らないと思うんですよ。

そこは十分に周知していただいて、事業者の活性化につなげていってほしいと思い

ます。 

それでは、人材不足のへの対応として、若い働き手が減少しないように、例えば

育児支援制度を充実させて、技術者や優秀な社員の流出を防止して、ニーズにこだ

わり、成長する企業になるためのアドバイスをしていくとか、また、大崎町として

高度な技術力を備えた人材育成を強化し、地元企業への支援となるように要望いた

しておきます。いかがでしょうか。 
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○町長（東 靖弘君） ただいま例を示して、育児支援制度を拡充してとか、あるいは

高度プロフェッショナルのとか、いろいろ今言葉がありますけど、そういった専門

的な知識、資格取得できるようなということも含まれていると思っております。 

本町において、それぞれ専門的な資格取得をするための受講の場ということで

は、なかなか難しい面があります。例えば人口の多い鹿屋市を中心として、そうい

う講師の方を呼んですることとか、あるいは鹿児島市でやることとか、そうしてい

かないと人員がなかなか把握できないということもありますので、そういったもの

に対する制度の周知かそういったことも含めて、しっかりと対応させていただきた

いと思います。 

○１番（児玉孝德君） 先ほど言いましたように、若い働き手ですね、この方々が減少

しないように、ほかに流出しないように、是非取り組んでいっていくように要望い

たしておきます。 

○議長（小野光夫君） ここでお諮りします。ただいま１２時前になっておりますが、

昼食のため休憩に入りたいと思います。よろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 異議がなければ、１時から再開したいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

○１番（児玉孝德君） では、引き続きまして、後継者問題についてお伺いいたしま

す。 

皆さんもそうだと思いますが、多くの商店や地元の事業所で後継者がいない、い

わゆる跡取りがいないので事業をやめる、店を閉める、儲からないので子どもには

跡を継がせたくない、仕事がきついから子どもにはさせたくない、という話をよく

聞かれると思います。そのために、自分の代で店や事業所を廃業される方が大勢い

て、まちの衰退にもつながっています。 

先ほど、新規創業や企業支援があるということがございましたが、事業承継をす

るための、卒業し、すぐに家業に従事する方や、今まで就職して帰ってきた方など

の後継者に、何か支援ができないかをお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町において、高齢化、過疎化の進行が著しく、中小企業等の地場産業における

後継者不足、人手不足は喫緊の課題ととらえております。これまで、空き店舗対策



 

 － 66 －

や新規創業支援事業等の補助事業を実施してまいりましたが、後継者不足や人手不

足に対応するためには、これまで蓄積された技術や生産基盤を活用しつつ、新たな

設備等の導入を図ることが重要であると考えております。 

このようなことから、本年度、国が定めた生産性向上特別措置法に基づき、新た

な設備を導入した際の固定資産税の軽減など、町内企業の設備投資の促進を図るた

めの制度を構築いたしました。 

また、農林水産業や商工業等の事業を後継または新規創業を目的に、高等教育機

関などを卒業後、町内で就業した場合に奨学金を免除する産業後継者育成奨学金制

度を設けるなど、後継者不足対策に取り組んでおります。今後も、既存の助成制度

の利用促進とあわせ、商工会などの関係機関と連携し、地域経済について適確な状

況把握に努め、その時々の状況に合った制度改正も検討しながら商工業の振興発展

に努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

○１番（児玉孝德君） ただいま、高等教育機関などの奨学金の免除とおっしゃいまし

たが、今議会にも、言われています町長の公約の大崎町リサイクル未来創生奨学基

金等もあるんですが、高校生などは、まだ将来、自分が何になりたいのかしっかり

した目標がない子どももいっぱいいます。また、家業を継ぐかどうかもわからな

い、帰るつもりがない、そういう子もいっぱいいます。また、就職してですね奨学

金を借りていない、しかし、親が病気をしたりしてですね帰ってきて跡継ぎをしな

いとどうしようもない、そういったような後継者への対策として、農業従事者のよ

うにですね、せめて後継者が一人前になるまでの一定期間、支援か何かできないか

お尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、帰ってきた子どもたちに対しての、農業等と同じよ

うな後継者に対する支援措置はできないのかということでありました。 

商工事業等については、ほとんど融資制度というのがとられておりまして、本町

としてもその利子補給をしたりとか支援しているところでありますが、実際、商売

を営んでおられる中でそういった制度がないというは事実であろうと思っておりま

す。大きくは、やはり農業等の場合には産業の振興とかそういったことがうたわれ

ておりまして、産業の振興かつ地域経済の振興ということがイコールになっていく

んだろうというふうに思いますが、現制度の中ではないことは事実でありますの

で、それがどうあればいいのかということを今持ち合わせておりませんので、やは

り勉強の機会を与えていただきたいというふうに思っております。 

今回、先ほどの質問でもお答えしたところでありましたが、リサイクルの未来創

生プログラムの共同開発に関する連携協定ということを慶應大学等とも結んでおり
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ますので、また、その中でも商工業の、特に商工業等の振興というところは、十分

その中でもとらえていくべきことととらえております。そういったものを含めなが

ら、いかに地域の商業に人が来るようになるのか、そういったことも含めながら、

検討をしながら考えていきたいというふうに思います。 

○１番（児玉孝德君） やはり、本町の発展のためにはですねそういった後継者への支

援というのも重大なことになってきますので、現在のところはないということです

が、今後勉強していくということですので、是非検討されて、よりよい答えを出し

てほしいと思います。 

それでは、最後にですね大崎町の経済発展のためにはですね地元の農家や畜産家

などの地元野菜を地元商店でしたり、地元レストランなどで提供したりして、大崎

町のいいものをＰＲできるよう、地産地消の取組が重要だと考えますが、本町の現

在の取組について、まずお伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 地産地消の取組で経済の活性化を図れないかとの御質問でござ

います。 

現在、本町では地産地消を基本とした、町民の健康で豊かな食生活の普及・定着

を図ることを目的に、大崎食育推進計画を策定しております。この計画に基づき、

子供たちへの啓発活動や学校給食での地元農畜産物の利用促進、グリーンツーリズ

ムを通じたＰＲ活動など、様々な取組を進めているところでございます。 

また、町内にある様々な資源特に本町においては１次産品をビジネスチャンスに

つなげていくことが地域経済の発展には必要であると考えておりますので、地域の

資源、特性を生かした、大崎ならではの地域ブランドの研究開発と自立心に満ちた

意欲ある事業者への支援も必要であると認識しております。 

このようなことから、本年度、新たな販路を広げるためデザイン・商品力・販売

力の向上を目指した販路拡大事業を実施しており、資料作成や商談効果を高めるな

どの技術指導を行いながら、地域資源を活用した商品開発も進めております。今後

も、大崎食育推進計画に基づき取組を確実に進めるとともに、関係団体等の協力の

もと、新たな企業間連携を推進し、町内飲食店での１次産品の活用促進に努めるな

ど、地産地消の推進による地域経済の活性化を目指してまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

○１番（児玉孝德君） 学校給食などで地産地消ということで、地元の食材を提供され

ているというのはよく知っているんですけど、そのほかに地域ブランドの確立とか

ありました。大崎食育推進会議等で進めていくということですが、企業間連携とい

うこともおっしゃいました。企業間連携で、町内飲食店で活用を進められた場合に
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ですね、何か特典を与えられないかということでお伺いしたいと思います。 

例えば、地元産の食材を使ったら、午前中の答弁の中で、私の質問じゃなかった

んですけど、診察の無料クーポン券ですかね、そういう話もございましたが、その

ような特典は考えられないかということで、さらなる販路開拓のですね支援制度の

拡充を図って、またふるさと納税の地元産商品化を高める対策としてセミナーを開

催するなど、より多くの方々に大崎町産を消費してもらうというように要望します

が、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問の中で、さらなる商品開発あるいは販売開拓

とか地産地消、地元産のセミナーを開催して商品力を上げていくとか、そういった

御質問がありましたので、そこにつきましては担当課長のほうで答弁させていただ

きます。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） ただいま児玉議員のほうから、ふるさと納税を通じ、

セミナーの開催とかしたらいいんじゃないかというような御質問をいただいたとこ

ろでございます。 

本年度、ふるさと納税事業の新たなＰＲ事業ということで、ふるさと納税事業者

だけじゃなくて町内のいろんな事業者の方々にお声かけをして、本年度から、さら

に各事業者の方々が生産されている品物、そういったものの磨き上げをしたり、そ

うすることで販売力を、みずからの商品の価値を高める取組、それからそれに基づ

いて、町内町外を含めて販売力を高める取組ということで、セミナー等の開催もこ

れまで数回、既に実施しているところでございます。 

以上です。 

○１番（児玉孝德君） 町内事業者へ向けて、生産者とかに商品開発力とか販売力を高

めるセミナーをやっており、今後も取り組んでいくということでしたので、是非で

すね大崎町産というブランドを確立していただいて、町内のですね農家や畜産家、

地元野菜など、いっぱいいいのがございますので、是非商品のブランド化というの

を進めて、地元経済の発展のために尽くしていってほしいと思います。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（小野光夫君） 次に、５番、中倉広文君の質問を許可します。 

○５番（中倉広文君） 今回、本町の防災行政について質問と提案をいたします。 

まず、消防団の人員状況と加入促進策ついて伺います。 

近年、未曾有といわれる大災害が全国的に多発しており、住民の不安感は日に日

に高まりつつあります。そのような中で、災害を少しでも防ぐための組織として、

常備消防や消防団の役割は一層重要になってきているところです。特に、私たちに

身近な存在である地域消防団においては、火災発生時のみならず、風水害や地震、
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津波への対応、また行方不明者の捜索・救助、さらには地域行事等の重要な担い手

として、実に広範多岐にわたる活動を行い、地域の安全安心、安定に大きく貢献し

ているところです。 

しかしながら、社会経済の変化に伴い、団員の減少が進み、また非雇用者団員の

占める割合の増加や、少子化、人口減少社会への移行もあって、このままでは消防

団活動を十全に果たせなくなることも懸念されています。 

そのような中、平成２５年に、議員立法により消防団を中核とした地域防災力の

充実強化に関する法律、いわゆる消防団等充実強化法が制定され、消防団員の加入

促進、消防団活動の充実強化等が進められているところです。本町においても、自

営業者等の減少や職場の関係で、平日昼間に在町してない団員が増加しており、災

害時に出動できる団員が減少をしております。その出動団員の不足を補うため、平

成２２年から、役場職員で構成する特設分団を創設した経緯もありますが、ここで

まず、住民の安全・安心に直結する本町消防団の人員状況と加入促進についての対

応策を伺い、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 消防団の人員状況と加入促進対策についてというお尋ねでござ

います。 

消防団は、市町村の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は本業

を持ちながら、みずからの地域はみずからで守るという郷土愛の精神に基づいて、

消防・防災活動を行っており、地域の安全確保のため果たす役割は極めて大きいも

のであります。 

本町の消防団員の定数条例は２４０人でありますが、近年の消防団員数につきま

して申し上げますと、平成２８年４月１日現在で２３４人、平成２９年４月１日で

２３１人、平成３０年４月１日で２３２人となっている状況であります。本年４月

１日現在の分団別の団員数を申し上げますと、本部が定数３人に対しまして３人、

中央分団が４７人に対しまして４５人、大丸分団が２６人に対しまして２６人、菱

田分団が３５人に対しまして３４人、中沖分団が２７人に対しまして２７人、持留

分団が２５人に対しまして２３人、野方分団が４４人に対しまして４１人、特設分

団が３３人に対しまして３３人、と分団によっては定数を満たしていない状況であ

ります。これも、高齢化の進展や後継者不足によるものであると考えております。

こうした消防団員の不足を解消するために、平成２２年４月に、役場特設分団を配

置したところであります。 

加入促進については、各部団の勧誘、町の広報紙、及び町民体育祭での勧誘など

進めておりますが、今後は消防団幹部や各分団長等との協議を重ね、県内自治体な

どが取り組んでいる加入促進対策などを参考にしながら、また女性消防団員の活用
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も視野に入れるなど、加入促進対策などを図ってまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 若干の定数不足ということで確認をいたしました。 

以前、同僚議員の質問の中で、消防団員を雇用していることで公共事業の指名競

争入札で優遇措置をすると、点数加算をしているというような答弁がございまし

た。そのときと同時に、法人町民税の減免措置については検討をするというような

町長答弁であったと思いますが、まず、指名競争入札の優遇措置について、どうい

ったやり方をしているかということと、法人町民税の減免の検討結果についてお聞

きします。 

○総務課長（中倉幸二君） 消防団員の加入についての入札参加資格の加算について

は、今現在も点数の中にその分を設けて対応ということでしているところでござい

ます。 

住民税のほうについては、今現在のところは、その時点では検討ということだっ

たということですが、そこについての移行の検討ということは、今のところはなさ

れていない状況でございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 雇用の人数によって点数が変わりますか。そのことについてお

聞きします。 

○議長（小野光夫君） 暫時休憩をとります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時２０分 

再開 午後１時２３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

○総務課長（中倉幸二君） どうも申し訳ございませんでした。 

入札参加資格の審査要件として、地域貢献活動の部になりますが、消防団員１名

の場合が２点、２名以上の場合が５点というような取り扱いをしているところでご

ざいます。 

○５番（中倉広文君） わかりました。答弁の中で、法人町民税の減免措置については

実施してないというようなことでございましたが、今実施している公共事業の入札

には、関係のない事業者もたくさんいらっしゃるんですよね、本町には。そのよう

な事業者に対しても、地域貢献度というのが反映されるような対応をすべきじゃな

いのか。町長、どうですか。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。 
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町内の企業の中でたくさん消防団員として出していただいている企業もあるわけ

ですが、また、御質問のように企業の中で消防団員がいないということもあります

ので、優遇措置を図る観点からこういった特典措置が講じられておりますけれど

も、御質問のように、やはりそれぞれの企業にも働きかけながら、是非地域の消防

団として活動していただけるような取組は進めていきたいというふうに思います。 

○５番（中倉広文君） ひょっとしたら、私の質問の趣旨を取り違えているかもしれま

せん。町長、いいですか、公共事業の入札に参加する事業者というのは、まず一定

の建設とか土木関係とかそういったものに偏ってしまうから、もっと広く、この地

域貢献度が反映されるような施策をとってほしいということなんですよ。このこと

について、どうお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。 

ただいまの御指摘のあったことに対しましては、今までの入札制度の中でそこま

では取り組んでいないところがありますので、それができるかできないかも含め

て、関係課を交えて検討してまいります。 

○５番（中倉広文君） ちょっと食い違うので、ここでとめますが。 

いろんな事業者がいます、消防団を雇用しているところはですね、いろんな事業

者がいるので、それぞれがやっぱり自分たちがこうやって消防団を抱えているよと

いうことが反映されるように、またいろいろ協議いただいて、取組されるように要

望をいたします。 

それでは、次に行きます。これらの措置の目的というのは、住民の安全・安心に

つながる消防団員の加入促進と若年の退団防止、こういうのが目的であろうと思い

ます。消防団でいやすい環境というのをつくるのが行政の務めであろうと思います

ので、この貢献度の反映が、今申しましたように、一部の事業者に偏ることがない

ように、公平な対応をしていただきたいと思います。 

消防団員が減少する一方で、女性消防団、先ほど町長からもありましたが、女性

消防団員は年々増加をしております。平成２９年４月１日で、全国で２万４,９４

７人です。鹿児島県でも、同じく２９年で４６９人の女性消防団が活躍をしている

とのことでございます。 

女性消防団については、それぞれ地域の実情で、本部付きであったり、あるいは

分団所属だったりしているわけですが、女性の持つソフトな面を活かして、住宅用

火災警報器の普及促進とか独り暮らしの高齢者の在宅の防火訪問とか、それから防

災教育、応急手当なんかの普及指導で活躍が今後期待をされているところでござい

ますが、本町も今現在、女性消防団が２名いらっしゃるということでありますが、

この女性消防団の役割を考えた場合に、効果的に発揮してもらうためには、やはり
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一定の人数が必要じゃないかなというふうに思います。そうした中で、今回の補正

予算でも、菱田分団詰所内に女性消防団員に係る設備も計画をされておりますが、

さらに女性消防団員を今後増員するために、どのよう募集をされるのか。それか

ら、また、その場合に、現在の条例定数はそのままなのか、増加するのか、そこに

ついてちょっとお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきまして、総務課長の答弁とさせていた

だきます。 

○総務課長（中倉幸二君） ただいまの御質問についてでございますが、今回、菱田分

団の分団詰所の新設に際して、町といたしましてもやはり、今議員がおっしゃるよ

うな消防団員のなかなか、うちの場合は２４０という定数を満たさない、そこがち

ょっと不足している部分もございますので、そういったような欠員部分について、

女性消防団員を確保しながら、分団付でいくのか、それから本部付でいくのか。ま

た、従事してもらう内容を検討しながら、我々としては多くの方が女性消防団員と

いうことで手を挙げてくださるのであれば、条例定数の改正とかそこあたりは考え

ていく必要があるかなというふうには思っているところでございます。 

県内でも、３５市町村が女性消防団員が加入されているところでございまして、

うちが、この調査の時点では未加入の８町村の中に含まれておりましたので、そこ

あたりも含めて、うちもどうにかしないといけないよなということで、菱田分団の

ほうから、こういうことで入りたいという方がいらっしゃるということだったもの

ですから、是非加入をしていただきたいということで話を進めていただいたところ

でもございます。ほかの分団からもそういう要望があれば、人数があまり多くない

場合については分団付、多くなってくれば本部付という形をとりながら対応してい

きたいというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 今後検討するということでございますので、是非とも効果的な

募集の仕方というのをいろいろまた検討されるでしょうから、女性消防団員につい

て増員できるように御努力いただきたいと思います。 

それでは、次の質問にいきます。 

資機材及び設備は十分か、についてお伺いをします。現在、分団に配備されてい

る資機材や設備、また団員への対応、支給品でさらに必要なものはないかというこ

とで、これは提案になるんですが。これまでも法律の改正や、現場で活動する団員

方の要望もあって、各分団には様々な資機材を投入、また団員には救助用半長靴な

ど、現場においての安全確保のための装備を充実してきた経緯があります。そのよ

うな対応のおかげで、幾分かは現場において活動する団員の安全確保は保たれたと
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思っていますが、現在の本町における防災用の資機材、設備、主に消防団にかかわ

るものが多いと思いますが、それは充実しているかどうか、町長の所管を伺いま

す。 

○町長（東 靖弘君） 資機材及び設備は充実しているかというお尋ねでございます。 

消防団の装備の基準に基づき、活動服などの安全確保装備、チェーンソー、投光

器、発電機などの活動用資機材、デジタル簡易無線機などの情報通信機機材など、

年次的に整備を進めているところであります。また、消防水利等の設備について

は、毎年耐震性貯水槽を２基、消火栓を数基ずつ整備している状況であります。消

防水利の確保から、畑かんの水利等も有効に活用しながら、消防水利等を含めた消

防団の要望等については、大崎町消防団幹部会において、毎年要望の把握を行って

いるところでございます。 

今後も、総合的かつ計画的な資機材の整備及び防災行政への推進を図りながら、

地域住民の生命や財産を守るために取り組んでまいりたいと考えております。 

以上です。 

○５番（中倉広文君） 資機材、水利等について、今、答弁があったわけでございます

が。質問冒頭に、消防団等充実強化法に触れております。この中の消防団の安全確

保のための装備というのがうたってありますが、本町消防団では、まだ、今までに

配備はされたいものは幾つかありますけど、すべてとはいいません、その中でです

ね特に耐切創性手袋と、手袋のことかと思われるかもしれませんが、この耐切創性

手袋については、やはり必要性を強く感じているんですね。これは、読んで字のご

とくなんですけど、大変強度があって、かつ機能性に優れたもので、また炎や熱に

対しての防護性能も付加しているというような、おそらくそういう手袋だと思いま

すが。 

私も団員の一員で、現場においての実感なんですが、団員はサイレンを聞くと、

とにかく、それと同時に法被や支給いただいた編み上げ、それからヘルメットを、

自分の身を守るための装備をして来るわけですけど、急いで駆けつけるために、現

場では大体素手か、よくて軍手なんですね。そういった中で作業をしているのが実

情なんです。先ほど説明した災害用に適した手袋を、自分で準備してくる団員とい

うのはごくわずかなんですね。結果として、多少なりとも負傷をすることが出てく

る、そういう団員がいるのも事実なんです。火災現場などは特にやけどとか裂傷と

か危険因子が十分にあることから、災害現場用の手袋については必要な装備品の１

つであり、これは自治体が支給すべきではないかなと思いますが、このことについ

ていかが思われますか。 

○町長（東 靖弘君） 耐性手袋が必要だというような御質問でございました。 
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消火訓練等をするときに、やはり一番先頭に立ってやる人たちについては筒先を

持ったりとか、その中でもそういったことも考えられたり、いろんな面で軍手を使

ってやっておられる、そういったのを見たりとか、素手でやっておられたりとかそ

ういうことだろうと思いますので、やはりけがから身を防ぐということが一番大切

なことでもありますので、いろいろと状況をもうちょっと勉強しながら、必要なも

のについては、その耐性手袋ですが、必要なものについては準備していくように、

担当課とも十分協議をしていきたいと思います。 

○５番（中倉広文君） 検討ですが、消防団の装備の基準の改正ということであります

ので、また確認をいただいて、本町消防団にどういうものが必要かということをち

ゃんと協議検討なされて、今申しましたようなことに対しては措置いただくように

お願いをしておきます。 

引き続き、先ほど町長からの答弁でもありましたが、消防水利のことについてち

ょっとお聞きいたします。防火用水利は十分なのかという観点から、現在設置して

ある防火水槽、それから消火栓の設置箇所数はどのように決められているのか、そ

の根拠についてあればお聞きしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、総務課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（中倉幸二君） 消防水利のことについてでございますが、防火水槽につい

ては毎年２カ所、それから消火栓については随時３カ所、４カ所、その年度によっ

て違うところなんですが。水道課のほうの本管の取替とかそういったような機会を

見て、うちのほうとしても対応しているところですが、現在、消火栓が２３５カ

所、防火水槽が３３２カ所、水利合計が５６７カ所ございます。 

ただ、火災現場に私どもも行ったとき、状況を見たとき、消防水利が不足してい

るところ、そういったようなところも見受けられるものですから、防火水槽の設置

とか、それから消火栓の設置をする際については、水利のないところ、水利の不足

しているところ、そういったようなところを重点的に設置したいということで、い

ろいろと土地の提供者とかお願いをして回ってはいるんですが、なかなか我々が思

うように土地提供者がなかったり、設置場所の確保ができなかったり、２９年度に

おいては公共用地に設置したという経緯もございますので、なるべく、我々としま

しては消防水利の不足しているところ、近隣にないところですね、そういったよう

なところを重点的に設置というような形で進めているところでございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 消防水利の基準では、一応は規定がありますね、おそらく総務

課長はご存じだと思いますが。防火対象物から、市街地または準市街地以外の地域
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です、防火対象物から１つの消防水利に至る距離が１４０メートル以下となるよう

に設けなければならないという基準があります。おそらく、これに従って本町の水

利は設置されているだろうとは思いますが、やはり現場を見ますと、必要な箇所と

いうのはまだあって、用地に対してなかなか承諾がなかったりとかそういう部分も

ありますけれども、極力この基準に沿うように、それから、今答弁にもありました

ように、新たな住宅地の造成とかできてきている部分もありますけど、そういった

場所もやっぱり加味しながら、必要な場所をもう一度見直して、防火水利、消火栓

も含めて、水槽、消火栓を含めて設置をしていただきたいと思いますが、町長、そ

ういった取組で進んでいきますか。 

○町長（東 靖弘君） 基準等が１４０メートル以内の基準ということでございました

が、住宅があるところ、ないところ様々でありますので、そういったところについ

ては、現場を検証しながら取り組んでいくことが必要であろうと思っています。 

水利がないところで、乏しいところで火災が発生した事例等もありますので、や

はり水利については十分な配慮がとるような形を進めていかなければ、安心して住

めるという状況からも、また違ってくるだろうと思いますので、その点について

は、基準どおり行くかどうかは住宅等の事情によりますけれども、そこについて

は、また担当課とも十分検討をしながら、なるべくそういう方向で取り組んでいく

ように努力していきたいと思います。 

○５番（中倉広文君） つけ加えますと、市街地または準市街地であれば、まだ近いと

いう基準でありますので、現場をまた検討されながら、設置に向けて動いていただ

きたいと思います。 

次にですね、防火水槽の不足部分といいますか、補給バルブ等の修理についても

各分団から要望が上がってきていると思うんですね、今までも。なかなか進んでい

ないのが現状だと思います。本町の総合計画の中でも、消火活動等に支障を来すお

それがある、老朽化でですね、支障を来すおそれがあるというふうに課題として認

識されているので、いざ災害時に発揮すべき効果を発揮できないとなると、被災者

はもとより防火水槽の設置にかけたコスト、このコストの意味合いも薄らぐので、

早急にこれ、対処をされるように求めます、補給バルブについてはですね。 

さらに、水利マップの作成の進捗状況について伺いますが。現在、消防係のほう

で作業を進めていると思いますが、防火水槽や消火栓のマップ作成の状況はどうな

っているか、このことについてお聞きします。 

○総務課長（中倉幸二君） 現在、消防水利のマップについては、今、我々が住宅地図

なんかを使っていろんな取組をやっておりますけど、その住宅地図に落とし込みは

終わっております。ただ、分団ごとに、そのデータのまだ確保が終わっていないよ
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うな状況ですが、ペーパーで出すのであれば出せられるんですが、まだそこまでシ

ステム化できていないような状況でございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 大体いつぐらいに配布できそうですか。 

○総務課長（中倉幸二君） 消防幹部会でも、担当のほうからなるべく早くお渡ししま

すということで話は進めているところでございますので、それについてはなるべく

早急に対応していきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 定かではないけど、なるべく早く、このマップについてはつけ

ていただきたいと思います。非常に助かる備品だと思います。 

さらにこのことに加えてですね、現在消防組合から火災発生の場合に送られてく

る火災情報ですね、この位置情報が入ってくるんですね、メールと一緒にですね。

そのシステムがあるんですが、現在、設置されている本町の水利箇所を、それと同

時に、例えば携帯端末等で表示できるシステムにステップアップできないのか、こ

の検討をしていただけないだろうかと、これは要望ですが、どうですか。 

○総務課長（中倉幸二君） そのことについては、前、私もちょっと興味があって、消

防組合のほうに相談をしてみたんですが、消防組合のほうとしては、タンク車とか

ポンプ車、その車のほうには司令室のほうではその表示までできるようなシステム

を入れているみたいです。ただ、消防団員を含め我々のほうにも火災現場のマップ

が送ってくるんですが、そこまでのシステム化はまだ、ちょっと対応できていない

ということでした。 

そこで私も、自分たちで何か安価な方法でそういうことができないかなというふ

うにネットのほうで調べたときに、全国水利台帳とかそういったようなものを使っ

てやっているところがございましたので、それについては担当のほうに、これを使

えないかということを今話を進めているところではございます。ただ、まだその実

現には至っていないところでございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 先進事例もあるということですので、またそういった部分も勉

強していただきながら、確かに専門的な分野なので難しいかもしれませんが、これ

は関係者と協議をいただいて、できるだけ早急にそういったシステムも構築される

ように要望をしておきます。 

もう１点、消防団の装備の基準ですが、この改正に伴って消防団の装備につい

て、地方交付税の措置を大幅に増額とありましたが、現在もそのような措置がなさ

れているのかどうか、そのことだけちょっとお聞きします。 
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○総務課長（中倉幸二君） 消防の装備の充実については、地方交付税措置というよう

な形でいろいろと言われておりますが、それは実際どれだけ、うちが増やしたらど

れだけ来ているのか、そこあたりは詳細な把握は今のところできていないような状

況でございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 額についてはですが、そういう措置をされているのか、されて

いないのかということについての認識はどうですか。 

○総務課長（中倉幸二君） 消防団の設置に係る経費については、毎年交付税措置は来

ておりますので、その中で見てあるのか見てないのか、どれだけ見てあるのか、そ

こあたりについて確固たる確認というのができてないような状況でございます。 

○５番（中倉広文君） おそらく詳細にはわからないとは思いますが、今後もまた、そ

ういった部分もありますので、必要な部分については設置をしていただきたいと思

います。 

次に入ります。現場を想定し、技術指導を重ねるべきだが、ということで提案を

いたします。 

現在、大崎町消防団で実施されている訓練は、出初め式前の訓練や非常呼集など

があり、出初め式前の訓練は主に紀律訓練ですね、これを主体に、非常呼集等の訓

練では分団ごとの裁量で、分団詰所から現場へ駆けつけ、仮想火点への放水までの

流れを現在までも重ねており、２年の１回の操法大会前は、操法要員に関しては基

本的な操法要領を学ぶ場になっているところであります。 

しかし、実際、災害現場では様々な状況がありまして、被害を最小限度に抑える

には、その現場によって対応も変えなければなりません。そういったときに、高度

な技術を持った現場の実践も多い消防組合などプロの知見を学ぶ座学、あるいは実

践も含めた技術指導の機会をつくることはできないかということでありますが。現

在でも分団ごとに消防組合と連携した訓練を行えというような達しはありますが、

おそらくそういった場合に、消防組合タンク車への水利補給の訓練とか、それから

お互いの伝達要領のチェックとかそういうのに終始するんじゃないかなというふう

に思います。 

伝達要領についても、本町消防団の無線機と消防組合の無線機では、まず交信が

できません。消防組合タンク車への水利補給を行うにも、間に中継を入れて、無線

連絡や、あるいは人員によって伝達に頼っているのが実情なんですね。そういった

課題についても、こういった技術指導の機会に相互で問題点を出しながら、解決策

を見いだしていくことが必要だと思います。 

基本的には訓練は消防団長の指示のもとに消防団員は行いますが、多少なりとも
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予算を伴うと判断したことから、現場を想定し、技術指導を重ねるべきということ

で、ここで提案をさせていただきます。町長、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 多様な現場を想定し、技術指導を重ねるべきだがというお尋ね

でございます。 

消防団員においては、消火活動をはじめ、災害時には救助活動や水防活動、平常

時には地域などで防災訓練や初期消火などの講習会など多岐にわたる活動をしてい

ただいているところでございます。現在、消防団員を対象とした訓練については、

日置市の鹿児島県消防学校で開催される教育訓練をはじめ、町防災訓練、非常呼集

訓練、消防操法大会などを通して消防団員の技術向上を図っているところでござい

ます。また、大崎町消防団幹部会において、年２回の非常呼集訓練において、大隅

曽於地区消防組合及び分団同士の連携を図るなどの訓練の在り方等について、現在

御検討をいただいているところであります。 

本町としましては、技術指導なども含め、今後も県内の指導状況を参考に、多様

な現場を想定した活動の充実につなげるため、消防団をはじめ関係機関、団体と連

携を図りながら、消防団活動の充実に努めてまいりたいと考えます。 

○５番（中倉広文君） 是非ともですね、そういった訓練をやはり複数回やっぱり重ね

ていかないと、消防学校にも実際行くんですね、初任課、幹部課いろいろ、基幹課

とかありますけど、そのときは習得した気になっていますが、実際また反復をしな

いと忘れてしまうんですね。そういった部分もありますから、やはり、本町で行わ

れるといいますか、本町消防団に対しての訓練、全体訓練なんでしょうけど、そう

いったものをやはり数回やるべきだなというふうに思います。いろいろ、分団から

もそういった声があると思いますので、必要かつ効果的な施策については実施でき

るように要望をいたします。 

次の、特設分団の位置づけについて伺います。 

平成２２年に、平日昼間の消防団員の人員確保のために特設分団が設置をされま

した。特設分団は、条例によると大崎町消防団長が任命権者であり、一方、本町条

例にある自衛消防団は任命権者である大崎町長の管理下にあると認識しておりま

す。それぞれの目的を確認すると、さほど差違はなく、特設分団については費用弁

償と、その他福利厚生の部分が充実していますが、まず、本町における特設分団の

位置づけについてお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） 特設分団の位置づけについてというお尋ねでございます。 

特設分団に関しましては、消防団員の就業形態が大きく変化する中で、大崎町役

場自衛消防団では自衛消防を超える消防活動を任務することができないことから、

平成２２年第１回定例会において、大崎町消防団員等の定員、任免、給与、服務等



 

 － 79 －

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、御審議、御可決いただき、消

防活動に従事することとなり、今年で８年を経過しているところであります。 

大崎町消防団特設分団は、大崎町消防団の活動能力を補助する目的をもって設置

されたものであり、勤務時間内の活動となっております。大崎町役場自衛消防団

は、規則のとおり大崎町公共施設及びその周辺の水・火災の予防及び鎮圧を図るこ

とを目的としております。 

お尋ねの特設分団の位置づけにつきましては、条例や規則などそれぞれの目的に

沿って、今後も活動できるように連携を図りながら検討してまいりたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○５番（中倉広文君） 今答弁にありました自衛消防団の目的ですね、公共施設やその

周辺の水・火災の予防及び鎮圧を図ることを目的とありますが、こういった公共施

設やその周辺の水・火災、それらが発生した場合には、どちらの立場で出動するん

ですか。 

○町長（東 靖弘君） 規定が２つあります。そこは十分ご存じのことというふうに理

解しております。役場内の状況等については、自衛消防団としての対応をしていき

たいというふうにそんな考え方でもっております。 

また、外部の火災等については、自衛消防団として活動しているとそういう解釈

をしているところであります。 

○５番（中倉広文君） 公共施設の火災の場合には自衛消防団でいいんですか、確認で

す。 

○総務課長（中倉幸二君） 自衛消防団は、消防法第８条の２の５と消防法施行令第４

条の２の５に基づいて、それを根拠に設置しているものでございまして、消防計画

に基づく火災の場合、今回の場合については庁舎内外の火災の場合については自衛

消防団で対応するというようなことになっています。これは第一次的な対応という

ことになっておりますので、自分たちでできる分については自分たちでそこについ

ては対応するんだよという消防計画に基づく対応ということになっているところで

ございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 外もありますけど、その線引きがうまくできるのかどうか、そ

こがちょっと不安になるものですからお聞きしているところなんですが。 

本当に一刻一秒を争う災害現場なので、そうした場合に、じゃあどっちで出ると

いうのがちゃんと判断ができるのかどうか、そのことについてお伺いします。 

○総務課長（中倉幸二君） 今おっしゃられたのは、よくわかりました。公共施設とい
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うことですが、本庁舎それから庁舎別館、それから中央公民館は中央公民館のほう

で自衛消防隊ということで設置をしておりますので、そういう対応をしておりま

す。ほかの、庁舎から離れた近隣の公共施設というような、ここでの意味合いでは

ございませんので、よろしくお願いいたします。 

○５番（中倉広文君） そうした場合には、この自衛消防団規則というのを少し整理を

したほうがいいのかな、誤解を与えるんじゃないかなと思いますが、いかがです

か。 

○総務課長（中倉幸二君） ここの目的及び組織のところ、それから、私ももう一回読

み返してみましたけど、細目の第５条ですね、ここあたりの在り方がちょっと、

今、議員がおっしゃるようにちょっと特設分団の規則とごっちゃになっている部分

がございますので、ここあたりについては規則ですので、早急に整理をしたいと思

います。 

○５番（中倉広文君） 認識いただけたということで、よろしくお願いをいたします。 

次にですね、大規模災害が発生した場合に、災害対策本部の活動と、それから特

設分団もやはり災害の場合には出動しないといけないと思いますが、そういった場

合のすみ分けですね、職員ですので、おそらく災害対策本部も何らかのかかわりが

あるのかなというふうに私なんかは思うんですが、そういった場合のすみ分けとい

うのはしっかり区別してあるかどうか、そのことについてお伺いします。 

○総務課長（中倉幸二君） 大規模災害が発生した場合については、災害対策本部の設

置に基づいて、職員の招集をかけます。それで、現状の把握となった場合について

は全職員対応というようなことになりますので、仮に特設分団員であっても職員で

あるという、そちらを優先するのかなというふうには思っております。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） 優先順位は、災害対策本部のほうに従事するというのが基本と

いうことでよろしいですね。はい、わかりました。 

特設分団員は役場職員の中でどのように決定されているのか。本人の希望に基づ

いているのかどうか、また、活動の任期というのは大体どれくらいなのかというこ

とについてお伺いします。 

○総務課長（中倉幸二君） 大体４０歳以下の男性職員で、これに従事するということ

になっております。 

任期については特に定めはないんですが、ある程度、係長になるかならないか、

そこあたりで任意に線引きをしているところでございます。 

○５番（中倉広文君） ４０歳以下で、大体役職もわかりましたが。さらに、この分団

員は、各課にある程度分散するとか、通常の業務に支障のないように配慮がなされ
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ているのかどうか、そのことについてお伺いします。 

○総務課長（中倉幸二君） この構成については、特に災害対策本部、その前の警戒本

部設置となった場合のことを想定して、事業課の職員についてはある程度、全員が

これに構成員として加入するというような義務づけはしておりません。一般事務職

の場合については、ほとんどがその現場で行くというようなことがございませんの

で、特設分団員ということで加入をさせておりますが、事業課については任意での

対応というようなことをやっているところでございます。 

人数については、各課平準化とか、それについては異動等がございますので、ど

うしてもそこについてはちょっと状況として、今のところは整理していないところ

でございます。 

以上でございます。 

○５番（中倉広文君） であるとするならば、人事に関しても、そういった部分もある

程度は加味されないといけないのかなというふうに思いますので、そこは御検討い

ただきたいと思います。 

特設分団については、昼間の出動団員が少ないということで設置をされた経緯も

ありますので、現在の本町においてはとても必要かつ重要な組織であります。今後

も団員の安全対策を図りながら、現場でしっかり機能できるように配慮をしていた

だきたいと思います。 

それでは、次に入りますが。災害発生時の本町の対応について、ということでお

聞きします。 

災害が発生した場合に、あるいは発生が予測される場合に、本町は地域防災計画

に基づいて行動することになろうかと思いますが、実際に大規模災害が発生、ある

いは発生が予測される場合に、災害ごとや、またその規模でも変わってきますけれ

ども、大規模な災害、一例でも構いませんので、そういった災害が発生した場合、

本町の初動はどういうふうにとられるのかお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） 災害発生時の本町の対応について、というお尋ねでございま

す。 

今日、災害や事故が複雑多様化の傾向を強めており、豪雨や台風による風水害が

依然として後を絶たず、災害が全国各地で発生しております。豪雨災害等を含めた

災害対策に関しましては、災害対策基本法に基づき作成しております大崎町地域防

災計画に基づきまして、災害が発生し、または発生するおそれがある場合において

は、応急対策を実施するための災害警戒本部及び対策本部の設置、災害対策要員の

動員等について定めております。 

気象警報、洪水警報等の発表によりまして、町内に災害の発生が予想されるとき
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は、職員を動員し、警報の伝達や情報の収集伝達を実施しながら、災害発生の防止

に努めているところであります。また、災害の発生が予想される際には、避難所を

開設し、住民の方々へは防災行政無線や消防団員によります広報などで自主避難等

の呼びかけを行うなど、避難態勢の整備に努め、人的被害の軽減を図っているとこ

ろでございます。今後は、情報通信技術の活用を視野に入れながら、より効果的な

対応につなげることができるよう検討することも重要と考えております。 

町では、今後予想される地震、津波など様々な災害を視野に入れた防災協議会と

するため、委員の定数を変更し、海上保安庁、電気事業者と関連する組織に委員を

お願いしております。今後も、防災に関する重要事項を審議していただき、防災体

制の整備に努めてまいりたいと思います。 

○５番（中倉広文君） 実際に発生した災害に関する情報、気象庁や公共機関、またメ

ディア、インターネットを通じて収集ということになろうかと思いますが、今、町

長答弁の中で、職員をもって情報収集をするというようなことがありましたが、ど

ういった手法をとって現場の情報収集をされるのかお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） 災害が発生したときに災害対策本部を設置して対応するために

は、職員が初動の出動をしていくということが当然であります。災害によっては来

れない場合も、みずから災害に遭って来れない場合ということがありますけど、あ

る程度、職員が集まってきたときには、やはりその災害状況の把握をまずやってい

くことが必要でありますし、そしてまた情報を発信していくという体制も構築して

いかなければならないというふうに思って、そういうふうな体制を講じていくべき

だというふうにとらえております。 

やはり、現在の災害においても職員が被害調査等をやっておりますが、大規模災

害においても、まずそういった職員が状況把握をしていくこと、あるいはまた外部

の皆さん方からの情報収集をやることということは必要だと思っております。 

○５番（中倉広文君） 規模の小さい災害であれば、おそらく職員対応でなろうかな、

現場に行って確認をするというようなことになろうかなと思うんですが、大規模災

害のときに、職員の数も限られているわけですね、そういった悠長なことは言って

られないということで、今回いろいろ提案をさせていただきますが。 

先ほど町長の答弁の中にも、情報通信の活用とかありました。今回、災害情報の

収集伝達の手法ということで、大規模災害が発生すると、通信インフラというのは

通信規制とか電話回線がつながりにくくなったりとかそういったことは承知のこと

と思います。これは、固定電話に限らず携帯、それからスマートフォン、すべての

通話が困難になるというようなことでございますが、一方でネット回線について

は、電話と比較すると災害発生時にも利用できるということが多くて、災害時には
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情報発信・収集の迅速さ、量の多さ、つながりやすさということでメリットを発揮

しているようでございます。それらのメリットを活かすことで、安否確認、被害状

況、避難状況、避難所の状況、二次災害の危険、支援物資を得られる場所とかリア

ルタイムで発信したり、あるいは収集できるため、より安全に避難したり、避難生

活がおくれるということにつながってくるだろうと思います。 

実際、東日本大震災とか熊本大地震では電話回線がつながらなくなった状況のも

とに、多くの人がインターネットを通じて家族との連絡、安否確認とか災害情報の

収集伝達というのを行ったというふうに言われております。平成２９年３月にです

ね、内閣官房ＩＴ総合戦略室から災害対応におけるＳＮＳ活用ガイドブックという

のが出されました、御承知だと思いますが、ＳＮＳソーシャルネットワーキングサ

ービスですね、その中では、一般市民がソーシャルネットワーキングサービスを活

用し、時々刻々と変化する情報を数多く発信しているため、ＳＮＳによって発信さ

れる情報を上手に収集分析し活用することにより、市民に対する避難指示や被災者

への支援等に関し、より効果的な対応につなげることができるとあります。あわせ

て、行政側からの情報発信として情報の拡散ができることから、こういった情報発

信手段を活用することが有効というふうに掲載をしてあります。 

同じくですね、全国の市区町村の状態も列記してありました。現在１,０２９団

体がＳＮＳアカウントを保有して情報発信をしておりますが、そのうちの全体の５

０％強ですね、５３％ですか、９３４団体が災害対応として活用しているというこ

とです。しかし、この９３４団体のうちの９２７は、今でも情報発信だけというこ

とになっているようでございます。一方、残りの７団体については、情報収集も行

っているということで、そのほか１０６団体については、この情報収集への活用を

検討、または今後検討をする予定であるということで、これに記載がしてありまし

た。 

内閣官房ＩＴ総合戦略室でこのような検討がというか、そのような動きになって

いるようでございますが、本町においてもソーシャルネットワーキングサービス、

ＳＮＳを、今以上に災害対応に活用すべきではないか、町長の所感をお聞きしま

す。 

○町長（東 靖弘君） 災害が、今回北海道の災害もありましたし、大阪での北部地震

もありましたが、そこの中で新聞とか、あるいは関連する資料等を見たときに、や

はりＳＮＳが大活躍をしているという状況であります。その中で、やはりＳＮＳを

通じて現在の被害状況はどうだとか、あるいは被災している人たちに対しての発信

をしたり、避難所に入る人たちに発信したりとか、いろんな形でＳＮＳとか非常に

重宝されているという状況であります。 
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現在大崎町から出されている、大崎町で災害があったときに、まず、先ほどの中

に追加でしますと、やはり防災行政無線で町民の皆さん方には周知するということ

がありますが、現場での被害状況とかそういったものを災害対策本部で収集する能

力というものには、やはり情報網を整備していくということは必要かというふうに

思っておりますので、そのところは勉強しながら整備していくようにしていきたい

と思っております。 

○５番（中倉広文君） ぴんとこない部分もあるかもしれませんが、今、流れとしては

そういった流れになっているんですね。是非とも検討いただいて、できれば早急に

やってほしいと思うんですが。もちろん、このＳＮＳ活用、デメリットもあって、

その最たるものがやはり悪質なデマとか、誤った情報の発信とか収集とか拡散と

か、これが、エリアが広域的になればなるほどそういった頻度も多くなって、非常

に難しい問題になってきているのも実態でありますが。こういった信頼できる情報

を発信していただくためには、例えば、前もって災害情報の報告者として能動的に

自分から、じゃあ私はそれに登録しますということで登録をいただいたりとか、自

治会とか消防団の責任者の方であったりとか、そういった方を最初で登録してい

て、１つの線引きじゃないですけど、情報を収集するための手法としてとっていっ

たらなというふうに思います。 

これから、是非とも前向きに検討していただくということを前提にお話をします

が、詳しく協議されると思いますので、実際、本町では情報発信に、今フェイスブ

ックというのを使っているんですね。いろいろ私も見せてもらって、本町で行われ

るいろんなイベントとかもそれで確認をしたりするんですが、そのフェイスブック

でも構いませんし、ほかにもたくさんのアプリの活用例があるので、本町住民の利

用状況とかも考慮されながら、また、さらに住民に対してもそういった利用も促し

ていきながら、災害対応として活用していただきたいと思います。 

もちろん複数のアプリを並行して使うのが一番いいんですけれども、可能な限り

多くの市民に伝達するためには、なるべく多くの通信広報媒体を活用することが効

果的なので、先ほど町長からありましたが、防災行政無線あわせて、それからホー

ムページ、防災メール、そういったのも実際今つかっていますので、そういったも

のも連動しながら、手間をかけずに媒体を増やすことでやっていくというのが一番

の理想ですので。 

詳しい職員もおそらくいると思います。特に若手は、私なんかの理解力を超え

た、本当に詳しい職員がたくさんいますので、そういった方々も中に入れながら、

早急に確認をしていただいて、実施に向けて進めていただきたいと思います。 

先ほど申しましたが、これからも本町の防災・減災施策につなげるような取組、
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いろいろ申しましたけれども、是非とも早急に対応いただいて、いい形で防災行政

に努めていかれるように要望して、私の質問を終わります。以上です。 

○議長（小野光夫君） 次に、８番、上原正一君の質問を許可します。 

○８番（上原正一君） 今回は、さきに通告しました危険廃屋解体撤去事業の復活の考

えはないか、２番目に、町道・農道の未登記地解消について、３番目に、窓口案内

所はつくれないか、最後に、毎回行っております公営霊園の設置について、を質問

いたします。 

まず、平成２３年度から２５年度まで３年間行われました危険廃屋解体撤去事業

の実績はどうだったのかをお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

御質問の危険家屋解体撤去事業につきましては、平成２３年度から平成２５年度

までの３年間の期間限定で実施いたしました。この間の補助事業実績としまして

は、補助件数が累計で６９件、補助金額の累計が１,７３５万２,０００円となって

おります。 

以上です。 

○８番（上原正一君） ６９件の事案が解決されたといいますか、事業が行われたとい

うことでございますが。申し込みは相当あったと思いますが、そのうちで要綱に触

れなくて却下された申し込みの方というのはどれくらいあったんですか。 

○町長（東 靖弘君） その点の質問につきましては、担当課長の答弁とさせていただ

きます。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） ３年間で不承認となった件数につきましては、合計で

１４件でございます。 

○８番（上原正一君） その主な理由は何だったんですか。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） 当時の危険家屋の解体撤去事業の補助要綱によれば、

補助対象となる物件が主要構造物、例えば屋根だったりとか柱が朽ちて危険である

状態でないといけないというところでございましたので、不承認となった件数につ

いては、それほど危険ではないと判断されたものと思います。 

○８番（上原正一君） 危険でないというのは却下されたというようなことで理解をい

たしますが、危険家屋解体撤去補助金交付要綱の中で９条に、違反したものは補助

金を返還させることができるとあるわけですが、６９件の事業を行って３年ほどた

ってきたわけですが、補助金交付の取り消しといいますか返還を求められた事案が

ありましたか。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） 私の記憶では、ないというふうに記憶しております。 

○８番（上原正一君） そうすると、適正に６９件危険家屋であったというふうに理解
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をいたすわけですが。聞いたところによると、事業が終わってからもですね住民の

方々に「解体事業はないの、壊さんないかんたいばっ、危ないんだけども」という

ような意見を聞くんですが、そういうことでですね、もう２番目に入りますが、危

険廃屋解体撤去事業の復活の考えはないかということでお尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） 御承知のとおり、平成２６年に空き家等対策の推進に関する特

別措置法が公布されたことに伴い、全国の自治体が空き家問題に関し様々な取組を

進めておりますが、鹿児島県においては県が中心となって、県及び県内全市町村、

関係機関により構成された鹿児島空き家等対策連絡協議会を平成２８年度に設立さ

れ、県内が統一した考え方で空き家対策に対処できるよう実務者のための手引き書

が策定されました。 

このことに伴い、本町においても、平成２９年度中に町内関係部署による協議を

重ね、今年３月に本町としての対策を示した大崎町空き家等対策計画を策定したと

ころでございます。この計画につきましては、これまでの相談事例等も踏まえ、法

に基づく手続や処分のほか、空き家等対策の基本的施策を策定しておりますが、基

本的施策については、その具体例として現在運用しております空き家等バンク制

度、空き家リフォーム補助制度といった活用施策について記載しており、これらの

活用施策は年々利用者が増加するなど、町民のニーズに対応しているととらえてい

ることから、今後も引き続き実施していくこととしております。 

しかしながら、計画においては、効果検証を踏まえた必要な制度の整備や改正に

ついても記載しており、議員が御質問されました解体補助についても、今後、制度

の必要性や目的、補助対象基準等といった制度設計を含めて検討させていただきた

いと考えております。 

○８番（上原正一君） 確か、なくなったと、この事業が打ち切られたときには、事業

としては空き家の古い家の危ない部分を撤去するというような考え方、それから、

その後は空き家ではあるんだけれども、まだ使えるんじゃないの、なんとかならな

いのという、空き家でもまだ価値のある家のほうを今度はリフォームをして貸し付

けていく、それから新しい住民を呼び込むというような考え方に、一番最初にした

危ない建物、今、価値のある空き家というのをやっておられると思ったんですが。

まだまだ危ないという廃屋というのが残っているような気がするんですね。先ほど

も屋上のほうに上ってみたんですけれども、密集地のまちの中にもやっぱりそうい

う、危なくないのかなというようなのも見受けられているんですが。その辺をどう

お考えですか。 

○町長（東 靖弘君） ただいま議員さんが述べられましたように、市街地区域におい

ても相当心配だなというような老朽家屋が発生していることは事実でありますの
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で、そういう状況等については既に確認をしているという状況でございます。 

○８番（上原正一君） ３年間事業をされて、今後もまた新しく何か取り組んでいかれ

るような答弁でございましたけれども、今後もし取り組んでいく場合の予算といい

ますか、件数といいますか、どれくらいのあれを考えていらっしゃいますか。 

○町長（東 靖弘君） 必要性は感じておりますけれども、まだどれぐらいの予算でと

いうところまでは検討はしていないところでありますが、予算の範囲内でというこ

とになろうかと思いますけれども。市街地等において、非常に、管理人がわからな

かったりとか、多分そういった状況がある家屋等がありますので、それらについて

法律もありますので、そういった、また計画もつくっておりますので、何らかの指

示とかということはやっていく必要があると思っております。 

前回、３年間という限定でいたしましたけれども、そのときに非常に皆さん方に

喜ばれた制度であったのかなというふうに思いますが、やはり３年間の限定で、一

旦やめていきまして、それからまた現在こういった家屋が、非常に空き家が多いと

いうことでありますので、何らかの対応は考えていくと思っておりますが、ただ、

どういうふうに再生利用していくかというところが、空き家等について単に解体で

終わりということじゃなくして、解体したら、それを再度宅地化にしていくことと

か、そういった利用をしていくというところにどういうふうに指導を結びつけてい

くかということが我々の協議しなければならないところだと思っておりますので、

そんなところも十分検討をした上で進めていきたいと思います。 

○８番（上原正一君） 確かに補助を出して、それから解体をして撤去をした。やっぱ

りその跡地もきれいに使っていかなくちゃいけないと、大事に使っていかないとい

けないよなという気がいたします。それで、そのことについて６９件の事案が終わ

ったわけですが、それの跡地が荒れているということは確認がとれますか、荒れて

ないとかいうようなのが。なければ、ないでいいです。 

○町長（東 靖弘君） 確認はしておりません。それで、先ほど申し上げましたけれど

も、解体して補助金を出して、それが何らかの形で利用されてなかったということ

は大きな反省点でありますので、現状を確認をしていなかったわけでありますけれ

ども、次に制度をつくるとすれば、そういう条件もつけていくという形になろうか

なと思います。 

○８番（上原正一君） 前向きに、大変喜ばれた事業であったと、私のほうも考えてお

りますが。そういうことを町長も理解をしていらっしゃいますので、是非これから

事業をもし取り入れた場合に、跡地もどういう追跡調査をされてですね、やっぱり

有効に利用されたというような事業にしていっていただきたいと思います。 

続きまして、２件目の、町道・農道の未登記地解消についてを質問いたします。 
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これを質問するに当たってはですね、私のほうも大変考えさせられたわけですけ

れども、今の執行部の責任じゃないということは最初に申し上げておきたいと思い

ます。 

当時、４０年から５０年前の、特に基盤整備、構造改善事業だったと思います

が、大崎でも構造改善をするときにむしろ旗が立って、ブルドーザーの周りに仕事

の邪魔をしたという歴史がある構造改善でございます。しかし、その構造改善をし

たその後の、今度は農道つくりとかいうときには、今みたいに予算がない、予算が

ないじゃなくて、その逆で年度末になって、今年は８００万円残っているから、そ

れから３月いっぱいで道路を１本つくりなさいとか、つくらんないかん、返納をし

てしまうと来年の予算が少なくなるというようなことで急々に道路１本をつくった

り側溝をつくったりとか無理に何か事業をした時代があったと記憶しておるんです

が。それを踏まえて、しかし、今、そのときの負の遺産が未登記地をそのまま残し

てしまっているということでありますので、皆さんを責めるわけじゃないんですけ

れども、こういうことがあったということを、町長、どう考えておられますか。 

○町長（東 靖弘君） 御質問のとおりであります。かなり以前から、農道とか水路を

通すといったときに、現在の納税管理者に登記前支払いをやるという形で、それを

恒常化して進めてきておりますので、用地の補償費は支払ったけれども、受け取っ

た方はその後相続登記を開始していないというそういった状況がたくさんあるわけ

でありまして、また我々もそこを確認してなかったということも落ち度であります

けど、やはりその当時はそういうやり方でどんどんどんどん進めていたということ

があります。 

したがって、大崎町のみならず全国的に公共用の施設の道路等の中で、未登記物

件がたくさん発生しているというのは認識しております。 

○８番（上原正一君） 確かに今、町長がおっしゃるように、町道の拡張工事をすると

きも用地買収はなくて、もう提供だったというふうに記憶をしております。 

しかし、そのときにあまりに無理に整備を進めたのかなという記憶にあるんです

が。現在、町道それから農道、この未登記地の件数がどれくらいかをお尋ねしたい

と思いますが、わかりますか。 

○町長（東 靖弘君） 件数は調べましたので、それぞれ担当課長から説明させていた

だきます。 

○建設課長（時見和久君） 町道の未登記につきましては、約４００件程度ございま

す。 

○耕地課長（福永敏郎君） 耕地課分でございますが、県営事業分が１,６３９件、そ

して町の事業分が７０１件、あわせまして２,３４０件でございます。 
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○８番（上原正一君） 通告をして、課長さんたちが、これは本当出したくない数字だ

というふうに再三言われましたけれども、この数字を聞いて、だろうなという思い

もあります。だけど、これはどこかでか誰かがしないと変わらない物事であって、

それから２番目に上げています農道整備にも支障が来していると考えているんです

が、この点については、町長、いかがお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 工事による未登記は、過去の用地買収において相続人全員の承

諾書等が揃わないことなどが主な要因でございます。近年、未登記が発生している

一部の路線に、農道の再整備計画があった経緯がございます。結果といたしまし

て、移転登記を行うことが困難であると判断し、整備を見送っております。このよ

うな事例も含め、特別な案件については道路整備に支障を来すことのないように未

登記解消に最大限努力してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○８番（上原正一君） そういうことでですね、自分もつい、この前できた道路の、農

道ですが、２区画つくって、３区画まで整備をしてほしいと思っておったんです

が、最初の説明会の中で県のほうが、ここの最後の１区は名義が直っていませんの

で、これはまた後で取り組みましょう、とりあえず２区画をやりましょう、でも、

頭から議論の中にといいますか、もう入らせてもらえなかったという、また反対を

すると延ばされてしまうというような事業が、畑かん事業があと２年半ですか、農

道整備が。過去に１０年ぐらい前にもですねこういう例があったんです、道路を３

メーターでつくりましょうという説明会があったときに、いや、これからは機械が

大きくなるから４メーターでつくってもらえませんか、そしたら嫌とはいわなかっ

たんですね、じゃあ持ち帰って検討します、持ち帰って検討されて、次に説明会が

あったときに１０年かかりました。今から、また何かをくりようといいますか、あ

まり言うと、もう１０年延ばされると事業自体がなくなる。畑かん事業もあと２年

半ぐらいの予定ですが、多分計画としてはもうちょっと延びてくれないかなと期待

感で見ているんですけれども。 

そういうようなことで、悪く言えば苦情、自分側からすると要望だったんですけ

れども、なかなかそういう要望も意見として出しにくいところもあるなというふう

に思って、１００メーターでも２００メーターでも整備をしてくれるんだったらし

てもらおうと、今しないと遅れてしまうというような気持ちがあって、現在の事業

に取り組んでいるところでございますが。先ほどの未登記の問題で住民からの、こ

れによっての苦情というのは、何か経験がありますか。 

○町長（東 靖弘君） このことに対しての苦情は、私自身は聞いておりません。 

○耕地課長（福永敏郎君） お答えいたします。 
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未登記地に接する用地については、未登記地は行政財産という考え方でよろしい

んですけれども、個人の用地については個人の所有であることから個人が何かやり

たいと、どうしてもここを分筆したいというときにどうしても必要になってまいり

ます。そういうときに住民から、ここをどうしても解消したいんだが、という相談

がございます。そういうときには優先的に対応しているということで、現在のとこ

ろ進めております。 

○建設課長（時見和久君） 今までの中で町道での未登記の部分については、苦情とか

そういうものは来ておりません。 

○８番（上原正一君） 自分が思うには、面積的に道路の幅の部分で、そんなに広範囲

の分じゃないから、多分あまり気づいていらっしゃらない方も多いんじゃないかな

というふうにも思っているんですけど。ここ二、三年で未登記地の土地を解消を今

やっておりますという、前の会話の中ではおっしゃっていたんですが、その件数が

どれくらい、今進んでいますか。ここ３年間ぐらいの分でいいと思うんですが。 

○建設課長（時見和久君） 建設課の分におきましては、３年間で１１件処理をいたし

ております。 

○耕地課長（福永敏郎君） 耕地課分におきましては、３年間で２３件でございます。 

以上でございます。 

○８番（上原正一君） 全体件数からすると、そう大した件数ではないんですけれど

も、だけどやはりこうして少しずつでも変えていかないと、相続人は減ってはいか

ない、どんどん増えていきますので、できるところも、簡単なところもあると思い

ますので、直接事業の計画に乗っている、もしくは乗りそうな場所は、優先的にで

すね。件数ももうちょっとスピード感をもって、大変だとは思います、１筆直すの

に２０万円とか３０万円とかかかるような金額だそうですので、大変とは思います

けれども、だけど、かといって先ほど申し上げましたように、置いておってもどう

にもならないと。ただ、全体的には水田の基盤整備などとひっくるめて考えると、

やはりこれは首長が特に努力をされて、法改正を国会議員の先生方にですね何か変

えてもらうような方向で進めないと、今後も基盤整備を大分取り組んでいらっしゃ

いますけれども、やっぱりそのときも難儀をすることになりますので、是非上のほ

うにも陳情を機会があるごとにお願いをしてもらいたいというふうに思います。 

淡々といきたいと思いますが。３番目のですね、窓口の案内所をつくれないかと

いうことで、この質問をすると、窓口が悪いのかなという批判で言うつもりは毛頭

ございません。昔からすると、今の窓口の皆さんは声も大きいし、挨拶もされる

し、相当格段に質がというとおかしいですかね、上がってきているよなという気は

するんです。ただ、住民から、混んでいるときに窓口に３人、４人カウンターのと
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ころに来られると、その次に入ってこられる方はもう見えないわけですね。だか

ら、ただパソコンに向かって住民票を打ち込んでいたのか何なのか、そういう感じ

でただ気分を悪くされた、たまたまだったんだろうとは思いますけれども、ただや

はりいらっしゃるということは、忙しかったと言えば一言ですけれども、そういう

ときに考えたときに総合案内所かそういうところを設置できないかというふうに考

えておりますが、いかがお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） 窓口案内所はつくれないかという御質問でございます。 

平成２６年３月議会におきまして同様の御質問を受けております。その際の答弁

として、総合窓口は設置できないが、案内板を設置し、職員については住民への声

かけや窓口までの案内など、庁舎に入ってこられたお客様への気配りを徹底すると

お答えしております。 

今現在でございますが、案内板を設置し、また職員については積極的な声かけや

挨拶などを実践しており、その結果、町内外から本町の窓口対応について高い評価

の声をいただいており、私もそう認識しているところでございます。 

市町村行政を取り巻く状況は、地方分権の一層の進展や行政ニーズの多様化によ

り行政事務は複雑多岐にわたってきており、職員１人に係る負担も大きくなってき

ております。このような状況の中で、総合窓口職員の育成、配置、さらに窓口案内

所のスペースの確保など、総合的に判断して新たに窓口案内所を設置することは、

非常に難しいと考えております。よって、今後も引き続き、朝礼や課長会などを通

じて、庁舎に入ってこられたお客様への挨拶や声かけ、また担当窓口への案内など

について徹底した対応をしてまいりたいと思っております。 

ただいまの御質問で、窓口が混雑しているときの対応がちょっと悪くてといいま

しょうか十分でなくて立腹されたという声を聞いたということに対しての、それを

とらえての御質問だと思っておりますが、窓口は混んでいるときは、担当課長もそ

の窓口に出て対応するとか一生懸命そういったところに努めておりますので、引き

続きこういう体制で進めていきたいと思っております。 

○８番（上原正一君） 今、町長が言われたように、窓口の対応が悪いということは一

度も、この頃は特にですねそういうことは思ってもおりませんし、今評価をされて

いるとおっしゃったように、私もそういうふうに評価をしております。ただ、こう

いう質問をするときには、すぐ志布志市もあるよ、曽於市もあるよ、鹿屋市もちゃ

んとした方がいらっしゃるよというのが普通の今まで、自分なんかもそういう例で

話をしておりましたが、市庁舎と町村とはまた違うのかなという、この頃そういう

気持ちでも考えておりますが。この前、東串良町のほうに行ってみたらですね、う

ちの財政の半分ちょっとというところでやはり案内所ができていて、そして１人そ
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こに座っておられた。ただ、そこでちょっと話を聞いたときに、肝付町も大体その

ような対応をされている。中身につきましては聞いていらっしゃいますか。もし、

わかっておれば、もう説明はしないんですけど、交代制でそこに座ると。人員を１

人増員をして案内所をつくるじゃなくて、各課、臨時も含めて１時間ずつずっと交

代で声かけをして案内をしていくと。考えると、１人の人件費を増やすんじゃなく

て、各課１時間ぐらいずつは職員も空けることができるよな、そうであれば人件費

も１人増やす必要もないのかな、そういうような考えを持って、この質問に至った

んですが。その辺を考える余地もないですか。 

○町長（東 靖弘君） 志布志市に行ったりしたときに、窓口対応の方がいらっしゃっ

たときもあればいないときもあったりとか、そういった状況も見ておりますけれど

も。 

挨拶の励行とかそういったことも徹底しておりまして、通常、私が窓口を見てい

ても、非常にいい状況でなされているというふうに理解をしておりますので、ほか

の隣接する、東串良町とか肝付町とかもそういう対応をされているということであ

りますけど、今の状況を続けさせていきたいと思っております。 

○８番（上原正一君） そこまで町長が言えば、それ以上は責めませんけど。ただです

ね、窓口の方々もすごく、せっかく一生懸命されているのに、あそこの目の前に３

人、４人のお客さんが立たれると、当然その次の方の対応は難しいんですよね。そ

して、この方と話をしているときに、こっちの方をこうして見ながら話すわけにも

いかんし、自分でやっぱり接しているお客さんの目を見て話をしていけば、次に来

られた、後から来られた方がきょろきょろしながら迷っておられるという。ちょっ

と無理だというような答弁でございますけれども、やはりそういうところも、町長

が考えていただいて、そうすると、今、執行部の皆さんも窓口におって挨拶の練習

を、一番悪いのは執行部の方々かな、窓口の女の子たちはすごくいいんですけれど

も、やはりそういう練習もですね、またひとつの勉強もなるんじゃないかなという

ふうにも考えますので、もし時間がありましたら考えていただきたいなと思いま

す。 

続きまして、３回目になります、どうしてもですね、町長、いろいろつくらない

理由をおっしゃる、私は町長を説得をしていこうという思いで、毎回こういう公営

霊園をお願いをしているわけです。新聞を、これは南日本ですが、見られるとです

ねほとんど毎日農機具の買取、そして斎場のこういう宣伝ですね、何件も。これが

今一番だから、結局離農者が多くて農機具販売が、中古が手放しているというこ

と、それから墓を求められている方が多いということで、ほとんど毎日、見ていた

だければわかると思いますが、そういう感じで世の中で今流行をしているというの
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か、注目されていることじゃないのかなというふうに考えております。 

中身につきましては、樹木葬のことでございますが、死んだら自然に還るという

基本のもとでいろいろな考え方があるわけですが。私はこのことは、町長を説得し

ようというふうに、議員である以上、ずっと説得していきたいと考えております。

町長は、私に諦める説得をしてください。諦める説得をしてくだされば諦めるかも

しれません。ただ、前回してから、この間にも、「どしてん正ちゃん、もう一回こ

の問題を言うみてくいやん、町長もわかいやったいが」と言う住民の方もいらっし

ゃいましたので、しつこいというかあきらめが悪いというか、どう考えられるかわ

かりませんけれども、町長、ちった考える気持ちはないですか。 

○町長（東 靖弘君） ３回目の意見交換ということであります。 

非常にいろいろとお話を聞くたびに、みんなでどうしたらいいんだろうかという

ことは常に考えながら、分析したりとかやっているところでありますが。たしか上

原議員さんがおっしゃる樹木葬ということに対して、本当に大崎町の地域でそれが

該当するのかどうか、そんなところが自分としてはどうしても判断しがたいし、踏

み込めないというところは、私がいろいろ思案しているそういった状況でありま

す。 

○８番（上原正一君） いろいろ調べたときに、都会で樹木葬が一番最初流行ったとこ

ろで樹木葬で葬儀をされた。それから五、六年行けなかったから、五、六年ぶりに

そこに行ってみたらビルが建っていたと。民間が霊園をすれば、そういう金儲けの

ものの考え方になりますので、そういうこともあり得るんだよなということ。それ

から、死んだら自然に還るということと、それから形を残さない、見送った側の、

要するに今でもそうなんですが、幾らお墓があったとしても、見送った側の気持ち

がないと荒れるし、墓参りもされない。だから、そういうときにお願いができれば

と。ただ、今は少子化で墓守をする人たちが限られてきている。親だけが残って、

子どもは都会に出ている、命日にも帰ってこない、ましてや外国まで、子どもさん

が出世をされて外国なんかに行かれた家庭は、もう亡くなったらそのままで終わ

り。 

前回でしたか、前々回でしたか、福祉課長でしたか、お墓のほうを何十カ所か見

て回られたと、そのときに荒れていたところはなかったという報告でしたけれど

も、共同墓地自体が荒れるということはおそらくないと思うんですが、そこのうち

の幾つかは空き墓、墓参りをしない墓が隅っこのほうにだんだん出てきている。ど

この共同墓地もそういうところが、お参りをされない墓ができている。自分なんか

のところもそうなんですが、人んやどんとに中が入っちょったろかい、中も片付け

ちゃっどかいという、見るわけにいかないし、触ることができない。これから多く
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なればなるほど、そういう共同墓地もなんともならなくなって、今の空き家問題と

同じようになってくる。そして、今、仮置き場となっていますが、住宅宅地内に仮

置き場、お墓を持って帰ってお庭でお参りをされるところも多くなってきている。

亡くなられるときに、それも整理をされるといいんですけれども、その土地は死に

土地になってしまう、誰もそこを買う人もいないし、幾ら家がよくてもですね。そ

ういうこともありますので、とにかく考えていただきたいと思います。終わりま

す。 

○議長（小野光夫君） ここで、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５３分 

再開 午後３時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

次に、９番、中倉毅君の質問を許可いたします。 

○９番（中倉 毅君） 平成２６年４月、新生大崎中が誕生いたしました。統合前はい

ろいろと町民との間で議論がございました。私たち議会としましては、この統合に

よって、学力、体力、これがどうなっていくか、少人数の中ではどうしても競争原

理が働かないんじゃないかということが１つ。それからもう１つは、少人数では十

分な部活活動ができないんじゃないか、この２つが大きなテーマでございました。 

そこで、本年度が５年目になります。果たして、この２つの理由づけがどういう

ことになっているのか。まず、１問目は、学力は向上しているかということでお伺

いして、質問といたします。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

現在の大崎中学校は、今議員がおっしゃったとおり、平成２６年４月に旧大崎

中、大崎第一中学校、菱田中学校の３校が統合されて、現在５年目を迎えておりま

す。 

現在の大崎中学校の学力についての状況ということでお答えしたいと思います。

明後日１４日付の広報おおさきに、本年度の４月にやりました全国学力調査の結果

を公表する予定ですので、またご覧いただければと思っております。平成３０年４

月に実施されました全国学力学習状況調査で、大崎中学校３年生の結果は、国語、

社会、数学、理科、英語の５教科の合計の正答は２９７点となっております。これ

は、地区平均は上回るものの、県や全国平均には及ばない結果となりました。県平

均は３０７ですので、このことから県平均を１００として比較を出しますと、本町

は９６.７となっております。これは統合前の平成２４年度の結果としますと、そ
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のときの結果が県との比較が９３.０ですので、現在は９６.７ですので、少し伸び

ているということは言えるかと思います。経年変化も出しておりますけれども、少

しずつ毎年毎年、少しではありますけど右肩上がりで上がっている状況ではありま

す。ただ、県平均と全国平均には及びません。地区平均については、地区の平均に

比べたら、地区内では９市町の中では真ん中から上のほうなのかなと思っておりま

す。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 本年８月に出されました外部評価報告書、これによりますと町

内の小学校はほぼ県の平均を上回っております。全国の平均にも下回っているとい

うことでございます。一方、中学校におきましては、県・国の平均に届かないとい

う評価があります。これは事実でございますか。 

○教育長（藤井光興君） 結果にあったとおりであります。 

○９番（中倉 毅君） この中でですね課題としまして、家庭学習の習慣の定着が不十

分だという課題が載っています。これは、私から見ますと、学校現場というよりも

家庭のほうに押しつけているというか、そういう印象を受けるわけです、家庭教育

が悪いんだと。学校の先生たちも一生懸命やっていらっしゃることは理解できます

が、家庭学習の習慣の定着が不十分というその要因は何かということをお伺いしま

す。 

○教育長（藤井光興君） 家庭学習が足りないということについては出ているとおりで

すが、その要因は何かといわれますと、中学３年生の家庭学習の時間は今度の学力

学習状況調査によりますと、３割を超える生徒たちが平日の勉強が１時間未満とい

う状況です。そして、家でテレビを２時間以上見ている子どもたちが約３割ぐらい

おります。それからスマホをやっている子どもたちも、約４０％の子どもたちが１

時間以上やっているのが実態であります。 

そういうことで、家庭学習が足りないことについては前から申しているとおりで

すけれども、どうしてもそのあたりが広がっていかなくて、家庭教育強調週間とい

うのも設けておりますけど、徹底していかない。どうしても保護者の理解がもう一

つなのかなと思っているところです。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 今、教育長から話がありましたが、学校のほうからはいわゆる

宿題ですね、これは保護者のほうには出されているのかどうか。 

○教育長（藤井光興君） 中学校の場合ととらえていいんでしょうか。中学校では今朝

ほど貰ったんですが、今言いましたとおり家庭学習が足りないというところで、あ

る学級の学級週報を見せてもらったんですけども、生活の記録の中に一日の学習計
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画を立てさせて帰しているようです。ある子どもの例が出ているんですけど、今日

帰ってから、国語を３０分とか英語を２０分とか社会を２０分とか、それからテス

ト勉強とか内容をずっと書いてございますが、この子どもの場合は９０分という時

間が出ています。また、ある学校の、これもまた週報なんですけれども、これは３

年生なんですけど、３年生の学級では家庭学習を、２学期ですので、時間がありま

せんので週に２５時間というところで、担任のほうは子どもたちに指導しているよ

うです。毎日３時間、土日においては一日５時間、合計２５時間、これをみんなで

努力しようということでハッパをかけているようであります。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 今話されましたのは、自主学習ということですね。毎日３時間

はやりなさいということで、自主学習をしなさいということですが、私が提案した

のは、予習復習も含めてやっぱり課題というかテスト方式かわかりませんけれど

も、何かそういう宿題みたいなのを与えて、そしてそれについてどういうふうに勉

強したかということのほうが効果が高いんじゃないかなと思うんですが、いかがで

すか。 

○教育長（藤井光興君） おっしゃるとおり、授業の最後のほうで、例えば英語であれ

ば、今日学習したことはこういう内容だと、今日は自宅でこのことについては調べ

てきなさいとか、社会の中では、次の時間はこういう内容になるから、このあたり

は教科書をしっかり読んで、また参考資料を読んでまとめてきなさいとか、そうい

う課題は出しているかと思います。 

○９番（中倉 毅君） 後でまた具体的な対策は議論したいと思いますが。 

次にですね部活の問題ですが。これはいろんな部活があると思いますけども、活

発に行われているかどうか、その辺からお伺いします。 

○教育長（藤井光興君） 部活の状況についてですが、お答えします。 

現在、大崎中学校には、野球部、サッカー部、男女ソフトテニス部、陸上部、水

泳部、男女バレー部、卓球部、剣道部、吹奏楽部、ボランティア部の１２の部活動

に２５６人の生徒が加入しております。部活動の加入率は８３.１％となっていま

す。これは、平成２６年度統合時の７６％に比較して伸びていることになります、

増えています。 

統合前の状況ですが、平成２５年度における町内３中学校の部活動の加入率は８

１.７％でした。その中で、学校によっては、生徒数の影響で部活動数が少なかっ

たり、あるいは他校と合同でチームを組まなければできない状況もありました。統

合後は、部活動数の増加により生徒の選択肢も増えたこと、ボランティア部を創設

することによって地域貢献活動も充実しているところになります。なお、今年度の
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活動状況ですけれども、吹奏楽部の県大会の金賞や、陸上個人種目男子２００メー

トルですけど、九州大会出場とか、男子バレーボールでは結成したビーチバレーボ

ールは全国大会の出場を果たすなどがありました。また、地区大会においては、男

子バレーボール部や女子卓球部、陸上部の男子４００メートルハードルで優勝、軟

式野球部、男子卓球部、男子ソフトテニス部で準優勝、その他個人種目では多数の

好成績を収めているところであります。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 今、部活のほうは非常に活発に行われているということで、特

にまたバレー、野球、吹奏部ですか、こういった中では対外的にも非常に成果を収

めているということでございました。当初、統合するときに話がありました、やっ

ぱり部活ができないという大きな理由があったわけですよね。それに対して、今、

部活も非常に、加入率も８３％ということで加入率もいいという、高くなってきた

ということでございます。 

児童の中にですね部活をしていないという生徒というのは、あと１７％ですか、

これが部活をしてないということですかね、その子どもさんたちからは何か、もう

少し何かやってくれというようなことは教育現場のほうには出ていないですかね。 

○教育長（藤井光興君） 部活の編成については、ずっと３年間部活動をそのまま続け

るわけじゃなくて、毎年子どもたちの実態というか、希望を調査しておりますの

で、その中で調査して、人数が成立できる部分、成立できない部分、指導者の関係

等もありますので、そのあたりで構成しているようであります。 

○９番（中倉 毅君） それでは、部活の活動については生徒さんも保護者もほぼ満足

しているということでよろしいですね。 

それでは次はですね体力の問題ですが、体力は向上しているかということでござ

います。全般的に体力の問題は向上しておりますか。 

○教育長（藤井光興君） 体力の状況についてお答えいたします。 

毎年中学校２年生を対象に行われる全国体力運動能力・運動習慣調査で、５０メ

ートル走とかハンドボール投げなど９種目について調査を行っております。平成２

９年度の結果を見ますと、総合得点で上位の評価とされるＡ・Ｂ判定の生徒数は、

男子が５１.２％となっています。半分以上はＡ・Ｂ判定、上のほうですね。これ

は、県と比較しますと、県が１００としますと、Ａ・Ｂのほうを１００とします

と、大崎中学校の値は１７１.８という好結果であります、これは男子です。とこ

ろが女子のほうは、県との比較値は９０.１と、１００に対して９０.１と低くなっ

ています。ただ、平成２６年度が８６.８ですので、少しは上向いておりますが、

女子の場合はちょっとやっぱり低いのかなと思っております。男女別の種目によっ
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ては課題もありますので、引き続き体力向上には努力していきたいと思っておりま

す。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 平成３０年度の教育行政の中に、学力はもちろんですが、体力

のほうも一応考えられているんですけれども、教育基本計画の中でですね体力、運

動能力の向上という項目があるんですが、この評価報告書の中には事業としては取

り組まれていないんですよね、体力の問題は。学力はありますけれども。わかりま

すかね。教育委員会の外部評価書、こっちのほうではプロジェクトとして事業とし

て取り組まれていないんですよね、体力については。これはなぜかということと含

めて、答弁をください。 

○教育長（藤井光興君） 管理課長に答えていただきます。 

○教委管理課長（川添俊一郎君） 今お尋ねの件は、外部評価委員会の評価報告書の中

に体力向上の部分が入ってないんじゃないかということだと思いますが、実はこの

外部評価の点検報告につきましては、その基本計画の中の項目をすべてやるんでは

なくて、その年の重点的な部分の項目を、管理課、社会教育課で挙げておりまし

て、その重点の事業につきまして評価をしていただくということで、２９年度の評

価の中には体力の部分については入っていないということで、評価をしないという

ことではございませんので、抽出した事業についての評価ということで御理解いた

だければと思います。 

○９番（中倉 毅君） 教育行政の平成３０年の主要事業の中には体力向上の文句がう

たわれてありますね、管理課として。その中に４つだけ目にとまったんですが、教

科体育の充実、それから体力の向上への取組の推進とか、体力向上推進協力校の設

置とか、登下校時の徒歩の問題とか、こういうのを取り上げておられるんですが、

これは、この中からまたさらに重点として取り組まれることということですか。 

○教育長（藤井光興君） 今議員がおっしゃったとおり４点のことが上がっておりまし

たが、子どもたちの体力がないということ等から、今出た４点と、特に最後の、歩

いて登下校については進めておるところですけど、それなりに効果が上がってきた

のかなと思っておりますが、体育の授業の中で、例えば大崎中であれば主な、例え

ばバスケットボールとかありますよね、種目が、その前に準備運動のところで体力

向上のためのサーキットを何種目か入れてやっております、弱いものを、特に女子

についてはそういう取組をやっておりますが。それから、今言いましたとおり、体

力向上につきましては町内の小学校の中では１校だけ推進校を設けて、そこで体育

の授業を一緒に見て研究をするとか、それぞれの学校の中に１種目、何か取り組む

ように指導しておりますので、縄跳びとか、それをやっておりますので、体力向上
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の努力はしているつもりです。 

その縄跳び等につきましては、県の保健体育課が進めておりますので、県のベス

トテンというのを出しますけれども、その中には中沖小とか大丸小とか菱田小とか

野方小とか、種目によってはベストテンに入っている状況ではあります。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 町民にですね広く知らせるという意味では、この評価報告書の

中でも、今さっき言われた体力の問題で、特に女子はもう一歩だけど、男子は非常

に上回っているんだと、それをですねやっぱり町民に知らせることが必要だと思う

んですよ。私たちも知りませんでした。学力は書いてあったから、ああ、なるほど

と思ったんですが、体力については、今、教育長が話をされて初めてわかったんで

す。これをやっぱり町民にですね、大崎中の生徒は体力もこういうふうに向上して

いますよというのをやっぱり知らしめる必要があると思うんですね。それを何らか

の形で町民に情報提供をしていただきたいと思います。 

それでは、４番目の、実効性のある学力向上対策ということでお伺いします。 

○教育長（藤井光興君） 実効性のある学力向上対策ということですが、本来ならば私

自身が中倉議員の私見を聞きたいところですけれども、ここで考えていることだけ

ちょっと話したいと思います。 

先ほど答弁しましたとおり、学力は向上してきておりますが、県や全国平均には

届かないというのが中学校の現状です。このことから、大崎中学校では教師の授業

力向上、それから家庭学習の充実の両面から改善や充実を図っております。授業力

向上につきましては、本年度、県の教育委員会から、学びの組織活性化プロジェク

トのモデル校として、数学科を中心に授業改善研究を行っております。具体的に

は、大崎町教育委員会と県の教育委員会や県総合教育センター、大隅教育事務所が

学力向上支援チームとして、大崎中学校の授業を参観し、改善に向けての指導・助

言を行っております。また、このほかにも鹿児島国際大学とも連携を図り、学習指

導の改善も取り組んでおります。 

次に、家庭学習につきましては、先ほどいいましたとおり、そういう状況であり

ますが、いずれにしましても家庭学習の時間確保については保護者に呼びかけて、

もっともっと家庭学習をさせなきゃいけないのかなと思っております。このことに

ついては、先ほど議員もおっしゃったとおり、生徒自身がどのように家庭学習を進

めたらいいのかわからないのではないかというところもとらえて考えているところ

ですが、そこで、先ほど言いましたとおり大崎中学校では、生徒が学校で家庭学習

の計画を立てる指導をしておりますので、そういう面で少しはこれから成果が出て

くるのかなと思っております。 
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また、教育委員会では、基礎学力や思考力や表現力を伸ばせるような家庭学習が

できるよう、具体的な問題を示しながら学校を指導してまいります。子どもたちが

みずから学び、学力を向上させる原動力は、将来の夢に向かって努力し続けること

だと考えております。質問をいただきました実効性のある学力向上を図るために

は、その突破口である教師のさらなる授業改善、家庭学習の充実について、より具

体性のある取組を充実していかなきゃいけないのかなと思っているところです。 

また、町教育委員会では、中学校だけの問題ではなくて、すべての小学校の学力

向上については喫緊の課題だととらえております。この課題解決を図るために、現

在、基礎学力を身につけ、思考力や表現力を伸ばすための学習問題を作成している

ところです。今後、この学習問題を各学校で継続的に利用していただきまして、学

力の定着やら向上につなげていこうという考えでおります。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 今、教育長の話では、教育行政の中にもうたわれております

が、学力アップのセミナーの実施とか、それから町家庭学習強調週間の設置とか推

進とか、小中連携の研究会とか、教職員の指導力の向上とか、職員研修の充実、こ

ういったことは非常に、私が見たところでは一つの、何といいますかね、学力アッ

プについても５日から８日間ということで、さっきは毎日３時間と、家庭では、話

もありましたけど、もうちょっと突っ込んだやり方をしていかないと、中学生に対

しては特にもう少し重点的にやっていかないと、学力は上がっていかないんじゃな

いかなと思います。 

そういう点では、私は２つだけ提案をしたいんですが、１つは、先ほどの課題の

中で、家庭学習がどうもうまくいっていないと。今の中学生の教科を見てみてもで

すね、今の保護者の中でどれくらい子どもたちを勉強の面倒を見てもらえるかな

と、できるかなということが１つあります。これは１００％ということじゃないん

ですが、一部だろうと思いますけれども、そこらあたりを考えると、やはり学校か

らの関与というのがですね、非常に私は重要だと思うんですよ。そういう点では、

先ほどもちょっと言いましたけれども、やっぱり平均点以下の生徒、私たちの時代

は３００名の学年の中で５０番まではテストのたびに教室に張り出されたんです、

名前と点数と。それで、自分の位置は大体どの辺にあるというのがわかります。 

ところが、今のそのやり方ではですね、子どもさんたちは自分の位置はどのくら

いになっているのかわかっていないんじゃないかなと思います。通知表があるか

ら、ある程度その辺も理解している面もあるかもしれませんけど、もうちょっとや

はり突っ込んだものをやっていただきたいということで、学校においては平均点以

下の生徒の、学年別にですね補習、教科の補習の教室を設けて、そこでやっぱりそ
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ういう人たちを勉強の機会を与えて、そして学力を伸ばしていくという方法が１つ

あるんですが、いかがですか。 

○教育長（藤井光興君） 昔はおっしゃるとおり、例えばテストなんかの結果を廊下に

張り出したりとかありましたね。もうご存じのとおり、何年前になりますか、それ

はしなくなりました。高校なんかも、昔は大学生の合格者の名前を全部張り出して

おりましたけど、もう今はやめています。これは個人情報の問題があったりだろう

と思うんです。だから、それについては、今、学校はやっておりません、やれませ

ん。 

その他の方法で、やっぱり子どもたちが切磋琢磨するような、励まし合うような

学習の仕方を、今、大崎町の場合は周りの共同体という形でやっていますが、お互

い教え合いながらやっていますけれど、そういう形でしか、現在の時代はやれない

ところで、ちょっとそぐわない面もあるかもしれませんが、やっているところで

す。御理解いただきたいと思います。 

○９番（中倉 毅君） ただいま、平均以下の子どもたちに学校としては、この子ども

たちはもうちょっと勉強の力をつけないかんということは、先生たちはみんなわか

っていらっしゃるんですよね。 

だから、個別には担任の先生もやっていらっしゃるかもしれませんけど、学年と

してやっぱりそういう補習の勉強、教室というか、補習教室、そういうのをつくっ

て、そこでやっぱりちょっと、これは強制かどうかわかりませんけれども、やっぱ

り学校としてそれを位置づけていくと。そうすることによって、毎日はちょっと無

理でしょうから、例えば１週間に１回、そういうことをやって、そしてそれを積み

上げて学力をつけていくということを、私は考えておったんですが。スクールバス

の問題もありますけれども、やっぱりそこらあたりはちょっと調整して、学校現場

として何かそういう学力を高める方法を、もうちょっと突っ込んだやり方をやって

ほしいなと思うんですが、いかがですか。 

○教育長（藤井光興君） 小学校であれば、習熟度学習というのをやっております。特

に算数のほうで、子どもたちに発展コースと基礎コースと分かれるんですね。例え

ば、先生を２人つけるわけですが、３０人学級、３５人学級であれば、その中で自

分は発展コースに行きたいと、当然、力のある子どもたちはそっちを選ぶわけです

が、その場合、親の了解も得ます、私は発展コースを選ぶと、自分はまだちょっと

わかっていないから基礎のほうを選ぶと。それで分かれて、そこに１人ずつついて

勉強していきます。習熟度学習で、学校はやっています。 

中学校の場合は、先ほど言いましたとおり、夏休みに教育委員会でやっている学

習講座につきましては、基礎講座・発展、３つのコースで、それぞれ子どもたちに
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自分の能力に応じて分けて、指導は数学と英語についてはやっているところです。

そういう形でそれぞれ学校では工夫しながら、中学校も同じようなことをやってい

ると思いますけれども、能力に応じた指導はやっているはずです。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 私が提案したいのはですね、５教科あると思うんですが、その

５教科の中で子どもたちがどの教科がやっぱりもうちょっと平均に足らないのか、

そこを担任の先生はわかっているわけですよね、だから、そこをもうちょっと分析

をして、そしてそれを補充して学力をつけていくという手法をやっぱりとっていか

ないと、今、言われたこれは、毎週１回とかそういう、毎日ですか。 

○教育長（藤井光興君） 週３時間算数があれば、その３時間分は全部単元ごとにいく

わけです。分数の足し算、引き算とわからない子どもたちは、そのときは自分は基

礎コースでいく、発展コースでいく、最後はまたまとめてやるという形でやってい

ますので、単元ごとで、１時間だけでなくて、１０時間なら１０時間ずっとそれで

いくと、そういう形です。 

○９番（中倉 毅君） 学校のほうではそういうことでやっていらっしゃるということ

ですから、その成果を見守りたいと思います。 

一方、家庭のほうですが、家庭のほうでは、学校としては先ほど言われましたと

おり、一応子どもさんたちにこういうふうにやりなさいということで指示をしてや

っていらっしゃるんですよね。私が提案したいのは、週に１回でもいいんですが、

例えば金曜日、あなたはこういうところが学力が低いとか、足りないから、もうち

ょっとここを勉強しなさいということで、それなりのテスト用紙か資料か、そこは

あれですが、そういうものを与えて、そしてそれを月曜日に担任に出して、そして

その出来具合を担任の方でチェックしていくと、やっぱりそういうところまでいか

ないと、今、保護者だけがなかなか、私は解決しない、難しいと思うんですよ。だ

から、そこらあたりをもうちょっと踏み込んだ手法はないかなと思うんですが、い

かがですか。 

○教育長（藤井光興君） 中学生については、家庭で保護者が学習、勉強を、国語、算

数、数学、英語、多分教えるということはできないだろうと思うんですね。家庭が

できることは、子どもが学習できるような環境をつくってやることだろうと思うん

です。例えばテレビの声を小さく、音を小さくするとか、それから勉強室で勉強が

できるような雰囲気をつくってやるとかそういう、やっぱり言葉かけとか、そうい

う援助しかできないだろうと思っています、中学生の場合は。 

小学生は、週に１回ぐらいは見られるかもしれませんが。家庭に期待しているの

は、そういう、親の学習に対する関心を持ってもらって、そんな雰囲気を、子ども
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のやる気を育てていただきたいというのが、委員会の気持ちです。 

○９番（中倉 毅君） それでは、家庭学習という点では、保護者に勉強しやすいよう

な環境づくりをするということでよろしいですね。もうちょっと踏み込んだものを

やっていくべきじゃないかなと思ったんですが。それじゃ学力、それから体力、こ

ういう面では来年の結果が楽しみでございますので、今のいわれたそういうこと

を、学校現場、家庭、そこの両面で子どもたちの学力、体力向上に取り組んでいた

だきたいと思います。 

それでは、２番目の小中校の２学期制についてということでお伺いします。 

新聞報道によりますと、文科省の調査で、これは平成１５年ですが、全国の小学

校で２０.６％、中学校で１９.６％が導入しているという報道がございます。県内

では、鹿大の付属小中、それから玉龍中、ここが導入しております。薩摩川内市の

小中では今検討中ということで、新聞報道で見ておられると思いますが。こういう

状況の中で、大崎町の教育委員会としてメリット・デメリット、これをどのように

考えていらっしゃるか。 

○教育長（藤井光興君） 小中学校の２学期制についての御質問ですが、まずメリット

・デメリットについてお答えいたしたいと思います。 

小中学校の２学期制につきましては、２００２年度、平成１４年度に改定されま

した学習指導要領によって学校週５日制が導入されて以来、全国各地の小中学校に

おいて取組が始まりました。平成２１年度には、全国で小学校で２１.８％、中学

校は２３.８％まで増加しましたが、その後、横ばい状態となり、直近の平成２４

年度調査では小学校は、今ありましたとおり２０.９％、中学校は２１.９％と減っ

てきています。この前ちょっとインターネットを見ましたら、京都市もやっていた

んですが、やめました。また３学期制に返しました。それから、九州内の長崎県大

村市だったと思いますが、見られたらわかりますけど、ここも今まで１５年間やっ

てきましたけど、また３学期制に戻しました。そういう状況があります。 

そういう中で、２０２０年度に全面改定される小中学校の新学習指導要領では、

小学校３年から６年までの授業時間数が、現行比で３５時間増加することなどから

導入を検討する自治体も出てきております。県内では、今話がありましたとおり、

鹿児島大学教育学部の付属小中学校が既に２学期制を導入しています。また、公立

中学校では中高一貫教育を進めています鹿児島玉龍中学校が実施しております。そ

れから、今ありましたとおり、県内では薩摩川内市が２０２０年度から導入を計画

しておりまして、現在検討しているところであります。 

メリットにつきましては、始業式と終業式が３回から２回に減るわけです。３学

期制から２学期制になるわけですから、２回に減るため、減った分の始業式や終業
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式の日数を授業に充てることで授業時間数の増加が見込めると。それから、通知表

を家庭に渡す回数が１回減るため、教員の負担軽減が図られると、そういうゆとり

が生まれるわけですね、そういうメリットがあります。 

デメリットとしましては、通知表を家庭に渡す回数が減るために、家庭にとって

は評価が見えにくくなること。地区内では、本町だけがもし２学期制を導入した場

合には、地区教委との調整がつきにくいことなどが上げられます。また、中学校に

おいては、定期試験の回数が減ることで試験範囲が広がるため、生徒は試験に向け

て学習がしにくかったり、試験回数が減ることで家庭学習をさせる機会そのものが

減少したりすることが想定されます。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 今言われたようなことだろうと思いますが。始業式、終業式、

これは３回から２回に減るということで、いろいろとり方はあるだろうと思いま

す。デメリットのほうもいろいろ話がありましたが。 

今、教育委員が５名いらっしゃいますよね。この教育委員の５名の中で、何かそ

ういう話とか、いけんやろかいというような話をされたことがございますか。 

○教育長（藤井光興君） ２学期制につきましては、国や県の動向等については見てお

りますけれども、教育委員の中ではこの話題については、現在のところ検討はして

おりません。 

○９番（中倉 毅君） 今後の問題として、やはり１つのテーマといいますか、そうい

うことになってくるだろうと思いますが、今後検討委員会なり、そういった団体な

り、そういったものを教育関係者で開かれる、あるいは設置するというお考えはご

ざいませんか。 

○教育長（藤井光興君） 川内市の教育長から、大崎もやりませんかと言われたんです

けど、私はそこについてはまだメリット面はあまりとらえてなかったものですから

ちょっと、返事はしなかったところですけれども。今後、検討委員会を設ける必要

はないかということですけれども、先ほど言いましたとおり、学校長から要望と

か、学校職員からの要望もありませんし、現在のところ、検討委員会を設置する考

えはありません。ただ、２学期制につきましては、今後、国の動向やら県の動向な

んかを見ながら、また２学期制の状況等について把握をしながら、ちょっとしばら

くは見守っていきたいと思っております。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） 教育現場の小学校、中学校の先生方は、何かこのことについて

話はございませんか。 

○教育長（藤井光興君） 今も申しましたとおり、学校現場からはこのことについて
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は、校長会とか職員からは出ておりません。今でも、実態調査なんかを見ますと、

教員は賛成の傾向のようですが、保護者のほうがやっぱり反対している案件等が多

いのかなという状況ですが。京都市やら大村市が撤退するのは何なのかなと、やっ

ぱり季節感がないとかいわれておりますけど、今増えない、約１０年間増えており

ませんけど、逆に減りつつありますけど、この後どんなふうになっていくのか、も

うしばらく動向を見たいなと思っております。 

○９番（中倉 毅君） 小学校の先生の中ではですね、私が知っている中では何人か、

これは検討してみらないかんな、という話もあります。だから、それはそれとし

て、もう少し先生たちの意見という、話というかな、議論、そこらあたりをもうち

ょっと整理をされて、大崎町の教育委員会としては現在のところはそういう段階に

ないという判断をされてもいいんですが、もう少し教育現場の話も聞いてですね進

めていただきたいと思います。いかがですか。 

○教育長（藤井光興君） 今も申しましたが、校長会等で校長さんに意見を聞いており

ますし、職員とも話す機会がありますので話しますけど、出てきていませんね。 

ただ、おっしゃるとおり、小学校の先生で賛成の意見があったような様子です

が、先生方とすれば、通知表が３回が２回に減るわけで、それから授業数が増える

ということでゆとりが出てくるんですね。そういう意味ではやっぱり賛成の方がい

らっしゃるだろうなと。それはやってみないとわかりませんけど、そういう表面だ

けのとらえ方では、そういう面があるのかもしれませんね。今のところ、町内の場

合は職員間では出ておりませんので、今後また聞きながら、また検討しながら、や

っぱりそのあたりの意見が強くなったり、大隅地区内の状況等がどこも取り組むと

かなったときには、町としても考えなきゃいけないのかなと思っておりますが、そ

んな状況ではありませんので、しばらくは動向を見たいと思っております。 

以上です。 

○９番（中倉 毅君） はい、わかりました。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（小野光夫君） 以上で、通告による一般質問は終了いたしました。 

これをもって、一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第３６号 大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契

約の締結について 

○議長（小野光夫君） 日程第３、議案第３６号「大崎町スポーツ交流施設整備事業

（仮称）における事業契約の締結について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 
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○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）を実施するため、公募型プロ

ポーザルにより優先交渉者を定めましたが、その者と事業契約を締結するに当た

り、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第１２条及び

地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得ま

たは処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（上橋孝幸君） 御説明いたします。 

本案は、ＰＦＩ法に基づき、旧菱田中学校跡地に合宿施設を整備することを目的

に、既存施設を解体し、あわせて消防分団詰所を建設するため、特別目的会社であ

る株式会社ＯＴＣと事業契約を締結するものであります。 

まず、議案説明の前に、仮契約に至るまでの経緯を御説明申し上げます。 

本年４月に、大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）募集要項案を公表し、そ

の後、５月２１日に参加表明の受け付けを開始し、７月２７日にＯＴＣグループ１

グループから提案書を受理いたしました。８月８日には、公募型プロポーザルよる

事業者選定委員会におきまして、ＯＴＣグループから提出された提案書を審査した

結果、本グループを優先交渉権者に選定し、決定後に基本協定を締結いたしまし

た。その後、ＯＴＣグループは特別目的会社株式会社ＯＴＣを町内に設立し、本町

と９月６日に事業仮契約を締結したところでございます。 

それでは、議案書と添付書類により御説明いたします。 

まず、議案書ですが、事業名は大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）でござ

います。事業の目的は、既存施設の解体撤去・消防分団詰所の建設に係る設計，建

設及び工事管理に関する業務並びに合宿所の建設に係る設計，建設、工事管理に関

する業務及び維持管理、運営に関する業務でございます。 

設置場所は、大崎町菱田１４６９番地。 

事業期間は、契約の効力の発生の日の翌日から別途協議において定めた日までと

なっておりますが、合宿所は、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の事

業計画や利用者誘致計画に深く関連する施設であるため、建設の管理運営者が決定

してから合宿所の規模や機能・維持管理等について、町と事業者が協議し、合意し

たところから設計建設等の契約を締結する予定であるために、このような定めとし

ております。 

契約金額は、既存施設解体撤去費及び消防分団詰所整備費が２億６,８９４万５,
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７２０円でございます。 

合宿所施設整備費及び維持管理運営費につきましては、今後慎重に検討して行く

予定としているため、当該債務負担行為額の範囲内としております。今後、適切な

時期に、必要な予算等の関連議案を上程させていただきたいと考えておりますので

よろしくお願いいたします。 

事業者は、鹿児島県曽於郡大崎町神領２１５６番地１、株式会社ＯＴＣ、代表取

締役、弓場昭大でございます。 

続きまして、添付資料の説明をいたします。 

まず、資料１でございますが、事業仮契約書の写しでございます。記載内容につ

きましては、議案書で説明したとおりでございます。 

資料２は、株式会社ＯＴＣの組織構成でございます。 

次に、消防分団詰所の概要等について説明いたしますので、資料３を御覧くださ

い。 

詰所の構造は、木造平屋建て延べ床面積は１７５平方メートルで、災害時の迅速

な対応を考慮し、旧菱田中学校の武道館付近である県道、町道に沿った場所に建物

を配置する計画で、駐車場も同時に整備する予定でございます。また、機材の出し

入れ、使いやすさを考慮し、車庫を中心として、倉庫、会議室、待機室、研究室、

男女別々のトイレを配置しております。 

なお、資料４といたしまして、株式会社ＯＴＣの履歴事項全部証明書、資料５と

いたしまして、大崎町ＰＦＩ事業者選定委員会における審査結果報告書を添付して

ございますので御覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○７番（中山美幸君） １点だけ。資料の５の３ページ冒頭、一番上のほうにアンダー

ラインが引いてございますが、参加者が１グループの場合はあらかじめ町の要求す

る水準を満たしている場合ということで記載がしてございます。町が要求する水準

を満たされたんだろうということを理解しておりますが、その水準はどういったも

のなのか、これを文書によって提出を求めます。議長、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（小野光夫君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時５１分 

再開 午後３時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

今、中山議員のほうから資料の提出の要請がありましたが、これについてどのよ

うに取り計らいいたしましょうか。資料の提出について求められておりますが、こ

れについて何か皆さん方で意見はないでしょうか。そのようにしますか。 

○６番（吉原信雄君） これは特別委員会を設置されているんでしょう（「いや、ま

だ」と呼ぶ者あり）するとしてですよ、それはそのときに。 

○７番（中山美幸君） 今、吉原議員のほうから特別委員会が云々ということでござい

ましたけれども、特別委員会を設置する、しないの事前の段階として、どういった

水準でこういう形で提案されたのか、その結果が必要なんですね。そのことについ

ては、今の説明の中では一切触れられておりません。だから、文書で求めているわ

けであります。 

以上です。 

○議長（小野光夫君） 資料の要請がありました。皆さん方はどうされますか、求めま

すか。求める方の挙手をお願いいたします。 

［挙手］ 

○議長（小野光夫君） 資料を配付するために暫時休憩をとります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時５７分 

再開 午後４時０３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） それでは、再開いたします。 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３６号は、大崎町スポーツ交流施設整備事

業（仮称）における事業契約の締結審査特別委員会を設置し、これに付託して審査

いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号は、大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事

業契約の締結審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査することに決定いたし

ました。 

さらにお諮りいたします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条
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第１項及び第４項の規定により、議長を除く１１名の諸君を指名いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１１名の諸君を選任することに決定いたしま

した。 

これより特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。 

委員会条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は、特

別委員会において互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の

規定により、委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及

び場所を定めて、その互選を行わせることになっておりますので、これより特別委

員会の委員長及び副委員長の互選を議員控え室でしていただきます。 

これより暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後４時０４分 

再開 午後４時０９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に、１１番、神﨑文男君、副委員長に、５番、中倉広文君が選任

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 陳情第３号 商工会に対する平成３１年度補助金増額等について 

○議長（小野光夫君） 日程第４、陳情第３号「商工会に対する平成３１年度補助金増

額等について」を議題といたします。 

陳情第３号は、お手元に配付の陳情文書表のとおり所管の常任委員会に付託しま

したので報告いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

どうもお疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１０分 
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平成３０年第３回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

平成３０年９月２０日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（２番，３番） 

日程第 ２ 議案第２９号 平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第  ３ 議案第３０号 平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第  ４ 議案第３１号 平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正 

予算（第１号）   （文教経済常任委員長報告）  

日程第 ５ 議案第３５号 大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定に 

ついて （大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例 

審査特別委員長報告省略） 

日程第 ６ 議案第３６号 大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における 

事業契約の締結について  (大崎町スポーツ交流施 

設整備事業（仮称）における事業契約の締結審査特 

別委員長報告）  

日程第 ７ 報告第 ２号 平成２９年度大崎町健全化判断比率の報告について 

日程第 ８ 報告第 ３号 平成２９年度大崎町資金不足比率の報告について 

(特) 日程第 ９ 認定第 １号 平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

(総) 日程第１０ 認定第 ２号 平成２９年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 

(総) 日程第１１ 認定第 ３号 平成２９年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 

(総) 日程第１２ 認定第 ４号 平成２９年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

(文) 日程第１３ 認定第 ５号 平成２９年度大崎町水道事業会計決算認定について 

(文) 日程第１４ 認定第 ６号 平成２９年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について 

(文) 日程第１５ 議案第３７号 平成２９年度大崎町水道事業剰余金の処分について 
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日程第１６ 選任第 １号 平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算審査特別

委員会委員の選任について 

日程第１７ 陳情第 ３号 商工会に対する平成３１年度補助金増額等について

（総務厚生常任副委員長報告）  

日程第１８ 議員派遣の件 

日程第１９ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

１番 児 玉 孝 德 ７番 中 山 美 幸 

２番 稲 留 光 晴 ８番 上 原 正 一 

３番 諸 木 悦 朗 ９番 中 倉   毅 

４番 宮 本 昭 一 １１番 神 﨑 文 男 

５番 中 倉 広 文 １２番 小 野 光 夫 

６番 吉 原 信 雄  

 

３．欠席議員は次のとおりである。（１名） 

１０番 長 重 充 輝 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 川 畑 定 浩 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長  福 永 敏 郎 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 東  正 隆 農委事務局長 大 地 敏 郎 

総 務 課 長 中 倉 幸 二 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 上 橋 孝 幸 教委管理課長 川 添 俊一郎 

住民環境課長 小 野 厚 生   社会教育課長 今 吉 孝 志 

保健福祉課長 中 村 富士夫 税 務 課 長 本 髙 秀 俊 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 下 村 俊 郎 

次長兼調査係長 宮 本 修 一 

次長兼議事係長 垣 内 吉 郎 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） おはようございます。これより、本日の会を開き、直ちに開議

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小野光夫君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、２番、稲留光晴君、及び

３番、諸木悦朗君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第２９号 平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（小野光夫君） 日程第２、議案第２９号「平成３０年度大崎町一般会計補正予

算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（児玉孝德君） ただいま議題となりました議案第２９号、平成

３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号）について、総務厚生常任委員会におけ

る審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、９月６日の本会議において当委員会に付託されたもので、９月７日に

委員会を開催し、担当課長及び関係職員の出席を求め、補足説明を受け審査いたし

ました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ４億７０４万７,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８５億５２９万２,０００円とする

ものであります。 

補正予算の内容については本会議において説明がなされておりますので、委員会

での主なものについて報告いたします。 

款４項２目１節１３委託料の１,０９６万３,０００円のし尿等メタン発酵処理事

業化可能性調査事業について、委員から、メタンガスを取り出す施設については、

他の自治体では事業が滞り、補助金返納という事例があったようだが、事業の内容

を吟味して取り組んでいるかとの問いに対し、この調査事業の中で本当にメタンガ

スを取り出すことができるものなのか調査をしていき、先進地研修等を通して、間

違いがないよう進めていくとの答弁。 

また、委員から、環境省のこの事業で、全国で成功している事例があるかとの問

いに対し、全く同じスタイルではないが、同じような形で福岡県の大木町が取り組

んでおり、そこは生ごみとし尿を混ぜてメタンを発酵してメタンガスを取り出し、
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発電をしている。また、隣町のみやま市も今年の秋から大木町と協定を結んで、大

木町のノウハウを基に新しい施設を作り、１０月から稼働させる取組があるとの答

弁でありました。 

款５項１目９節１９負担金補助及び交付金の畜産クラスター事業補助金２,０１

３万１,０００円について、委員から、事業取組主体の堆肥舎の４００平方メート

ルは、飼養頭数に見合った面積になっているかとの問いに対し、事業取組主体は、

現在５０頭を飼育しており、計画では３２頭増頭し８２頭にする予定である。今回

の堆肥舎は、増頭する３２頭分の堆肥舎であるとの答弁。 

さらに、委員から、堆肥を肥料として畑に散布したとき、臭いが問題ないかとの

問いに対し、繁殖牛舎と同時に堆肥舎も整備するため、周辺への環境的な影響は無

いと考えているとの答弁でありました。 

款５項１目９節１９負担金補助及び交付金の全国和牛能力共進会団体総合優勝記

念事業助成金１５０万円について、委員から、助成金の使途は学校給食等で地元産

牛肉を提供するということだが、幼稚園・保育園などへの提供の考えはないかとの

問いに対し、なるべく多くの人が均等に恩恵に授かる形が良いのではと考えてお

り、まずは学校給食と思っている。その他に、ふれあいフェスタや町民体育祭など

で、引換券にして肉と交換できる形を案として考えているが、幼稚園・保育園への

提供についてはまだ協議をしていないので、今後検討していくとの答弁でありまし

た。 

款６項１目３節１５工事請負費の２億６,８９４万６,０００円の校舎等解体及び

消防詰所等整備工事について、委員から、消防詰所の建物が木造平屋建てになって

いるが、２階建てにして災害時の避難場所にすることは考慮しなかったのかとの問

いに対し、予算的なものがあり、その予算に対して事業者からの提案の結果が平屋

建てになっている。また、避難場所については、隣接する合宿所の屋上、あるいは

耐震強化がされている３階建ての旧有明高校校舎の屋上で対応できないか、施設完

成後に県と協議を進めたいと考えているとの答弁。 

また、委員から、消防車両の車庫については、消防ポンプ車と軽自動車２台分の

駐車スペースしかないが、将来的にタンク車を導入したときの駐車スペースを考慮

した設計ができなかったかとの問いに対し、各分団に大型タンク車を配置できれば

一番いいが、予算的な制約がある。各分団に配置しているポンプ車を更新する際

は、簡易な水槽を積んだ水槽付消防ポンプ車に切り替えていく考えであるとの答

弁。 

さらに、委員から、現在の消防詰所の跡地利用の計画はあるかとの問いに対し、

現在、菱田地区にある水防倉庫が老朽化しているため、水防倉庫の移設を考えてい
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るとの答弁。 

さらに、委員から、水防倉庫で残すのであれば、今の場所が住宅密集地にあり、

火災の際は迅速な出動が求められているため、軽車両を１台配備できないかとの問

いに対して、分団内で協議して結論を出していただき、分団から要望があれば検討

するとの答弁でありました。 

款８項１目２節１９負担金補助及び交付金の消防団員退団慰労金補助金６８万円

について、委員から、消防団員退団慰労金は、毎年積立があるはずだが、それが不

足したのかとの問いに対し、慰労金は年額報酬の２割、後援会からの拠出金、それ

で不足する場合は町からの補助金をもってそれに充てることになっている。今回は

１０名の退団者がおり、今の積立では対応できない分に対して補助金として支出す

るものであるとの答弁。 

さらに、委員から、退団する時期は、随時あるいは年度末かとの問いに対し、ほ

とんどの方は年度替わりで退団されるが、中には仕事や病気で体調不良を理由に年

度途中で退団する方もいる。今回は、ほとんどの方が年度末での退団という形をと

っているとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第２

９号平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されま

した。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。 

議案第２９号「平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号）」の委員長の報

告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２９号「平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号）」について、委

員長の報告は原案可決であります。 
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委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２９号「平成３０年度大崎町一般会計補正予算（第２号）」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第３０号 平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（小野光夫君） 日程第３、議案第３０号「平成３０年度大崎町水道事業会計補

正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（中倉広文君） ただいま議題となりました議案第３０号、平成

３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、文教経済常

任委員会における審査の経過と結果について報告をいたします。 

本案は、９月６日の本会議において当委員会に付託されていたもので、当委員会

では９月７日に委員会を開き、全員出席のもと、担当課長並びに係職員の説明を受

け、審査をいたしました。委員会における補足説明と質疑、答弁の主なものについ

て報告をいたします。 

補正予算書１０ページ、参考資料を御参照ください。 

目５資産減耗費、節１固定資産除却費１３万３,０００円の増は、配水管布設替

え工事に伴う２路線分の既設配水管の除却費であります。 

１１ページ、款１資本的支出、項１建設改良費、目１建設改良事業費、節４工事

請負費６５９万円の増は、県道黒石串良線西持留地区道路改良工事に伴う布設替え

費用と町道横瀬菱田線側溝新設に伴う老朽管の更新費用であります。 

質疑に入り、資本的支出の節４工事請負費６５９万円、配水管布設替え工事内容

の詳しい説明を再度求めた結果、県道黒石串良線西持留地区道路改良工事は、高速

道路と県道黒石串良線の交差点部分、野方側の取付道工事を県で行っており、この

区間の水道管の布設替え工事である。既設の水道管は合計３０ミリメートルであ

り、これまでも漏水がたびたび発生しており、補修を繰り返してきた。直接県道工

事に影響のある箇所ではないが、今回、漏水対策として、耐用年数等も考慮して布

設替えを計画している。また、町道横瀬菱田線の正坂地区については、建設課の側

溝新設に合わせ、この区間の水道管布設替えを計画している。この区間の水道管は

昭和５３年に布設されており、耐用年数も経過していたことから、新しく耐震用の

水道管に布設替えをする計画であるとの答弁でありました。 

さらに質疑の中で、黒石串良線については、今後大型車両の通行がさらに増えて
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くると予想されるが、配管の強度など配慮なされているかとの問いに、今回の県道

改良工事の中で、新しく歩道が設置されるが、水道管については、その歩道部分に

布設をする計画である。今後も改良工事で歩道が設置される場合は、同様の工事を

行っていきたいとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第３

０号平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決す

ることに、全委員の意見の一致をみました。 

以上で、文教経済常任委員会の審査の経過と結果についての報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。 

議案第３０号「平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」の委員長

の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３０号「平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」につい

て、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３０号「平成３０年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第３１号 平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（小野光夫君） 日程第４、議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 
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○文教経済常任委員長（中倉広文君） ただいま議題となりました議案第３１号、平成

３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、文教経済常

任委員会における審査の経過と結果について報告をいたします。 

本案は、９月６日の本会議において当委員会に付託されていたもので、当委員会

では９月７日に委員会を開き、全委員出席のもと、担当課長並びに係職員の説明を

受け、審査をいたしました。委員会における補足説明と質疑、答弁の主なものにつ

いて報告をいたします。 

補正予算書７ページ、歳出について、款１公共下水道事業費、項１公共下水道事

業費、目２維持管理費、節１４使用料及び賃借料１６５万円の増は、本年度内に見

込まれる公共下水道区域内の新築住宅下水道取出管設置に伴う機械借上料でありま

す。 

次に、６ページ、歳入について、款１分担金及び負担金、項１負担金、目１下水

道費負担金、節１下水道費負担金９０万円の増は、新規に接続される公共下水道の

受益者負担金６件分の見込みであります。 

款５繰越金、項１繰越金、目１繰越金、節１前年度繰越金７５万円の増は、歳出

増の財源として、前年度の繰越金を充てて調整するものであります。 

質疑に入り、歳出の機械借上料について、新築１１件分の下水道取付に伴うもの

であると説明があったが、地域はどこで、それぞれ何件かとの問いに、横瀬地区に

４件、神領地区に１件、仮宿地区で３件、あと今後の見込みで３件分を計上してい

るとのことでありました。 

ほか、特記すべき質疑はなく、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はな

く、採決の結果、議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）」については、原案のとおり可決することに、全委員の意見の一致

をみました。 

以上で、文教経済常任委員会の審査の経過と結果についての報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。 

議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）」の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 



 

 － 121 －

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）」について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３１号「平成３０年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第３５号 大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定について 

○議長（小野光夫君） 日程第５、議案第３５号「大崎町リサイクル未来創生奨学基金

条例の制定について」を議題といたします。 

お諮りします。本案について、本案に関する委員長報告は、会議規則第４１条第

３項の規定により省略することにいたしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 異議なしと認めます。 

よって、委員長報告は省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３５号「大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定について」、特別

委員会審査報告書の審査の結果は、原案可決であります。 

特別委員長審査報告書の審査の結果のとおり、原案可決することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 



 

 － 122 －

よって、議案第３５号「大崎町リサイクル未来創生奨学基金条例の制定につい

て」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第３６号 大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契

約の締結について 

○議長（小野光夫君） 日程第６、議案第３６号「大崎町スポーツ交流施設整備事業

（仮称）における事業契約の締結について」を議題といたします。 

本案について、特別委員会委員長の報告を求めます。 

○大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契約の締結審査特別委員長

（神﨑文男君） ただいま議題となりました議案第３６号、大崎町スポーツ交流施

設整備事業（仮称）における事業契約の締結について、審査の経過と結果の報告を

いたします。 

本議案については、９月１２日の本会議において本特別委員会に付託されてたも

ので、９月１４日に委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を求め、審査

いたしました。 

この契約は、ＰＦＩ法に基づき、旧菱田中学校跡地に合宿施設を整備することを

目的に、既存施設を解体し、併せて消防分団詰所を建設するため、特別目的会社で

ある株式会社ＯＴＣと事業契約を締結するものであります。 

内容については、９月１２日の本会議において説明がありましたので、委員会で

の主な質疑について報告いたします。 

質疑に入り、既存施設解体撤去費及び消防分団詰所整備費の契約金が２億６,８

９４万５,７２０円となっているが、既存施設の解体撤去費と消防分団詰所以外の

合宿施設整備費及び維持管理運営費については、当該債務負担行為額の範囲内とす

るとなっているが、現時点では債務負担行為額が決まっていない状況である中での

当該債務負担行為額の範囲内とはどういうことかとの問いに対し、現在建設中の県

施設であるジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の利用状況がどうなる

か、どれだけの人の利用が見込まれるのか、今のところ非常に不透明であり、現時

点では合宿施設の規模や機能等について決められない状況であるため、合宿施設整

備費及び維持管理運営費については金額を明示できない状況である。今後は、県が

募集している指定管理者が決まった時点で、指定管理者が持っている合宿の誘致計

画等を参考にしながら、株式会社ＯＴＣと合宿施設の規模や仕様等を検討し、合宿

施設の整備費及び維持管理運営費の債務負担行為額として明示できる段階となった

ときに議会で審査していただく予定であり、その明示された債務負担行為額の範囲

内で施設整備、維持管理費及び運営を行っていくことになるとの答弁。 
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さらに、委員から、ホームページに公表された客観的な評価の結果の審査結果の

概要で、菱田地域のにぎわいの創生と交流人口の増加が期待されるとあるが、この

表記についての説明を求めたところ、今回は廃校となっている菱田中学校跡地に合

宿施設あるいは消防分団詰所を整備するとともに、ＰＦＩ事業では民間収益施設も

整備できることから、民間収益施設や合宿施設が整備されることによってジャパン

アスリートトレーニングセンター大隅の利用とあわせて、町内外を含め多くの方々

が菱田地区に来ていただけるだろうということから、このような表記となったとの

答弁。 

さらに、この契約は、合宿施設の整備まで、株式会社ＯＴＣが行うことを見込ん

だ契約なのかとの問いに対し、今回は、ＰＦＩ事業としてスポーツ交流施設整備事

業の契約を締結するものであり、その条件としては既存の校舎等の撤去、消防分団

詰所の敷地内への建設、あわせて合宿施設の建設、それから、できるならば民間収

益施設も建設してくださいという形で募集をしたものであるとの答弁。 

さらに、町執行部としてはジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の利用

率の問題を懸念材料としてとらえていることから、合宿施設の整備は今後行うこと

にしていると推測するが、県の施設の利用率の問題をどのようにとらえているのか

の問いに、利用率の問題については、将来どのような利用がされるのか不安な点で

あり、それはまさしく行政にとってのリスクにもつながることから、今回の事業で

は、現時点で合宿所を整備するのではなくて、どれくらいの方々が利用できるの

か、そういったものの予測が立てられる状況になったときに、合宿施設の規模とか

整備を行うということで、なるべく町の財政負担を軽減するということを考えて、

段階的に事業を進める形をとったところであるとの答弁。 

さらに、先般、実施した議員研修の中で、県の担当課から、中学生及び高校生の

グループは使用できないと明言されたが、当該事業に係る要求水準書の事業目的で

は、小・中・高校生等も使用可能であると解釈できる。県の意向と異なると思う

が、どのように解釈すればいいのかとの問いに、企画調整課としては、地域住民を

含め学生、実業団、トップアスリートまで利用可能な施設であり、トップアスリー

トだけに限定した施設ではないと認識しているとの答弁。 

さらに、ＰＦＩ方式というのは、後世に財政負担を残すことになるのではないか

と懸念しているが、その点についてどのように考えているのかの問いに対し、規模

の大きい施設を整備すれば、建設費や維持管理費は上昇することになると思うの

で、今後、財政負担を軽減する努力をしなければならないと考えており、その点に

ついては、合宿施設の規模であったり、機能であったり、どのような方々をターゲ

ットにするのか等、株式会社ＯＴＣや県の指定管理者も交えながら慎重に検討し
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て、極力財政負担の軽減が図られるような事業になるよう努力をして行かなければ

ならないと考えているとの答弁。 

さらに、委員から、消防分団詰所の概要や設備費用はどれくらいなのかの問い

に、現段階における消防分団詰所の整備費用が５,２６３万９,０００円、面積につ

いては１７５平方メートルを予定しており、間取りは平面図を参照していただきた

いが、今後、実施計画をする段階になったときには地元分団の方の意見も聞かない

といけないのでは、若干の変更は可能であると考えているとの答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第３６号、大崎町

スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契約の締結については可決すべき

ものと、出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契約の締結審査

特別委員会における審査の経過と結果について、報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。 

議案第３６号「大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契約の締

結について」の委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３６号「大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業契約の締

結について」、委員長の報告は可決であります。 

委員長の報告のとおり、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号「大崎町スポーツ交流施設整備事業（仮称）における事業

契約の締結について」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 報告第２号 平成２９年度大崎町健全化判断比率の報告について 
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○議長（小野光夫君） 日程第７、報告第２号「平成２９年度大崎町健全化判断比率の

報告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律第３条第１項の規定により、平成２９年度大崎町健全化判断比率を監査委

員の意見を付して報告するものでございます。 

実質赤字比率及び連結実質赤字比率でございますが、実質赤字は生じておらず、

実質赤字比率は該当ございません。 

次の実質公債費比率でございますが、本町は１１.７％となっております。これ

は、一般会計等が負担する元利償還金及び純元利償還金の標準財政規模に対する比

率の３カ年平均でございます。 

次に、将来負担比率でございますが、これは一般会計等が将来負担すべき実質的

な負債の標準財政規模に対する比率でございまして、本町は０％となり、２８年度

決算から該当なしという結果が出ております。監査委員の意見書によりますと、す

べての比率が早期健全化基準を下回り、良好な状態にあるとの評価をいただいてお

りますので、今後とも健全な財政運営に努めていく所存でございます。 

以上で報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 報告第３号 平成２９年度大崎町資金不足比率の報告について 

○議長（小野光夫君） 日程第８、報告第３号「平成２９年度大崎町資金不足比率の報

告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定によ

り、平成２９年度資金不足比率を監査委員の意見を付して報告するものでございま

す。 

水道事業会計、公共下水道事業特別会計とも資金不足を生じておらず、資金不足

比率は該当ございません。監査委員の意見書によりますと、良好な状態にあるとの

評価をいただいておりますので、今後とも健全な財政運営に努めていく所存でござ

います。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第 ９ 認定第１号 平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第１０ 認定第２号 平成２９年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

 日程第１１ 認定第３号 平成２９年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第１２ 認定第４号 平成２９年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 日程第１３ 認定第５号 平成２９年度大崎町水道事業会計決算認定について 

 日程第１４ 認定第６号 平成２９年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

○議長（小野光夫君） 日程第９、認定第１号「平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出

決算認定について」、日程第１０、認定第２号「平成２９年度大崎町国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１１、認定第３号「平成２９年

度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１２、認定

第４号「平成２９年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について」、

日程第１３、認定第５号「平成２９年度大崎町水道事業会計決算認定について」、

日程第１４、認定第６号「平成２９年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について」、以上６件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

認定第１号、本案は平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定についてでご

ざいます。認定第２号、本案は平成２９年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてでございます。認定第３号、本案は平成２９年度大崎町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。認定第４号、本案は

平成２９年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。

認定第５号、本案は平成２９年度大崎町水道事業会計決算認定についてでございま

す。認定第６号、本案は平成２９年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についてでございます。それぞれ６つの案件につきまして、法に基づき決算を

行い、監査委員の審査に付しましたので、監査委員の意見書を添付し、議会の認定

をお願いするものでございます。 

内容につきましては、それぞれ主管課長から概要について申し上げますので、よ

ろしく御審議のほどお願い申し上げ、御認定賜りますよう、お願い申し上げます。 

○総務課長（中倉幸二君） それでは、平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算につ

いて御説明いたします。 
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はじめに、歳入から説明いたしますので、１ページをお願いいたします。款ごと

に、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。 

まず、款１町税でございます。収入済額１３億５,１３９万１,０９１円は、前年

度に対しまして４.１％の増となっております。不納欠損額４３２万４,７００円で

ございますが、時効完成等によるものでございます。収入未済額５,３３１万２１

４円でございますが、これは現年度分と滞納繰越分を含めた未済額でございます。 

続きまして、款２地方譲与税でございますが、収入済額８,５５７万２,０００円

は、前年度に対して０.５％の減となっております。款３利子割交付金、収入済額

１９４万１,０００円は、前年度に対して１５１.８％の増となっております。款４

配当割交付金、収入済額２３５万９,０００円は、前年度に対して２３.１％の増と

なっております。款５株式等譲渡所得割交付金、収入済額２３３万８,０００円

は、前年度に対して１１４.７％の増となっております。款６地方消費税交付金、

収入済額２億３,４４６万３,０００円は、前年度に対して３.２％の増となってお

ります。款７ゴルフ場利用税交付金、収入済額８８３万３,６９８円は、前年度に

対して４.１％の増となっております。款８自動車取得税交付金、収入済額１,４７

７万２,０００円は、前年度に対して４０.２％の増となっております。款９地方特

例交付金、収入済額４０４万５,０００円は、前年度に対して８.１％の増となって

おります。款１０地方交付税、収入済額２６億８,４０１万８,０００円は、前年度

に対して１.２％の減となっております。なお、内訳につきましては、普通交付税

が２５億２２２万４,０００円、特別交付税が１億８,１７９万４,０００円となっ

ております。款１１交通安全対策特別交付金、収入済額２４４万６,０００円は、

前年度に対して１.８％の減となっております。款１２分担金及び負担金、収入済

額６,８７４万８,８１８円は、前年度に対して１.３％の増となっております。右

隣の欄の収入未済額１５２万６,５００円は、過年度保育料及び施設型給付費利用

者負担金でございます。 

次に、２ページをお願いいたします。款１３使用料及び手数料、収入済額８,０

５１万５,０５０円は、前年度に対して２３.１％の増となっております。不納欠損

額５万９,３００円は、町税督促手数料の不納欠損でございます。収入未済額４０

５万８,５００円は、公営住宅及び町営住宅の使用料等町税督促手数料でございま

す。款１４国庫支出金、収入済額１０億５万３,３５８円は、前年度に対して１１.

９％の減となっております。収入未済額１億８２万５,０００円は、野方小学校校

舎等大規模改造事業に係る繰越明許費でございます。款１５県支出金、収入済額１

０億７,４１３万１,９７６円は、前年度に対して４２.５％の増となっておりま

す。款１６財産収入、収入済額６,８１９万３,００８円は、前年度に対して１９
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２.３％の増となっております。収入未済額３１７万６,２２０円は、建物及び土地

貸付料でございます。款１７寄附金、収入済額２３億１,３０５万２,４６６円はふ

るさと納税寄附金で、前年度に対して３８.１％の増でございます。款１８繰入

金、収入済額７億７,１３５万１,１９５円は基金からの繰入金で、前年度に対して

１１２.７％の増となっております。款１９繰越金、収入済額２億１,７７８万４,

１００円でございます。款２０諸収入、収入済額１億４３７万１,１０５円でござ

います。収入未済額は２,３１３万７,９４２円となっております。これは、住宅新

築資金等貸付金償還金、奨学金返還金、福祉就労施設整理得分返還金、強い農業づ

くり交付金国庫補助金返還金の未済額でございます。款２１町債、収入済額７億

３,６９２万１,０００円でございます。 

歳入合計でございますが、収入済額１０８億２,７３０万８６５円。不納欠損額

４３８万４,０００円。収入未済額１億８,６０３万４,３７６円となっておりま

す。 

以上で歳入を終わりまして、次に歳出を御説明いたします。 

３ページをお願いいたします。歳出につきましては、款ごとに支出済額並びに不

用額等について御説明いたします。款１議会費でございますが、支出済額９,７４

２万１,７８５円、不用額４６万８,２１５円でございます。款２総務費、支出済額

１０億１,９８４万９,９６９円。不用額７３３万６,７３１円でございます。款３

民生費、支出済額１６億２,５５４万７,１８０円。不用額１,７７０万２,７９０円

でございます。款４衛生費、支出済額１１億５,３０９万２,８６７円。不用額１,

１０２万９,１３３円でございます。款５農林水産業費、支出済額１０億３,４５７

万１,３７９円。不用額３８６万６２１円でございます。款６商工費、支出済額２

４億３,３０５万２,９７３円、不用額５６万１,７８７円でございます。款７土木

費、支出済額７億４５４万１,４６０円、不用額４５万４,５４０円でございます。

款８消防費、支出済額３億１,３２８万６,８３６円、不用額１１４万９,８０４円

でございます。款９教育費、支出済額８億１,６７６万９,３６３円。翌年度繰越額

４億１,８５０万円となっておりますが、これは野方小学校校舎等大規模改造事業

でございます。不用額は１,８１５万４,７９４円でございます。 

次に、４ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、支出済額は３,６６９

万４,４１６円、不用額９万９,５４０円でございます。款１１公債費、支出済額は

１０億６８６万８,６８５円、不用額８万７,３１５円でございます。款１２予備

費、不用額が５５万７,８１７円でございます。歳出合計でございますが、支出済

額１０１億４,１６９万６,９１３円、不用額６,１４６万３,０８７円となっており

ます。 
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次に、５ページをお願いいたします。歳入合計額１０８億２,７３０万８６５

円。歳出合計額１０１億４,１６９万６,９１３円。歳入歳出差引額６億８,５６０

万３,９５２円となっております。このうち基金繰入額が２億円でございますの

で、翌年度への繰越額は４億８,５６０万３,９５２円となっております。 

以上で説明を終わりますが、６ページ以降に歳入歳出決算事項別明細書、６８ペ

ージに実質収支に関する調書、６９ページ以降に財産に関する調書、また９６ペー

ジ以降に基金の運用状況調が添付してございますので、御参照いただきたいと思い

ます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○保健福祉課長（中村富士夫君） 続きまして、平成２９年度国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算につきまして、御説明いたします。まず、歳入から御説明いたしま

すので決算書の１ページをお願いいたします。 

収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１国民健康保険

税の収入済額は３億３,７３０万８,１９１円で、対前年度比１.０％の増でござい

まして、不納欠損額５１０万９,４０２円、収入未済額８,７５９万９,６７１円で

ございます。款２使用料及び手数料の収入済額２３万７,８００円、不納欠損額４

万８,１００円、収入未済額５１万２,４００円でございます。次の款３からは、調

定額の全額が収入済でございますので、収入済額だけを申し上げます。款３国庫支

出金は４億４,０２４万７,６５７円で、対前年度比２４.７％の減でございます。

款４療養給付費等交付金は２,３２７万７,０００円で対前年度比５８.２％の減で

ございます。款５前期高齢者交付金は８億２,１９７万７,５７４円で、５６.４％

の増でございます。款６県支出金は１億９,９７１万９,９５７円で、４７.８％の

増でございます。款７共同事業交付金は４億７,５２７万９,５０６円で、２５.９

％の減でございます。款８財産収入は３万１,４９４円で、５０.７％の減でござい

ます。款９繰入金は１億４,２１７万１,４１８円で、２９.５％の減でございま

す。款１０繰越金は５,８８９万２,７９０円で、７.７％の増でございます。款１

１諸収入は１,０５５万８,０９０円でございまして、歳入合計といたしまして収入

済額は２５億９７０万１,４７７円で、対前年度比１.３％の減でございまして、不

納欠損額は５１５万７,５０２円、収入未済額は８,８１１万２,０７１円でござい

ます。 

次に歳出を御説明いたしますので、２ページをお願いいたします。支出済額、不

用額の順で御説明いたします。款１総務費の支出済額４５４万３,０５４円で、不

用額が５万３,９４６円でございます。款２保険給付費の支出済額１３億８,９５７

万１,９１５円で不用額７,３３５万８５円でございます。款３後期高齢者支援金等
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の支出済額は２億１,４０３万４,３５９円で不用額は１,６４１円でございます。

款４前期高齢者納付金等の支出済額は７９万７,４１０円、不用額１,５９０円でご

ざいます。款５老人保健拠出金の支出済額は５,５８１円で、不用額４１９円。款

６介護納付金の支出済額９,１１１万２８９円で、不用額７１１円でございます。

款７共同事業拠出金の支出済額６億１,６７０万２,２７０円、不用額１,７３０円

でございます。款８保健事業費の支出済額１,９９１万７,６３０円、不用額９９万

４,３７０円でございます。款９基金積立金の支出済額は３万１,４９４円、不用額

５０６円でございます。款１０公債費の支出済額はゼロ、不用額５万３,０００円

でございます。款１１諸支出金の支出済額３,９８０万６,１４５円で、不用額は５

３万５,８５５円でございます。款１２予備費の支出済額ゼロ円、不用額１１２万

円でございまして、歳出合計といたしまして支出済額２３億７,６５２万１４７円

で対前年度比０.３％の減でございます。不用額は７,６１１万３,８５３円でござ

います。 

次の４ページをお願いいたします。歳入合計額２５億９７０万１,４７７円。歳

出合計額２３億７,６５２万１４７円。歳入歳出差引額１億３,３１８万１,３３０

円となりまして、このうち基金への繰入額が１億円、翌年度への繰越額が３,３１

８万１,３３０円となっております。 

また、５ページから１９ページまでに歳入歳出決算事項別明細書を、２０ページ

に実質収支に関する調書を、２１ページに財産に関する調書を、２２ページに基金

の運用状況を添付してございますので、御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、平成２９年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきま

して御説明いたします。まず、歳入から御説明いたしますので、決算書の１ページ

をお願いいたします。 

収入済額、不能欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１後期高齢者医

療保険料の収入済額は１億１４２万４,９９０円で、対前年度比１３.９％の増でご

ざいまして、不能欠損額ゼロ、収入未済額は３８万２６０円となっております。款

２使用料及び手数料の収入済額は２万４,３００円、不能欠損額２００円、収入未

済額３,５００円でございます。 

次の款３繰入金からは調定額の全額が収入済でございますので、収入済額だけを

申し上げます。 

款３繰入金は７,８１８万６,４６９円で、２.５％の減となっております。款４

繰越金は４１７万３８５円で、６.３％の増となっております。款５諸収入は３７

万５３７円でございまして、歳入合計といたしまして収入済額は１億８,４１７万
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６,６８１円で対前年度比６.３％の増となっております。不能欠損額は２００円、

収入未済額は３８万３,７６０円でございます。 

次に歳出を御説明いたしますので、２ページをお願いいたします。支出済額、不

用額の順で御説明いたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額は１億７,９５１万５,６５９円、

不用額１３９万７,３４１円でございます。款２諸支出金の支出済額２７万８,３０

０円、不用額は２万１,７００円でございます。款３予備費の支出済額ゼロ、不用

額２万２,０００円でございまして、歳入合計といたしまして、支出済額は１億７,

９７９万３,９５９円で対前年度比６.３％の増となっております。不用額は１４４

万１,０４１円でございます。 

次の３ページをお願いいたします。歳入合計額１億８,４１７万６,６８１円、歳

出合計額１億７,９７９万３,９５９円。歳入歳出差引額４３８万２,７２２円とな

りまして、全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

また、４ページから６ページまでに歳入歳出決算事項別明細書を、７ページに実

質収支に関する調書を添付してございますので、御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

続きまして、平成２９年度の大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきま

して御説明をいたします。まず歳入から御説明いたしますので、決算書の１ページ

をお願いいたします。 

収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１保険料の収入

済額は２億９,１３９万３,８７０円で、対前年度比３％の増でございまして、不納

欠損額は２２万２,９５０円、収入未済額は２３９万２,８７５円でございます。款

２使用料及び手数料は収入済額３万９,４００円、不納欠損額２,５００円、収入未

済額２万４,７００円でございます。 

次の款３から款７までは調定額の全額が収入済でございますので、収入済額だけ

を申し上げます。 

款３国庫支出金は４億９,８９４万３,６０２円で、対前年度比４.９％の増でご

ざいます。款４支払基金交付金は４億７,９２６万５,０００円で、２.２％の増と

なっております。款５県支出金は２億６,８１２万７,５２９円で、対前年比４.５

％の増でございます。款６繰入金は２億２,３６３万５,８０２円で、３.９％の増

でございます。款７繰越金は１億１,４７５万５,８２９円でございます。対前年度

比２１.２％の増でございます。款８諸収入は１６９万８,１６４円でございまし

て、収入未済額が５,６００円でございます。歳入合計といたしまして、収入済額

は１８億７,７８５万９,１９６円で、対前年度比４.４％の増でございます。不納
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欠損額は２２万５,４５０円。収入未済額は２４２万３,１７５円でございます。 

次に歳出を御説明いたしますので、２ページをお願いいたします。支出済額、不

用額の順で御説明いたします。款１総務費の支出済額は２１万１２６円、不用額４

０万２,８７４円でございます。款２保険給付費の支出済額１６億９,４４５万２,

２０１円で、不用額が３,０５２万７,７９９円でございます。款３地域支援事業費

の支出済額は４,７４５万６,８１０円、不用額８３５万８,１９０円でございま

す。款４財政安定化基金拠出金の支出済額ゼロ、不用額１万円でございます。款５

公債費の支出済額ゼロ、不用額１０万円でございます。款６諸支出金の支出済額

１,７７１万６,３７１円、不用額４８万１,６２９円でございます。款７予備費の

支出済額ゼロ円、不用額１００万円。歳出合計といたしまして支出済額１７億５,

９８３万５,５０８円で、対前年度比４.７％の増でございまして、不用額が４,０

８８万４９２円でございます。 

次の３ページをお願いいたします。歳入合計額１８億７,７８５万９,１９６円。

歳出合計額１７億５,９８３万５,５０８円。歳入歳出差引額１億１,８０２万３,６

８８円となりまして、全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

また、４ページから１５ページまでに歳入歳出決算事項別明細書を、１６ページ

に実質収支に関する調書を添付してございますので御参照いただきたいと思いま

す。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、平成２９年度大崎町水道事業会計の決算につい

て御説明申し上げます。 

決算書の１ページをお願いいたします。収益的収入及び支出の収入でございま

す。決算額と予算額との比較を申し上げます。第１款水道事業収益は決算額２億

３,６５８万６,９８５円で、６５１万５,９８５円の増となりました。内訳は、第

１項営業収益が決算額２億１,７８２万６,０５０円で６５６万７,０５０円の増と

なっております。これは水道料金と手数料でございます。次に、第２項営業外収益

が決算額１,８５８万７,１２６円で、２２万１,８７４円の減となりました。預金

利息と補助金等でございます。第３項特別利益は１７万３,８０９円で、１７万８

０９円の増となっております。貸倒引当金及び賞与引当金として計上いたしました

経費の残額を、収益で計上したものでございます。 

２ページをお願いいたします。支出でございます。第１款水道事業費用は決算額

１億９,４９６万３,８１１円で、不用額は１,８０９万７,１８９円となりました。

内訳は、第１項営業費用が決算額１億８,２０９万８,２８２円で、不用額は１,３

７０万８,７１８円であります。水源地や配水施設の維持管理に必要な修繕や人件
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費等でございます。第２項営業外費用が決算額１,２７５万３,１９１円で、不用額

は２３０万８０９円であります。これは、企業債の償還利息が主なものでございま

す。第３項特別損失が決算額１１万２,３３８円で、不用額は８万７,６６２円であ

ります。過年度水道料金の還付が主なものでございます。第４項予備費は執行がご

ざいませんので、不用額２００万円となっております。詳細につきましては、２５

ページ以降に水道事業収益費用明細書を添付してございます。こちらは消費税抜き

の金額ですので、御留意の上御参照願いたいと思います。 

３ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款

資本的収入は、決算額１,０７９万３,６７６円で、２３０万６,３２４円の減とな

りました。内訳は、第１項補償金が決算額５６５万１,６４０円で、１１９万８,３

６０円の減でございます。第２項負担金が、決算額１６６万円で、１１０万８,０

００円の減であります。第３項補助金、決算額が３４８万２,０３６円で、３６円

の増でございました。これは、簡易水道の起債償還に係ります元金の一般会計から

の補助金でございます。 

次に、支出でございます。第１款資本的支出は、決算額９,６１２万４,３５３円

で、不用額は１,２３１万６,６４７円でございました。内訳は、第１項建設改良費

が決算額６,８４９万９,４４７円で、不用額７３１万６,５５３円であります。第

２項企業債償還金が決算額２,７６２万４,９０６円で、不用額９４円であります。

第３項予備費は執行がございませんので、不用額５００万円でございます。 

表の下の説明になりますが、資本的収入額が資本的支出額に対しまし８,５３３

万６７７円の不足となりましたが、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額４０６万２,５０６円、当年度分損益勘定留保資金７,７０３万６,４４９円、建

設改良積立金４２３万１,７２２円で補てんしております 

次に、５ページをお願いいたします。損益について御説明いたします。損益計算

書は税抜きとなっております。１の営業収益の合計は２億１７３万９,６６３円、

２の営業費用の合計額は１億７,７９４万９,２４１円となり、営業利益は２,３７

９万４２２円となっております。３の営業外収益の合計は１,８５４万８,７１７

円、４の営業外費用の合計は５５３万８,７９１円で、営業外利益は１,３００万

９,９２６円となり、その下の経常利益は３,６８０万３４８円を計上しておりま

す。５特別利益は１７万３,８０９円、特別損失は１０万４,１６８円となりまし

た。 

次に、６ページをお願いいたします。当年度純利益と前年度繰越利益剰余金、未

処分利益変動額を合計しますと当年度未処分利益剰余金が６億３,９３２万９,５６

０円となります。これは新会計基準へ移行しました結果でございまして、これを振
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り分けますと、下の括弧書きのようになります。２８年度までに減価償却分が済ん

だ分が未処分利益変動額でございまして、６億１８１万９３８円になります。２９

年度の減価償却分が長期前受金戻入となり、１,５４０万９,６１９円でございま

す。これを差し引きますと、当年度の未処分利益剰余金は２,２１０万９,００３円

となります。 

７ページをお願いいたします。剰余金でございます。当年度変動について御説明

いたします。表頭３番目の剰余金でございますが、２段目の利益剰余金で、昨年の

１２月議会におきまして処分案のとおり可決いただきましたので、減債積立金へ

２,３１０万円処分いたしております。一番下の欄が２９年度末のそれぞれの金額

になりますが、右から３番目の欄で当年度未処分利益剰余金でございます。６億

３,９３２万９,５６０円は、先ほど申し上げました数値と合致いたしております。

この剰余金につきましては、８ページに処分案を示しておりますが、後ほど別議案

において御提案申し上げます。 

９ページ以降に貸借対照表、キャッシュフロー計算書、事業報告書、収益費用明

細書等を添付してございますが、事業報告書の建設改良工事の概要以外は消費税抜

きの金額でございますので御留意の上、参照お願いいたします。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

それでは、続きまして、平成２９年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算について御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。 

最初に、歳入でございますが、款で説明させていただきます。款１分担金及び負

担金、収入済額１６４万９,７００円、不能欠損額４２万円、収入未済額９０万３,

０００円となっております。款２使用料及び手数料、収入済額３,２６１万６,３９

０円、不能欠損額３万４,０８０円、収入未済額は１６７万６,５７０円でございま

す。款４繰入金、収入済額１億２,０６７万１,０００円。款５繰越金、収入済額３

７６万５,１８６円。款６諸収入、収入済額２７４万６,２４３円。款７町債、収入

済額３,９８０万円となり、合計で収入済額２億１２４万８,５１９円。不能欠損額

４５万４,０８０円。収入未済額２５７万９,５７０円となっております。 

２ページをお願いいたします。次に、歳出でございます。款１公共下水道事業

費、支出済額４,６１９万３,１７３円、不用額１８０万６,８２７円。款２公債

費、支出済額１億５,００２万８,０６７円、不用額９万４,９３３円。款３予備費

は、当初予算で１００万円計上しておりますが、支出がございませんので、不用額

１００万円となっております。歳出合計で支出済額１億９,６２２万１,２４０円、

不用額２９０万１,７６０円となっております。 

３ページをお願いいたします。歳入合計額２億１２４万８,５１９円、歳出合計
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額１億９,６２２万１,２４０円、歳入歳出差引額５０２万７,２７９円となりまし

て、全額翌年度へ繰り越しております。 

なお、４ページ以降に事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書

が添付してございますので御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。まず、認定第１号について質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第２号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第３号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第４号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第５号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第６号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 全般を通して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま、議題となっております認定第２号、認定第３号及び認定第４号は、会

議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、認定第５号及び認定第６号は、会議規則第３９条第１項の規定により文教

経済常任委員会に付託いたします。 

次に、認定第１号の審査方法についてお諮りします。本案は、１０名を定数とす

る決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査いたしたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、認定第１号については、１０名を定数とする決算審査特別委員会を設置

して審査することに決定いたしました。 

重ねてお諮りいたします。決算審査に際し証書類は認定の対象にならないとされ

ておりますが、審査の過程において書類の提出や証人等の出頭証言を求める必要が

ある場合を考慮して、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権

を委託して付託いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会及び決算審査特別委員会に対

して、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権を委託して付託

することに決定いたしました。 

さらにお諮りします。ただいま付託いたしました認定第１号、認定第２号、認定

第３号、認定第４号、認定第５号及び認定第６号は、閉会中の特定審査案件とし

て、総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会及び決算審査特別委員会に、次の議

会までに継続審査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号及び認定

第６号は、閉会中の特定審査案件として次の議会まで継続審査することに決定いた

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第３７号 平成２９年度大崎町水道事業剰余金の処分について 

○議長（小野光夫君） 日程第１５、議案第３７号「平成２９年度大崎町水道事業剰余

金の処分について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２９年度大崎町水道

事業剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。地方公営企業会

計制度の新会計基準移行による未処分利益変動額６億１,７２２万５５７円を除く

当年度未処分利益剰余金２,２１０万９,００３円のうち、２,２００万円を建設改

良積立金へ、１０万９,００３円を翌年度へ繰り越しするものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 
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○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。何か質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３７号は、会議規則第３９条第１項の規定

により文教経済常任委員会に付託いたします。 

さらにお諮りいたします。ただいま付託いたしました議案第３７号は、閉会中の

特定審査案件として、次の議会まで継続審査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３７号は、閉会中の特定審査案件として、次の議会まで継続審査

に付することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 選任第１号 平成２９年度大崎町一般会計歳入歳出決算審査特別委員会

委員の選任について 

○議長（小野光夫君） 日程第１６、選任第１号「平成２９年度大崎町一般会計歳入歳

出決算審査特別委員会委員の選任について」を議題といたします。 

お諮りします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規

定により、１番、児玉孝德君、２番、稲留光晴君、４番、宮本昭一君、５番、中倉

広文君、６番、吉原信雄君、７番、中山美幸君、８番、上原正一君、９番、中倉毅

君、１０番、長重充輝君、１１番、神﨑文男君、以上１０名の諸君を指名いたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

ただいま指名いたしました１０名の諸君を、平成２９年度大崎町一般会計歳入歳

出決算審査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

これより、特別委員会委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。

委員会条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は、特別

委員会において互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規

定により、委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及び

場所を定めて互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委

員長及び副委員長の互選を、議員控え室でしていただきます。 

これより暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 



 

 － 138 －

休憩 午前１１時２６分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 休憩前に引続き会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に１１番、神﨑文男君、副委員長に１番、児玉孝德君が選任され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 陳情第３号 商工会に対する平成３１年度補助金増額等について 

○議長（小野光夫君） 日程第１７、陳情第３号「商工会に対する平成３１年度補助金

増額等について」を議題といたします。 

本陳情については、地方自治法第１１７条の規定により、児玉孝德君、中山美幸

君が除斥の対象となります。よって、退場をお願いいたします。 

［児玉孝德君、中山美幸君 退場］ 

本件について、総務厚生常任副委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任副委員長（宮本昭一君） ただいま議題となりました陳情第３号、商工

会に対する平成３１年度補助金増額等について、総務厚生常任委員会における審査

の経過と結果の報告をいたします。 

陳情者は、大崎町仮宿１０３２番地、大崎町商工会会長、中山美幸氏でありま

す。 

本陳情については、９月１２日の本会議において、当委員会に付託されたもの

で、去る９月１４日に委員会を開催し、審査いたしました。 

陳情の趣旨は、商工会に対する平成３１年度補助金が増額になるよう働きかけを

行うなどの要望でありました。 

陳情内容の審査にあたり、担当課である企画課長及び関係職員の出席を求め、平

成２９年度の商工会に対する補助金の実績と平成３０年度の予算の状況について説

明を受け、審査いたしましたので、委員会での主な質疑及び討論について報告をい

たします。 

委員から、要望項目の３番目、商工会に対する助成の条例化・規則化・要綱化等

を働きかけるとあるが、これらの規程はないのかとの問いに対し、現在、町から商

工会に支出している補助金については、町の補助金交付規則すべてではないが、個

別に要綱を設けて補助金を支出している状況であるとの答弁。 

さらに、委員から、要望項目の２番目、小規模事業者販路開拓支援事業の補助金

は、平成２９年度から予算化されているのではないかとの問いに対し、小規模事業
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者販路開拓支援事業は平成２９年度は補正予算で計上し、予算措置をしている。平

成３０年度は、当初予算に計上し支出をしているので、この事業は平成２９年度か

ら支援を行っている状況であるとの答弁でありました。 

以上、質疑を終結し、討論に入り、委員から反対の討論があり、項目の１番目、

平成３１年度の補助金増額については、財源を捻出するのに苦慮しているのはわか

るが、何のための増額かわからない。項目の２番目、小規模事業者販路開拓支援事

業は既に平成２９年度から予算化されている。項目の３番目、助成の制度化につい

ては、要綱など整備されているとのことであり、必要性を感じないとの反対意見が

出された。また、委員から賛成の討論があり、要望書に補助金の増額とあるだけ

で、具体的な数字が見えてこない部分があるが、補助金額を他の市町村と比較する

と、大崎町は少し低いと思う。大きな増額はできないと思うが、補助金額が少しで

も他の市町村に近づくように若干の増額は賛成であるとの賛成意見が出された。 

その後採決に入り、起立採決の結果、陳情第３号、商工会に対する平成３１年度

補助金増額等については、起立少数で不採択とすることに決定した次第でありま

す。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（小野光夫君） これより質疑に入ります。陳情第３号「商工会に対する平成３

１年度補助金増額等について」の委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれを持って終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。まず、原案に反対者の発言を許

可いたします。 

○６番（吉原信雄君） 私は、この陳情には反対いたします。 

１番目の、平成３１年度補助金増額については、補助金については町が切磋しな

がら増額、減額していると思う。財源の捻出には苦慮しているのはわかるが、何の

ための増額かわからないので反対です。２番目の、小規模事業販路開拓支援事業に

ついては、２９年度から３０万円の予算がされている。３番目の、助成制度化につ

いては要綱化されているとのことであり、私は必要ないと思う。よって、これの陳

情については反対いたします。 

○議長（小野光夫君） 次に、原案に賛成の発言を許可いたします。 

○８番（上原正一君） 陳情書の内容については、若干問題もあるようでございます

が、ほかの市町村から比べると、運営費が大分大崎の場合は少ないようでございま

すので、この面については補助金を増額するべきだと思い、陳情に賛成でございま
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す。 

以上でございます。 

○議長（小野光夫君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、陳情第３号「商工会に対する平成３１年度補助金増額等について」の

採決をいたします。この採決は、起立によって採決します。 

この陳情に対する委員長の報告は、不採択です。陳情第３号「商工会に対する平

成３１年度補助金増額等について」を採択することに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者 起立］ 

○議長（小野光夫君） 起立少数。 

したがって、陳情第３号「商工会に対する平成３１年度補助金増額等について」

は、不採択とすることに決定いたしました。 

暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３８分 

再開 午前１１時３９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議員派遣の件 

○議長（小野光夫君） 日程第１８「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣いたしたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（小野光夫君） 日程第１９「閉会中継続審査・調査申出書について」を議題と

いたします。 



 

 － 141 －

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（小野光夫君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（小野光夫君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了し、本定例議会の全日

程を終了いたしましたので、平成３０年第３回大崎町議会定例会を閉会いたしま

す。どうも御苦労さまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時４０分 
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